















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「フハハ、よくぞきた勇者どもよ。さあ、我が腕うでの中で息絶えるがよい！」




　同時に天窓の外で雷らい鳴めいが鳴り響ひびいた。

　魔ま王おう城、玉座の間。

　玉座の前に悠ゆう然ぜんと立つ魔王は漆しつ黒こくのローブを翻ひるがえし、三人の戦士に向かって手をかざす。

　決まった……。仰ぎよう々ぎようしく口上を述べた魔王──アーヴィンは内心で恰かつ好こうをつける。

　対する三人の戦士──安っぽいレザーアーマーを身に着けたオークたちは互たがいに豚ぶた鼻ばなを突つき合わせ「えっと……」「おい、言えよ」「セリフなんだっけ」とひそひそと相談し合っている。

　やがて一人のオークが一歩を踏ふみ出し、手に持った斧おのを突き付けて、

「じ、邪じや悪あくな魔王め、その手に……手に……──あのすみません、セリフなんでしたっけ？」

　オークは申し訳なさそうに後ろ頭を掻かき、こちらに訊たずねてくる。

　アーヴィンは、ハァとため息を吐つき、どかっと玉座にもたれかかった。

「あのな、さっき打ち合わせしたろ。『邪悪な魔王め、その手にかけた罪なき人々のため、ここで討うたせてもらう』だよ。つーか別にそういうのはノリでいいんだって。それっぽければいいの」

「えー」「おい怒おこられてんぞ」「俺のせい？」とブヒブヒと言いながらオークたちは肘ひじを小突き合っていた。

　そんな息の合わないオークたちを眺ながめながら、アーヴィンは二度目のため息を吐いた。

　せっかく集めたのにこれでは台無しだ。

　無論、この三人のオークたちは別にアーヴィンを本気で討ち取りに来たわけでも、漫まん才ざいをしに来たわけでもない。オークたちはアーヴィンの率いる魔王軍の兵士だ。

　普ふ段だんから修練場でトランプやらＴＲＰＧやらして暇ひまなオークたちを集め、こうして勇者が来た時の予行練習をしていたのだが、肝かん心じんの勇者役がこの体ていたらくでは雰ふん囲い気きが出ない。

「あのー、魔王様。これって何の意味があるんですか？」

「そうですよ」「せっかくＴＲＰＧのラスボスの戦せん闘とう途と中ちゆうだったのに」とぶーぶーと文句を垂れてきた。こいつらは何もわかっていない。

「何言ってんだお前ら。本当に勇者が攻せめてきたらどうすんだ。予行練習は必要だろ」

「魔王様、でもそれじゃあ、別に口上から始めなくても戦闘から始めればいいじゃないですか。模も擬ぎ戦とか」「そーっすよ」「ＴＲＰＧでいいじゃないっすか」

「それじゃダメだ」

「なんでっすか？」

「本番で噛かんだら恥はずかしいだろ！」

「「「……」」」

　何言ってんのこの人……。みたいな痛々しい目でこちらを見ないでほしい。いや、もし本当に勇者が玉座の間まで来て「覚かく悟ご！」みたいなことになった時、

「フハハよくぞ来た勇者ども、さあ我がう、腕の中で息絶えるがよぃ（裏声）」

　みたいなことになったら台無しどころじゃない。勇者に同情されるとか、嫌いやすぎる。それでもって、仲間の僧そう侶りよに情けの回復魔法とかされたら恥ずかしくて自じ爆ばく魔法でも唱えてしまいそうになる。

　──それはさておき、アーヴィンはゴホンと咳せき払ばらいし、

「じゃあ次、オレが負けた時のパターンやっから、戦闘は一いつ旦たんパスして」

「え？」「わざわざ負けた時とかやるんすか？」「そろそろＴＲＰＧをやりに帰りたいんすけど」

「当たり前だろ。お前ら同人誌とかの読み物、読んだことねぇの？」

「魔王様がよく読んでるやつっすか？」「あれ人間の国にしか売ってないんでしょ？」「前に魔王様から借りたやつなら読んだことあるっすけど」

　王都製の読み物──その中でも絵と文字が一いつ緒しよになった読み物は『漫まん画が』や『同人誌』と人間たちは言っていた。えっちなものも多いが、中には熱い魔王対勇者の読み物があった。

「後で貸してやっから読んどけ。やられた時に『ぎょえー』とか『ぐふっ……っ！』とかそんなんじゃカッコつかねぇだろ？　んで──そのあと勝った時のパターンもやっから」

「えー……」「まじすか」「帰りたいんすけど」

　露ろ骨こつに嫌な顔をされた。

　やっぱりこいつら相手では雰囲気が出ない。そもそもオークを予行練習相手に選んだのは間ま違ちがいだった。我が魔王領にはいないが、それこそ人間の姫ひめ騎き士しとか、冒ぼう険けん者しやとか──とにかく人間相手でないと盛り上がらない。




　どうすっかな、と思案していると、正面の大おお扉とびらが重々しい音を立てて片方だけゆっくりと開いた。

　入ってきたのは両手で抱だきかかえられそうなくらいに小さなドラゴンだった。金色の鱗うろこに小さな双そう角かく。ぱたぱたと小さく動く可愛かわいい翼つばさ。玉座から大扉まで遠くて、姿しかわからないが、この城にドラゴンは一人しかいない。

　アーヴィンの右腕──魔王補ほ佐さ官のミトラ＝ドランだ。

「あ、魔王様ここにいましたか」

　こちらの姿に気づくと、ミニドラゴンのミトラは一いつ生しよう懸けん命めいに翼を動かして空中をゆっくりと飛びながらこちらに向かってきた。

「ようミトラ。なんか用か」

「はい、少し報告したいことが──というよりオークのみなさんと何してたんです？」

　ちょこんと生えた小さな手を口元に当て、くりくりっとした金色の瞳ひとみをこちらに向けるミトラ。

「ああ、ちょっとした予行練習だよ」

　と言いつつアーヴィンは視線を逸そらしてしまう。ミトラとは旧知の仲であるがゆえに、『勇者が来た時のために恥ずかしい思いをしたくないから練習してました』なんて言うのはこっ恥ぱずかしい。

　とオークの一人がおずおずと手を挙げ、

「あの～、お忙いそがしいなら俺たちは帰っていいですか？」

　ミトラは何か用があると言っていたし、ミトラの目の前で予行練習をやる勇気はない。仕方がない。予行練習はまたの機会にしよう。

「ああ、もういいぞ」

　と告げると「じゃあお疲つかれーっす」「お先失礼しまーす」「はあ、もう最悪」とおのおの嬉うれしそうにぺこぺこお辞じ儀ぎしながら帰っていく。あと三人目の奴やつ、あとで覚えてろよ。

「──で、ミトラ、用ってなんだ？」

　あ、そうでした。とミトラが小さな手をパンと合わせて、

「ワルドー山脈前線砦とりで周辺に数名の人間の騎士を見たという連れん絡らくがありました。おそらく王都からの斥せつ候こうだと思いますが、一応砦の警備には様子を見るように、と通達しておきました」

「騎士？　冒険者じゃなくて？」

　騎士なら王都製の白銀のアーマーを着けている。十中八九、王都聖騎士団の騎士だろう。正規の斥候だとすると厄やつ介かいだ。

「はい。それと警備兵の見間違いかもしれませんが、騎士の中に銀ぎん髪ぱつの女騎士がいたそうです。もしかすると一番隊隊長のシーナ＝アルバートかもしれません」

「誰だれだそれ」

「王都では有名な姫騎士です。王族の血を引いていて、剣けんの腕も立つとか」

　そんな名のある姫騎士がわざわざ山を越こえて斥候に来るはずがない。だとすればこれはただの斥候ではなく、少数精せい鋭えいで砦を落としに来たのかもしれない。

「いかがします？」

　ふむ、とアーヴィンは顎あごに手を当て、一計を案じた後、すっと立った。

「砦にはオレが行く。万が一もあるから城の警備を強化しておいてくれ。最悪、交戦になる。援えん軍ぐんもいつでも出せるように手配しておいてくれ」

　と命令を飛ばすと、ミトラはパッと明るい顔になって、

「さすが魔王様です！　かっこいいです！」

「じゃあ行ってくる」

　とアーヴィンは背中に力を入れると、ローブの下から一対ついの黒い翼が生えた。デーモン族の象しよう徴ちようたる悪魔の翼。この翼さえあれば、馬で半日かかるような道でも一いつ瞬しゆんで飛んでいくことができる。

　アーヴィンは床ゆかを蹴けり、飛ひ翔しようすると、天窓を開けて外へと飛びたった。空は相変わらず曇どん天てんのままだ。いつ雨が降り出してもおかしくない。

　援軍？　交戦？　そういうのはどうでもいい。アーヴィンの頭の中にあるのはただ一つ。

（やっと本物の人間相手に対勇者の予行練習ができる）








第一章　やめときゃよかった









　つい数時間前まで曇天だった空は一部、青空が見えていた。

「妙みようね」

　薄うす暗ぐらい砦の中を三人の騎士が歩いていた。その中で先頭を行くのは女騎士──シーナ＝アルバートだった。

　腰こしまで伸のばした銀色の髪かみ、しゅっと伸びる肢し体たい、大人と呼ぶには若じやつ干かん幼さが残った顔つきをしている。だがそれでも成長期直後の立派な体をしていた。大きく実った胸に、腹部にはライトアーマー、細い腕うでにはガントレット、足にはグリーブを着けている。それぞれ魔ま法ほうによりエンチャントを施ほどこしているため、見た目以上に装そう甲こう値は高い。

　ここはワルドー山脈魔王領前線砦。東の人間の国──王都アーフィルと西の魔族の国を縦に二分する三千メトル級のワルドー山脈。その山脈より西の山の中腹に位置するのがこの魔王領にある前線砦だ。

　王都聖騎士団に所属しているシーナ一行はこの前線砦の調査のためにやってきていた。

　外から見た時も思ったが、魔族の気配がなさすぎる。

　廊ろう下かは薄暗く、明かりは一いつ切さいない。

　ここは数千人程度なら収容できる中規模の砦のようだ。ただ外観も内部も手入れをしていないのか、ところどころ壁かべの石が欠けている。

「ふーん、どうやら無人のようだね。シーナ」

　背後に控ひかえていた男の騎士──スヴェン＝バルザットがゆっくりとシーナの肩かたに手を置こうとする。しかし、すぐにシーナはスヴェンの手を払はらった。

「やめてスヴェン。今は作戦行動中よ」

「つれないなぁ、シーナ。僕たちは婚こん約やく者しや同士じゃないか」

　長く伸ばしたさらさらの髪を手でバッと払い、仰ぎよう々ぎようしくやれやれといった風に首を振ふるスヴェン。

　それを見てシーナはふぅとため息を吐つく。スヴェンは別に悪い奴ではないのだが、こういうおちゃらけたところはあまり好きではない。婚約というのも、本人の希望というより、親が縁えん談だんを進めていたというところが強い。

　スヴェンがプロポーズをしてきて、返事を保留している間に、親が勝手に縁談を了りよう承しようしていた。そんなことをされたら断れるわけがない。別に嫌きらいなわけではないし。

「それでどうします？　シーナ隊長。無人でしたって報告しに帰りますか？」

　スヴェンの隣となりに立っていた仲間の女騎士マリナが口元に指を当て、言った。

「いえ、無人じゃないわ。見て」

　とシーナは屈かがみ込んだ。石の地面をゆっくりと撫なでる。

「ここに足あし跡あとがあるわ。ここにも──ここにも。大きさから言って、おそらくオークかトロル。しかも一匹ぴきや二匹じゃない。何十匹もここにいたはずよ。それに壁の松たい明まつ──」

　今度は立ち上がって壁かべ掛かけ松明に手をかざす。

「ほんのり温かい。ほんの数時間前までここに魔族がいた証しよう拠こよ」

「ふむふむ、だからさっき『妙』だと言ったんだね」

　スヴェンがしたり顔で訊たずねてくる。

「そうね。敵はあたしたちに気づいていて誘さそっているのかも」

（だとしたらどうして中に入れたの？）

　中に誘って逃にがさないためだろうか。捕ほ虜りよにして、王都の情報を得ようとしているのかもしれない。

　ならばこのまま進むのは危険かもしれない。

　少なくとも前線砦の調査としては十分な成果だ。砦を守っている魔族の種類や数はわからなかったが、ここにいたるまでの順路、砦の内部や進入路までこと細かに情報を得ることができた。

　撤てつ退たいしよう──そう告げようとした時、スヴェンが何やら前方を指差した。

「あれは……扉とびらだね。あそこまで見てみる？」

　ところどころ縁ふちの金属部分が錆さびた木製の扉だった。手入れはあまりされていないようだ。

「……入ってみて危なかったら即そく撤退。いいわね」

　シーナの確かく認にんに、スヴェンとマリナはこくりと頷うなずく。

　生なま唾つばを吞のみ込み、シーナはゆっくりと扉を押し開ける。

「んっ、かたい……」

　ぎぎぎと金属が擦こすれ合う耳みみ障ざわりな音を立て、扉は開いた。

　バタンと扉を閉め、ゆっくりと見回す。

　──中は思ったよりも広かった。長方形の縦長の部屋で、床には赤い絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　作戦会議室か何かなのだろうか。だが部屋には家具らしい家具は何もない。

　入り口正面には壁一面の格こう子し状の窓ガラス。ガラスの前には一脚きやくの椅い子すが──。

「誰!?」

　シーナの発した鋭するどい声に、スヴェンとマリナはお互たがいに腰の剣を引き抜ぬく。

　ガラスの前の一脚の椅子。そこには足を組み、悠ゆう然ぜんと座る一人の魔族の姿があった。

（デーモン族？）

　逆光になっており、顔まではわからないが、姿は見える。

　人間とほぼ変わらない体たい躯くをした中肉中背の男。吞み込まれてしまいそうなほど黒いローブに身を包んでいる。一目見ただけでは、人間と変わらない。──だが人間と明らかに違ちがう。

　その背からは禍まが々まがしい漆しつ黒こくの翼つばさが生えており、頭にはこぶしサイズほどの一対の角が生えていた。

　この容姿は魔族の中でも上位の存在。デーモン族に他ほかならない。

　やはり待ち構えていた。

　デーモン族の男が放つ鋭い殺気がシーナの肌はだに刺ささる。ただ敵は座っているだけなのに、この威い圧あつ感かんは何だ？　額から冷ひや汗あせが流れる。

　レイピアにかけるシーナの手はびくびくと震ふるえていた。

　デーモンの男はすっと立ち上がり、ローブを翻ひるがえした。

　そして第一声を放つ。

「フハハ、よくぞ来た！　我が名はアーヴィン＝ロキアル＝レイジィ！　魔王だ！」




　　　　※




「フハハ、よくぞ来た！　我が名はアーヴィン＝ロキアル＝レイジィ！　魔王だ！」

（噛かまずに言えた！）

　口上をなんとか述べることができたアーヴィンの眼前には三人の騎き士しが立っていた。女、男、女。見たところ、王都聖騎士団の恰かつ好こうをしている。それぞれ別に重装備というわけではない。女はライトアーマーとガントレットとグリーブだけ。男も比ひ較かく的に軽めの鎧よろいを着ている。

　更さらに言葉を継つごうとした直前──。

「あなたは何者なの!?」

　正面に立つ女騎士が声を上げた。

　銀の長ちよう髪はつをした女騎士だ。若い。人間ならまだ十七か八くらいだろう。

　せっかく盛り上がっていたのに水を差さないでほしい。それにちゃんと『魔王』と言ったのに、聞いていないのだろうか。

「あのなぁ、魔王って言っただろ。一応ここの領地を束ねてるボス的なアレなんだけど」

「そんな奴やつがここにいるわけないでしょ！」

　真っ向から否定された。ひどい。

「お前たちがここに来るって報告があったから待っててやったんだろうが」

　わざわざ見張りのオークたちを帰らせたりもした。もし戦せん闘とうとかになって、オークに負傷者を出したくなかったし、逆に騎士たちがオークたちに返り討うちに遭あいでもしたら、せっかく待っていたかいもなくなるからだ。

「……シーナここは一いつ旦たん引くべきだ」

　男騎士が女騎士に耳打ちをしていた。どうやら正面に立つ女騎士の名前はシーナというようだ。

（ミトラの言った通りだな）

　王都聖騎士団では有名なシーナ＝アルバート。人間の中で強いと噂うわさされる騎士。どれくらい強いのか少しは気になる。

　戦闘もそうだが、その前にすべきことがある。

（さあ、どうするか……）

　せっかく見つけた貴重な人間のリハーサル相手だ。魔王らしくカッコよく振る舞まえるか、三日三晩考えた戦闘直前の口上を噛まずに言えるか、今から少し緊きん張ちよう──。

「逃げるわよ！」

（って逃げるのかよ！）

　シーナの号令で一いつ斉せいに扉に向かって駆かけだした。だが──。

「開かない！　シーナ、開かないぞ」

「いやだわ、シーナ隊長どうしましょう」

　もう一人の女騎士と男騎士が扉をダンダンと叩たたいている。

（あー、そういやその扉建て付け悪かったっけ？）

　扉が歪ゆがんでいるため、たまにオークたちが全力を込めても開かない時があるらしい。

「くっ、謀はかったわね！　魔法で閉じ込めるなんて」

　シーナがキッと睨にらみつけてくる。そんなことしてませんが。

「仕方ない……やるわよ、スヴェン、マリナ！　相手は幸い魔族一体、あたしたちでも勝てるはずっ」

　シーナはレイピアを抜き放った。どうやら戦う気になったらしい。

　なんだか釈しやく然ぜんとしないが、戦うのならこちらも手加減できない。

　ただ派手な魔法を使うわけにはいかない。なにせ、この砦とりでは百年前から改修らしい改修をしていない。つまり老ろう朽きゆう化かが進んでいて、ちょっとした衝しよう撃げきでも崩くずれかねない。

　本当は前からミトラに『改修した方がいいですよ』と言われ続けていたが、『いやめんどくさいし』と断り続けていた。

　なので、今回は魔ま法ほうではなく、剣けんで戦わせてもらう。

　アーヴィンは虚こ空くうに黒い渦うずを発生させ、そこに手を突つっ込んだ。

　超ちよう簡かん易い式空間転移魔法だ。離はなれた場所の物質を直接この場に持ってくることができる。ただし生き物は転移不可能で、こちらから送ることもできない。

　アーヴィンは黒い渦から、一振りのブロードソードを取り出した。

　これは先週、人間の国の王都まで変装して遊びに行った時についでに買ってきたものだ。武器屋のおっちゃんは『これで斬きれないものはねェ！』と豪ごう語ごしていたから、その後、城で切れ味増加の魔法エンチャントをかけてやった。

　まだ試ためし斬りはしてないが、おそらく鉄くらいなら斬れるだろう。名付けて『魔剣アーヴィンソード』。

「行くわよ！　スヴェン、マリナ、援えん護ごをお願い！」

　先んじてシーナが突っ込んできた。低く腰こしを落とし、弩いしゆみから放たれた矢のごとく、レイピアの一突きを浴びせてくる。

（あぶね！）

　アーヴィンは翼を使って大きく後方に飛びのく。

　しかしシーナは休まず、一歩で再び間合いを詰つめ、レイピアの一突きを繰くり出す。

「ちょちょっ！　タンマタンマ！」

　今度はアーヴィンは、手に持っていた魔剣アーヴィンソードでレイピアの一撃を力の限り払はらいのけた。

　一いつ瞬しゆん体勢の崩れたシーナは無理せず、アーヴィンから距きよ離りを取る。

「あぶねーな、髪かみの毛ちょっと切れ──あーっ！」

　斬られた髪の毛の端はしを触さわって気付いた。ローブの襟えりのところが少しだけ斬られている。

　先ほどの刺し突とつの時だ。体は斬られなかったが、ローブが犠ぎ牲せいになってしまったようだ。

「くっそー、これ結構高いんだぞ！」

　まあ着られなくはないし、あんまり目立たないから、貫つらぬかれるよりマシだ。けど気になってしまう。

　アーヴィンがちらちらと切れ端を気にしていると、シーナが「くっ」とこちらを睨みつけ、

「あたしをバカにしてるの!?」

「これでも結構マジなんだがな」

「でもあたしの一撃をかわした……。あんたただの魔族じゃないわね」

「魔王だっつったろ。ちゃんと話は聞いとけ」

　実際、アーヴィンの動体視力と反射神経があったからこそ避よけられた。並の魔族なら初撃でやられていただろう。

　シーナが目を細め、レイピアを構え直す。

「いいわ……次は討うつ」

（マジモードかよ）

　正直に言うと剣術は苦手だ。先ほど以上の刺突を無傷で受けきれる自信はない。

（傷つきたくねぇし、でもかと言って魔法はな……）

　老朽化の進む室内で大きな魔法は──。

「シーナ、離れて！　僕の魔法で──っ」

　男騎士の声にシーナが横に飛びのく。

「え？　お、おいちょっと待て、派手な魔法は──」

　遅おそかった。短い詠えい唱しようの後、男騎士とアーヴィンの間の空間に小さな爆ばく発はつが連続して巻き起こる。徐じよ々じよに爆発がこちらに迫せまってくる。

（よりによって爆発魔法かよ！）

　人間の魔法はあまり知らないが、これはマズイ。かといって受けるわけにはいかない。

「他人ひとの領地だからって好き勝手しやがって……っ」

　アーヴィンは魔剣アーヴィンソードで空間を薙なぎ払い爆発をかき消そうとした。

　しかし直前、ひと際きわ大きな爆発が目の前で起こり──。

　ゴゴゴ……。

　まるで地じ震しんでも起きたかのように細かい震しん動どうが部屋を揺ゆらした。

「な、なんだ！」

　魔法を放った本人は何もわかっていないようだ。もう一人の女騎士は「きゃあっ」と頭を抱かかえて、その場にうずくまっていた。

「な、なに──えっ？」

　シーナは天てん井じようを見上げる。

　ぴし……ぴし……天井の一部に亀き裂れつが入る。老朽化した砦にそんなひびが入ったら天井を支えられるはずがなく、アーヴィンの周辺の天井が音を立てて、無残にも崩れ落ちる。

「きゃああぁぁぁ！」

　近くにいたシーナが悲鳴を上げ、頭を覆おおった。

「ち、仕方ねぇな」

　このままではシーナまで瓦が礫れきの下した敷じきだ。いくら相手が敵である王都聖騎士団とはいえ、自分の領地で人死にを出したくはない。

　アーヴィンは手をかざし、シーナを中心に球形の魔法障しよう壁へきを張った。降り注ぐはずだった瓦礫は障壁に阻はばまれ、近場にがらがらと落ちていく。

　埃ほこりが混じった土つち煙けむりが部屋を覆う。視界がほとんど遮さえぎられている。

「けほけほ」

　アーヴィンは思わず土煙を吸ってしまう。シーナを守ることを優先したため、自分に張る魔法障壁を忘れていた。おかげで腕うでに瓦礫がいくつか直撃し、痛い。この程度で死ぬほどやわじゃないが、ジンジンする。

　土煙が収まり、視界が晴れると、アーヴィンは惨さん状じようを見てため息を吐つかざるを得なかった。

「こりゃひでぇ」

　瓦礫によって部屋が入り口側と窓側に完全に分断されてしまった。こちらからでは向こうにいる男騎士と女騎士の姿が見えない。

　それに天井だけでなく、壁かべにもぽっかりと穴が空いて、風が吹ふき込んでくる。周辺の森が中からはっきりと見える。

「うぅん……」

　一瞬気を失っていたらしいシーナが、ゆっくりと体を起こした。

　こちらの姿を視し認にんすると、再びレイピアを突き付けてくる。こんなことになっても戦意があるのはさすが誉ほまれある姫ひめ騎き士しと言ったところか。

　──まだやる気か。と言いかけたその時、

「大だい丈じよう夫ぶかい？　マリナ」

　男騎士の声だ。と同時にもう一人の女騎士の声も聞こえてきた。

「はい、私は無事です。スヴェン様は無事ですか？」

　どうやら男騎士はスヴェン、女騎士はマリナというらしい。

「心配ないよ。君が無事でよかった」

「でもシーナ隊長が瓦礫に……大丈夫なのでしょうか？」

「ふっ、心配ないさ。爆発からは離れていたし、聖騎士団御ご用よう達たしの耐たい衝撃エンチャントライトアーマーもある。多少怪け我がを負って気絶しているかもしれないけど、死んではいないさ」

「でも……痛っ」

「足をひねったのかい？　僕、薬水があるから──ちょっと染しみるよ」

「きゃ──ありがとうございます。スヴェン様」

　……どうやら瓦礫の向こう側では男女のいちゃいちゃが繰り広げられているみたいだ。一方的に男から言い寄っているようにも見えるが、女の方も満まん更ざらではなさそうだ。

「え？　スヴェン？」

　こちらにレイピアを向けていたシーナも、どうやらあちらの様子が気になるようだ。瓦礫の間にできた隙すき間まから顔を覗のぞかせていた。

　アーヴィンもどこかに隙間がないか探し──指二本分空いている空間があった。そこから向こうの様子を見る。

　倒たおれたマリナを抱だきかかえるように、スヴェンが片かた膝ひざをついていた。そこだけを切り取るとまるでヒロイックファンタジーに出てくるような男女だった。こいつらうちの領地に何しに来たんだ。

「私は大丈夫ですから、シーナ隊長を早く……」

「無理しないで。シーナは大丈夫だよ、きっと。あの痛い魔族もさっきの落らく盤ばんで死んだだろうし」

　男の方はシーナのことを全く心配していない様子だった。それよりも誰だれが痛い魔族だ。誰が。

「スヴェンどうして助けに来ないのよ」

　隣となりではシーナが怪け訝げんな顔をしていた。

「スヴェン様、ダメです……。今はこんなことしてる場合じゃ……それにスヴェン様にはシーナ隊長という婚こん約やく者しやがいるではないですか」

「ふふ、いいんだよ。身持ちが堅かたくてやらせてくれない彼女と違ちがって、君の方がかわいいと思うよ。だから、いいだろ？」

「ダメ……スヴェン様、んっ」

　半ば強ごう引いんにスヴェンはマリナへとキスをした。

「──っ！」

　シーナが驚おどろいたように体をびくっと震ふるわせた。

　──なるほど、読めてきた。

　スヴェンと、ここにいるシーナは婚約者同士らしい。そしてマリナはスヴェンの愛人ということらしい。見た目押しが弱そうな彼女だから付け入られたのだろう──自分は、自分の領地の砦とりでで何を見せられているのだろうか。

「そんな……スヴェン……どうして」

　シーナが瓦礫にもたれかかったその時──。

　不安定だった瓦礫の山ががらがらと再び崩くずれ出した。

「きゃっ」

「マリナ、僕の後ろに」

　天井近くまで積みあがっていた瓦礫はあっさりと崩れた。壁になっていた瓦礫がなくなり、お互たがいの姿がはっきりとわかるようになってしまった。そしてスヴェンさんはちゃっかりと紳しん士しポイントを稼かせいでいるご様子だ。

　シーナの姿に気づいたスヴェンとマリナは、ハッと慌あわてて距離を取った。

「どういうこと？　スヴェン、今、マリナとキスしてなかった？」

　ゆらっ、と放心状態のシーナが抑よく揚ようのない声でスヴェンを問い詰つめる。ちょっと怖こわい。

「い、いや違う。これは彼女の顔に傷があったから看みようとしただけで……」

　見苦しい言い訳をするスヴェン。シーナは「嘘うそっ」と声を張り上げ、

「さっき、あたしはやらせてくれないって言って、マリナとキスしてた！」

「っ」

　スヴェンの額から冷ひや汗あせが流れ落ちる。だからなんで自分の領地でこんなドロドロした何かを見せられなくてはならないのだ。

「スヴェン答え──あうっ」

　シーナが瓦礫を乗り越こえてスヴェンに詰め寄ろうとした時だった。

　崩れた天井からこぶしサイズの瓦礫が落ちてきて、シーナの後頭部にクリーンヒットしてしまった。シーナはそのまま瓦礫の上に俯うつぶせに倒れてしまった。気絶したのだろう。

「──に、逃にげよう！」

　スヴェンがとっさに叫さけぶ。「えっ」とマリナ。「でもシーナ隊長は」

「まだそこに魔族が生きてる！　さあ早く！」

「おいちょっと待て、この姫騎士も持ってけよ！」

　とアーヴィンは言い掛かけるもスヴェンは無視。

　困こん惑わくするマリナの手を取って、爆発魔法で壁に空いた穴から外に飛び出して行ってしまった。ここは一応二階だが、耐衝しよう撃げきのエンチャントがかかった鎧よろいならその程度の衝撃で足をくじいたりはしないだろう。

「……どうすんだよ、これ」

　視線を落としたアーヴィン。そこには未いまだ起きないシーナが倒れたままだった。

（ほっとけ、ないよな）

　ハァ、とため息を吐くしかないアーヴィンだった。







　魔ま王おう城。賓ひん客きやく用の寝しん室しつ。

　レースカーテンの付いたダブルベッドに、木の香かおりがする古風なカバノキの机。ドレッサーにクローゼット。床ゆかには埃一つない、赤い絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　薄うすいカーテンがかかった窓ガラスからは夕方の斜しや光こうが部屋に降り注いでいる。

　さながらここは王族の姫様の部屋だ。城のメイド係であるラミアたちが毎日掃そう除じしてくれているため、いつでも綺き麗れいである。

　姫様──と言えるのか、ベッドの上には眠ねむれる姫騎士が仰あお向むけになっていた。額にはアーヴィンが置いた濡ぬれタオルがある。

　机から椅い子すを引っ張ってきてアーヴィンは側そばで姫騎士──シーナを眺ながめていた。

　さすがに人間とはいえ女性を着き替かえさせるわけにもいかず、土煙で汚よごれたライトアーマーのまま寝ねかせている。

　メイドラミアに頼たのんでもよかったが、その場合「どうして人間が魔王城に!?」という疑念をいちいち晴らすのが面めん倒どうくさかった。

（気持ちよさそうに寝やがって）

　すー、すー、と静かな客室に寝息が響ひびく。

　それにしても綺麗な顔立ちだ。先さつきの戦せん闘とうで多少、顔は汚れていたが、それでも十分に美しいと思えるくらいに、整った顔だ。

　人間の世界はよくわからないが、聖騎士団の中でもモテたのかもしれない。あのスヴェンというたらし以外にも結婚の申し込みとか、あったのだろうか。剣けんの実力もあるから、同性からも人気だったのかもしれない。

　ぬるくなった濡れタオルを新しいものに替かえる。床に置いた桶おけの中には、水と氷結魔法で生成した氷とキンキンのタオルが入っている。

「う……うぅん……」

　シーナの眉み間けんがぴくっと動いた。ようやくお目覚めか。シーナがうっすらとおぼろげに瞼まぶたを開いていく。

「ここ……は？」

　あたしは誰？　と言われたらどうしよう、などと心配しつつ、アーヴィンは天てん井じようをぼんやりと眺めるシーナに声をかけた。

「ここは魔王城。オレの城だ。んで、お前はワルドー山脈の前線砦で気絶して、ここに運ばれたってわけ」

　矢や継つぎ早ばやに喋しやべってしまったが、ちゃんと脳に届いただろうか。

「まお……しろ？　あたし、なんで気絶して……」

　ゆっくりと上体を起こすシーナ。頭を手で押さえていた。まだはっきりしない様子だ。

「覚えてねぇか？　お前、うちの砦に来てたろ。確か……スヴェンとマリナとかいう騎士と一いつ緒しよに」

「スヴェン……マリナ……っ！」

　その名を口にした途と端たん、シーナはカッと目を見開き、

「そう、そうよ！　スヴェンは!?　マリナは!?　あの二人キスしてた！　なんで!?　あの二人、どこに行ったの!?」

　覚かく醒せいはしたが錯さく乱らんしているようだ。

「あいつらならお前を置いて逃げたよ。たぶん浮うわ気きが上にバレるのが嫌いやだったんじゃねぇか」

「うそ……嘘よ！　スヴェンがあたしを置いて逃げるなんて！」

　アーヴィンはシーナの肩かたに手を置き、

「落ち着けって、なんか見捨てられたみたいだぞ、おま──」

　パンっ！　と悪意をもって手を払はらわれた。さらに被かぶっていた掛け布ぶ団とんをこちらの顔に投げつけてくる。

「うぶっ！　おまっ、なにしやがる！」

　アーヴィンが布団を手で払いのけると、シーナはいつの間にかベッドの反対側に立っていた。

「あんた、よく見たらあの時のデーモン族ね。あたしに何したの！」

「何もしてねぇよ。ってかお前、まず感謝しろ。砦で瓦が礫れきの下した敷じきになりそうだったのを助けてやったんだぞ」

「そんなの頼んでない」

　そりゃあ向こうからしたらこちらは敵だ。人間界の教育では子供の時から魔族は敵、悪、倒すべき存在と言われてきている。児童向けの英えい雄ゆう譚たんも大たい抵てい、悪い魔族を討とう伐ばつするものばかりだったはずだ。

　だが、こうして真っ向から理由もなく拒きよ絶ぜつされるのには、少々、怒いかりを覚える。

「とりあえず落ち着け、な」

　アーヴィンは回り込んで、シーナをなだめようとする。ただ錯乱しているだけかもしれない。

　しかし返ってきたのはシーナのミドルキックだった。グリーブ越しの蹴けりがヒットしたアーヴィンは吹ふき飛ばされ、仰向けになる。

[image: ]

「お、おま……誰が介かい抱ほうしたと思って」

　ちょっと痛い。さすがに金属で蹴られると吐はき気けまでしそうになる。

「魔族の施ほどこしなんていらないわ！」

　手に持っていた濡れタオルを、アーヴィンの顔に叩たたきつけてくる。

　ブチっ。

「そこまで魔族が嫌きらいかコノヤロー！　そうか、そうですか、わかりましたよォ！　じゃあお前に本当の魔族ってやつを教えてやる！」

「やってみなさいよ！」

　ならやってやる。

　アーヴィンは空中に黒い渦うずを発生させ、中からエンチャント付きの鎖くさりを取り出し、シーナへと投げつけた。

「きゃぁ！　何よこれ！」

　まるで生きた蛇へびのように鎖はシーナの体に巻き付き、全身を縛しばり上げた。

「フハハ！　拘こう束そく用魔具だ。人間の力じゃほどけまい！」

「離はなしなさい！　このコウモリ魔族！」

　ひどい暴言だ。それも含ふくめてその体にたっぷりと教え込まなければならない。

　アーヴィンはシーナに巻き付いた鎖をひょいと手でつまみ上げる。

「どこに連れていくつもりよ！」

「お前に魔族の恐おそろしさってやつを思い知らせてやる」

　シーナを連れて、アーヴィンは部屋から出て行った。







　床も壁かべも無機質な冷たい石で覆おおわれた部屋。明かりは壁にかけられた松たい明まつだけで、それ以外の光源はない。

　ここは魔王城の地ち下か牢ろう。風は一いつ切さい通らず、じめっとした空気が蔓まん延えんしている。部屋の隅すみは苔こけ生むしており、檻おりの鉄格ごう子しは錆さびだらけだ。

　その牢の中央──天井から両手を鎖でつながれた姫ひめ騎き士しが立っていた。もはやこうなっては抵てい抗こうもできないだろう。

「くっ、あたしをどうするつもりよ！」

　じゃらじゃらと鎖が音を立てる。

　これから何をされるかわからない恐きよう怖ふと興奮からか、シーナの頬ほおはほんのり朱しゆに染まり、荒あら々あらしく肩で息をしている。

「仕置きをすると言っただろう。ふっふっふ、地下牢、姫騎士ときたらやることはわかるよな？」

「な、なにを……」

「決まってるだろう。闇やみ堕おちさせて我が魔王軍に引き入れてやる！」

「や、闇堕ち……？」

「そうだ」

「──ってなにそれ？」

　ガクッ。

　思わず崩くずれ落ちてしまった。知らない？　姫騎士として生を受けておきながら、闇堕ちをご存じない？

「お前も読み物くらい読むだろ？　ほら、城下町で売ってる同人誌とか」

　同人誌。一いつ般ぱん的には絵師の描えがいた絵にセリフを付け冊子にしたものだ。それを専門の魔術師に頼み、複製魔法で絵を複製し、製本している。

　時折、アーヴィンは暇ひまを見つけては変装して城下町で同人誌を買いあさっている。

　その中の一つに『姫騎士の闇堕ち本』なるものがあり、薄暗い地下牢で高圧的な姫騎士にあんなことやこんなことをして、心を堕とし、魔王に服従させるというものだった。

　──まさにこのシチュエーション。だが、当の姫騎士は、

「読み物は読むけど、同人誌って薄うす汚よごれたいやらしい書物でしょ!?　そんなの読むわけないじゃない！」

　などとこれから自分の身に起きることがわからない様子だ。なんだか本で読んだようなイメージと違ちがう。

　アーヴィンが読んだ同人誌では二パターンあり、一つは『いや、やめてこないで！』と恐怖におののき、やがては快楽に身を任せるパターン。もう一つは『くっ殺せ』と毅き然ぜんとした態度を取るも最後は『従いまひゅ～』と堕ちるパターン。

『──ってなにそれ？』と真顔で言うような同人誌はなかった。

　仕方ないのでアーヴィンは説明した。

「闇堕ちってのは、簡単に言うと、お前を魔族にして、魔王軍に寝返らせることだ。お前の心が堕ちれば後はオレが淫いん紋もんを刻んで魔族にできる」

「あたしを魔族に……？」

「そうだ。魔族はいいぞ。人間なんかより怪け我がの治ち癒ゆが早いし、魔力は多い、身体能力も飛ひ躍やく的に伸のびる。元々凄すご腕うでの剣士なら、その実力は数十倍も伸びるだろうな。そうだな……闇堕ちさせた暁あかつきには、その力を使ってへとへとになるまで働かせてやろう」

　せっかくだから軍を纏まとめる仕事をしてもらおう。シーナは元々王都聖騎士団でも隊長を務めており、部下を纏めることくらいはやっていたはずだ。

　あの纏まりのないオークたちをシーナに全部丸投げして、自分は部屋でお菓か子しを食べながら同人誌でも読んでおこう。我ながらいい案だ。

「そんなことするわけないじゃない！　あたしを寝返らせる？　ふざけないで、誰だれが魔ま族ぞくなんかに！」

「そんな強がりもいつまで言っていられるかな？」

　同人誌では『快楽堕ち』と言って気持ちよくなったところで、すんなりと服従していたが、実際のところは少し違う。

　服従の義と言って、下腹部に淫紋と呼ばれる紋章を刻み付けることで闇堕ちが成立する。厳密には同人誌の闇堕ちとは性質が違う。ただ刻むだけでは成立しない。心を堕とす必要がある。

　アーヴィンはパチンと指を鳴らした。

　するとあらかじめ呼んでおいた三名のオークたちがぞろぞろと地下牢へと入ってくる。

「な、なによ……」

　巨きよ漢かんのオークに圧あつ倒とうされてか、シーナの表情に曇くもりが見える。額から汗あせが流れているのが肉眼でもはっきりと見える。

「あの、なんか用っすか魔王様」「さっきまで寝てたんすけど」「だる……」なんだか三人とも腑ふ抜ぬけた感じだ。どうしてもっとやる気を出さないのか。

「わかるだろ？　お前ら。地下牢、姫騎士、オークときたらやることは一つだ。さあやれ！」

　と手をかざして命令するも、三人のオークはそれぞれキョトンとごつい首を傾かしげる。

「は？」「えっと……」「ちょっと何言ってるかわかんないっす」

　こいつら正気か？

　こんな絶好のシチュエーションは他ほかにないぞ。

　オークにとっては垂すい涎ぜんもののシーンのはずだ。だがいちいち説明しないとわからないなら仕方ない。

「今からこいつに仕打ちをするんだ。こいつは姫騎士、お前らはオーク、つまり──わかるだろ？　ちょっとこいつの、む、胸とかそういうのを触さわって気持ちよくさせるんだよ」

　言ってて恥はずかしくなった。それに気づいたオークたちは、

「なんか顔赤くないすか魔王様」「なんかちょっとチキってません？」「ああそういうことっすか」

　なんでこっちが恥ずかしがらなければならない。

「いいからやれ。これは罰ばつなんだからな」

　へいへい、とオークたちはシーナへと向き直る。

　びくっと一いつ瞬しゆん、体を跳はね上げさせたシーナは、ようやくこれから何をされるのか察したらしい。

「い、いや……こ、来ないで」

　涙なみだ目めになってオークを見上げていた。じゃら……と空むなしく鎖が音を立てる。

　…………なんだか罪悪感が芽生えてきた。やってはいけないことをやっているような気がする。

　だがこれは仕打ち。

　生意気な口を叩いたシーナへの仕打ちなのだ。決してやましい気持ちがあってやっているのではない。

　オークの一人がシーナの鎧よろいに手をかける。「ひっ」と明らかに恐怖している声がシーナの口から洩もれる。

　──とその時、オークたち三人が申し訳なさそうにこちらに振ふり返った。

「あの……魔王様、彼女嫌いやがってるじゃないですか」

「……え？」

　まあ確かにそうだろうけれども。

「嫌がっているのに無理やりいたずらするってのは、ちょっと……」「俺、母ちゃんから相手の嫌がるようなことはするなって教えられましたし」「そうそう、魔王様には罪悪感ってものがないんすか？」

　お前らオークだよな？

　アーヴィンは指先でぽりぽりと頬を掻かき、

「ま、そりゃ……オレも、多少はあるけど……ってかお前ら、こういう場面で興奮とかしないのか？」

　少なくとも同人誌のオークは『ぐふふ……』とか下げ卑びた笑い声をあげて、ノリノリで姫騎士にいたずらをしていた。

「興奮？」「いや……」「するわけないじゃないですか」

「しないの!?」

　オークだよなぁ!?

「じゃあ逆に聞くっすけど、魔王様は女オークや女ゴブリンに欲よく情じようってしますか」

「…………しないな」

　妙みように納なつ得とくしてしまった。つまり美的感覚の違いということか。

　言われてみれば、百年と少し生きてきたが、オークたちが人間の女を襲おそうなんてことはなかった気がする。

　同人誌でのオークがあまりにもリアルだったから、つい勘かん違ちがいをしてしまった。

「「ふぅ……」」

　シーナとアーヴィンはほぼ同時に安あん堵どのため息を吐ついた。「え？」という怪け訝げんな目でシーナに睨にらまれたが無視だ。

　ま、まあ失敗してしまったものは仕方がない。気を取り直して別の案を試ためすとしよう。

　何も闇堕ちにオークが必ひつ須すというわけではない。

　要は快楽堕ちをさせればいいのだ。とりあえず心が服従すれば実際は何でもいいが、快楽が一番簡単な方法だろう。

「来い、キラーアイ！」

　と叫さけぶと『そいつ』はやってきた。

「ひいっ」

　シーナが牢の外側──鉄格子辺りの地面にいる『そいつ』を見て小さな悲鳴を上げた。

　石いし畳だたみの床ゆかの上に、巨大な目玉があった。人の頭くらいはあるだろう。その目玉からはいくつもの触しよく手しゆが生えていた。いうなればそいつは魔法生物。魔族と違って普ふ通つうの生せい殖しよくで生まれてきたわけではなく、魔王軍が誇ほこる魔道研究所で誕生した人工的な生き物だ。

　この触手を使って今度はシーナを快楽堕ちさせてやろう。

　魔法生物──キラーアイが地ち下か牢ろうの壁かべを這はいずり、天てん井じように達し──丁度シーナの頭上で止まった。

　うねうねとした触手がシーナの眼前にたらーんと垂らされる。

「ひっ」

　生理的に受け付けないのだろうか。オークを見た時とは別の意味で震ふるえているようだった。ぬめぬめとした触手がぴたっとシーナの頬に触ふれた。

「ひいぃ……」

　ぞわぞわ、とシーナが鳥とり肌はだを立てる。これだけで十分効果がありそうだ。

　キラーアイを必要以上に怖こわがっているようだが、彼は別にそんなに怖い存在ではない。

　本来のキラーアイの仕事は偵てい察さつ任務にある。

　目玉から小さな目玉を生み出し、それを遠方に配置することで、遠くの景色や情報を直接この場に映し出すことができる。

　これはとても便利なもので、例えば王都に放はなっておけば、新刊の同人誌が出た時などにはすぐに買いに行くこともできる。

「魔道研究所が造り出した魔法生物キラーアイだ。さすがのお前も何をされるか理解したらしいな？」

　うにゅうにゅと蠢うごめく触手。シーナの目はその触手に釘くぎ付づけだ。

「やっやめ……」

「わかってるなキラーアイ、その触手でシーナを悦よろこばせてやれ」

　と命令すると、ＯＫ、という意思表示でキラーアイが触手の一本をグッと立てた。意外と愛あい嬌きようのある奴やつだ。

「いや！　やめて！」

　嫌がるシーナ。しゅるしゅると触手がシーナの艶なまめかしい体を這い回り、やがて数本の触手がインナーの中へと入っていく。

　うん……まあ、これくらいなら仕打ちとしては十分だ。やっぱりオークにやらせるのはちょっと気が引ける。

　インナーに侵しん入にゆうした触手はシーナの胸、腰こしへとたどり着く。服の上からでも形が変わるのがわかるくらいに揉もみ回されているようだ。なんだか、見ているこっちが恥ずかしくなりそうだ。

　さすがにここまでされると、いくら強ごう情じようなシーナとはいえ──。

「ふ、ふふ……あっはっはっはっ！　ひぃーっひっひ、いや、やめ……あっはっはっは！」

　……なんか彼女、笑ってない？

　涙目だった彼女が本当の意味で涙目になって体をよじっていた。

「や、やめ……っ、これっ、こそばゆ──、いーっひっひっ」

　なんだか思っていたのと違うが、仕置きとしては十分に効果を発揮して──いるのだろうか。

「よし、一いつ旦たんやめろ」

　と命令すると素す直なおにキラーアイはシーナの服の中から触手を引き抜いた。撫なで廻まわされたからか、シーナの服が少し着き崩くずれていた。

「はぁ……はぁ……」

　解放されたシーナはぐったりとしていた。意外とダメージがあったようだ。

「どうだ？　服従しようって気になったか」

　と訊たずねるとキッと睨み返された。

「誰だれが！　あんなことしておいて！」

　あまり効果はないかもしれない。

　拷ごう問もんなら意味はあるが、これでは敵てき愾がい心しんを煽あおるだけだ。こそばゆいのであなたに従いますは何か違う。

　頭上ではキラーアイが申し訳なさそうに、触手をしゅんと垂らした。いや君は悪くない。ちょっと人間の体の構造をあまり知らなかっただけなんだ。

　──だが、困った。

　いつの間にか隣となりではオークたちが床に座り込んで、トランプで遊んでいた。こいつらには頼たのめないし、闇やみ堕おちさせるのが難しくなってきた。

　こちらが手て詰づまりなのを察したのか、シーナが「ふんっ」と意い気き揚よう々ようと鼻を鳴らした。

「魔ま族ぞくっていうのも大したことないわね。こんな人をくすぐる程度の魔法生物しか造れないの？」

　魔族に対してだけでなくキラーアイをもなじるなんてひどすぎる。この子は意外とナイーブなんだぞ。

　そんな無能発言に怒おこったのか、自分の力を見せつけるように、突とつ如じよキラーアイの目玉が光を発した。

　その光を壁へと投とう映えいすると、そこにはレンガ造りの街並みが映し出された。これはキラーアイの子機が見ている王都の風景だ。

「これ……どういうこと？」

　シーナがその風景を見て、驚おどろいていた。無理もない。キラーアイのことは人間には知られていない。こんな諜ちよう報ほう活動が平然と行われていたと知られたら、子機が一いつ斉せいに駆く除じよされ、最新刊の情報が得られなくなってしまう。

「ここアルカティアの街……？」

　どうやら映像の中のことについて驚いていたようだ。

　アルカティアの街。一度行ったことがある。ワルドー山脈東のふもとにある大きな街だ。

　──見たところ、子機はどこかの路地裏のゴミ箱の上にいるようだ。狭せまい路地から表の大通りが映し出されている。馬車やコート姿の紳しん士し淑しゆく女じよが街を行き交かっている。

　やがて子機はレンガ造りの壁を上り、三階か四階のベランダへとたどり着いた。大窓から部屋の一室を覗のぞいている。

　映された部屋は簡素なワンルームだった。どこかの宿だろうか。ダブルベッドにサイドテーブルに机。目立った家具はそれくらいしかない。

　壁には王都製の剣けんと鎧が立てかけられている。

　そのベッドの上に一組の男女が座っていた。こちらに背を向けているが──この後ろ姿には見覚えがある。

「っ！　スヴェン！　……マリナ？」

　砦とりでにいた男騎き士しと女騎士だ。

　砦で逃にげられてから、だいたい半日くらい経たっている。その間に街まで戻もどって宿を取ったのだろう。二人は鎧を脱ぬいでインナー姿でいた。

　ガラス越ごしに声が聞こえてくる。

『シーナ隊長、本当に大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？』

『ふふ、あの状じよう況きようであの魔族がいたんだ。殺されているか──最悪拷問だろうね。罪悪感でもあるのかい？』

『はい……もっとどうにかできたんじゃないかって……』

「スヴェン、なんで……」

　シーナがぽつりと呟つぶやく。

　婚こん約やく者しやが死んでいるかもしれないのに、このスヴェンという男はなぜここまで冷れい徹てつにシーナを切り捨てられるのだ。

『スヴェン様はどうしてシーナ隊長と婚約を結んだんですか……？　その様子じゃあまり好きじゃないように見えますけど』

『ふっ、別に嫌きらいじゃないさ。あんな性格じゃなかったら、もっと可愛かわいがってあげたんだけどね。ただ彼女はあのダリウス団長の娘むすめだ。騎士団で出世するには何かと便利だったしね。彼女がクソ真ま面じ目めだというのは本当に参ったけどね。キスもさせてくれないし』

『そうだったんですね……あの、気になったんですけど、シーナ隊長とはどういう出会いだったんですか？』

『簡単さ。半年ちょっと前に彼女、山さん賊ぞく討とう伐ばつの任務に行って失敗したんだ。山賊に殺されるかもしれないってところで、僕が登場。その場にいた山賊を追い払はらって、シーナを助けた──なかなかドラマチックな展開だろう？』

「へー、そんなことしてたのか、お前」

　アーヴィンは話を聞きながら、シーナをちらっと見た。

「……あれは、あたしが油断してたから。一歩間ま違ちがえればスヴェンだって危なかった」

　どうしてこんな男と婚約なんてしたのかと疑問に思っていたが、どうやらシーナにとってスヴェンは命の恩人らしい。

『まあ当然、山賊っていうのは僕が雇やとった奴らだけどね』

「っ!?」

　スヴェンの言葉を耳にして、シーナが大きく目を見開いた。

『そうでもしないと彼女、僕に全然心を開こうとしなかったからね。まあその後も何度もアプローチしてようやく、さ。けどキス一つさせてくれないし、こうしていなくなってくれたのは幸いかもしれない。今から団への報告を考えておかないとね。──そうだな、シーナが僕らを逃がすために囮おとりになった……。こんなんでどうだろう』

「嘘うそよ、嘘！　スヴェンがこんな……あの時も、全部……そんな……」

　映像ではスヴェンがマリナにキスを迫せまっていた。マリナも断り切れないという感じでそれを受け入れていた。

　よくもまあ、スヴェンとかいう男もここまで割り切れたものだ。すぐに別の女に鞍くら替がえするとは──もしかすると日常的に浮うわ気きをしていたのかもしれない。

「あんたの魔法でしょ！　これ！　あたしに幻げん覚かく魔法を見せているんだわ！」

　シーナがこちらを睨にらみつけてくる。そんなわけがない。キラーアイが勝手に映した映像だ──もしかしてキラーアイはこうなるのがわかって映したのか？

「こんなの幻覚よ。あんたが作り出したげん──」

　言いかけて、シーナの言葉が詰つまる。映像を見て固まっていた。どうしたのだろうと、アーヴィンもつられて映像を見る。

　マリナをベッドに押し倒たおすスヴェンの姿。この映像の窓ガラスからではスヴェンの背中しかわからない。

「あのハンカチ……」

「ハンカチ？」

　スヴェンのズボン──そのお尻しりのポケットに一枚の黄色い布の一部が見える。「あれがどうかしたのかよ」

「あれ……先月あたしが誕生日にあげたもの。そんな、じゃあこれ……」

　これが現実だと受け入れたのだろうか。

　と、その時だった。

　シーナの体から黒い霧きりが発生し始めた。これは瘴しよう気きだ。上級魔族なら誰でも体に有しているものだ。

　闇堕ちというものを成功させるには、シーナの心を堕とす必要がある。その際に心が堕ちた証明となるのがこの瘴気だ。人間がこれを出したということは、心が絶望し、堕ちたということだ。

「やばいっすよ魔王様」「え、え、どうしたんすか彼女」「ちょ、なんとかしてくださいよっ」

　トランプをしていたオークたちが騒さわぎ出した。

「いや、なんとかって。オレもまさか本当に堕ちるとは思わなかったし……」

　いやまさか、この映像で堕ちるとは思わなかった。これはいうなれば快楽堕ちではなく絶望堕ちだ。突然の出来事にあたふたしてしまう。

　えっとどうすればよかったっけ？　確か、下腹部に淫いん紋もんを刻むのだったか？　順序を思い出していると、

「早く……しなさい……」

「え？」

　だらんと項うな垂だれていたシーナがゆっくりと面おもてを上げ、睨みつけるようにこちらを見つめてくる。

「あなたの魔法で……淫紋とかいうのを刻むんでしょ？　魔族になれば今よりもっと強くなれるんでしょ……？」

「まあ人間より魔族の方が身体的にも、魔力的にも強いっちゃ強いけど。得てどうすんの？」

「早くしなさい！」

　地ち下か牢ろうにシーナの咆ほう哮こうが響ひびき渡わたる。「こ、こえー」「なにこの姉ちゃん」「やばいっすよね」オークたちまで不気味なシーナの威い圧あつ感かんに押されている。

「わ、わかった──えーと、確か……」

　アーヴィンはシーナの下腹部に手を当てる。腹部を覆おおうライトアーマーの下にはインナーしか着けていない。そのインナーを少しめくり、直接腹に手を置く。

　柔やわらかくて温かい。こうして触さわっていると細い腰こしだというのが直じかにわかる。

　アーヴィンは右手に魔力を集中させた。

　──魔族には呪じゆ文もんの詠えい唱しようは必要ない。人間の魔法は発声により呪文という意味のある言葉を生み出すが、魔族の魔法の根源はイメージ力だ。頭でイメージした魔法が体内の瘴気を魔法として具現化させる。

　今回の場合は闇堕ちの淫紋。イメージはシーナから湧わき出る瘴気をシーナ自身の体に定着させること。そのための『印』を刻み付ける。

　ぼうっ、と掌てのひらに淡あわい赤の光が発生し、その光がシーナの下腹部へと移行する。

「うぅ……」

　小さくシーナが呻うめく。痛いのだろうか。アーヴィンも初めてやるから、これを受けて人間がどんな痛みを受けるのかわからない。

「ん……ぁ……はぁ……はぁ」

　シーナの艶なまめかしい息がアーヴィンの首元に当たる。心なしかシーナの頬ほおがほんのり上気していた。

　──ほどなくしてシーナの下腹部にハートマークを基調とした淫紋が刻み付けられた。印の形のデザインは同人誌がモデルだ。デザインの文句は同人誌を描えがいた人間に言ってほしい。

　シーナからほとばしっていた瘴気がみるみるうちにシーナ自身へと溶とけていく。やがて黒い瘴気は全すべてシーナへと吸収された。

「…………どうだ？」

　シーナはだらんとしたまま俯うつむいていた。一言も発さない。

　アーヴィンがゆっくりと顔を覗き込もうとすると──。

　バキンっ！　え？　バキンっ？

　一いつ瞬しゆん何の音かわからなかった。次の瞬間にはアーヴィンはシーナに胸むな倉ぐらを掴つかみあげられていた。アーヴィンの体が石の壁かべに叩たたきつけられる。

「スヴェンの下もとに案内しなさい！」

　シーナの瞳ひとみが赤い。赤い瞳は魔ま族ぞくの象しよう徴ちようだ。闇やみ堕おちによる魔族化は成功したようだ。

　──いやそれよりも、あなた、両手を鎖くさりで縛しばられてませんでした？　──ふとシーナの足元に目をやると無残にも引き千ち切ぎられた鎖が落ちていた。

「うえっ!?　千切ったの!?」

「早く案内しなさい！」

　目がマジだ。オークたちなんて牢の隅すみっこに移動して、三人纏まとまってガタガタと震ふるえている。

　違う。何かが違う。

　闇堕ちしたら魔王様に絶対服従──ではなかったのか。

　胸倉を締しめ上げられながらアーヴィンは思った。

　──やめときゃよかった。







　アーヴィンの翼つばさは人一人抱かかえても速度が落ちることはない。ただ腕うでが痛くなるだけだ。

　現在アーヴィンはシーナの腹に手を回して抱だきかかえている。

　──山を越え東側の人間の領地の上空に着く。そこから数分と飛ばない内に眼下に城じよう塞さい都市が見えた。

「あれか。スヴェンが宿しゆく泊はくしてるっていうアルカティアの街は」

　夕方、日が西へと沈しずむ頃ころ合あい。あと一時間もしない内に人間の領地全体は魔王領より早く夜の帳とばりが下りるだろう。

「たぶん、スヴェンが泊とまってる宿はあたしたちが前日に泊ったところよ。街の東の方に降りて」

　アーヴィンは高度をゆっくりと落としてく。誰だれかに見られたら大おお騒さわぎなので、なるべくバレないように適度に高度を保つ。

「あっ、あそこ！　降りて！」

　レンガ造りの街並み──その一角をシーナが指さした。

　アーヴィンは言われるがままにスヴェンが泊っているであろう宿の屋上へと降りる。屋上には何本も物もの干ほし竿ざおがあった。普段はここでベッドのシーツを干すのだろう。宿に間違いなさそうだ。

「なあ、何階なんだ？」

　屋上からちらっと、下の通りを見下ろす。

　人通りは映像で見た時よりも少ない。どうやらピークは過ぎたようだ。それでもちらほらと通行人がいる。

「四階よ。ここから二階下」

「了りよう解かい」

　再びシーナを抱え、屋上からベランダへとゆっくり降りていく。二階下のベランダに着く。カーテンが閉しまっていた。アーヴィンたちが来るまでに閉めたのだろう。おかげで外にいるアーヴィンたちに気づかれなくて済む。

　──さて、どうするか、と思案する。

　正直、アーヴィンは『足』として使われただけで、このまま帰っても別に問題ない。けれどシーナのことも気になるし、せっかく闇堕ちさせたのに、じゃあこれで──と別れるのもなんだか勿もつ体たいない。魔族化した人間なんて見るのは初めてだし、もっと──。

　パリンっ！　え？　パリン？

　気づくとシーナがベランダの窓ガラスを蹴け破やぶっていた。猪いのししですかあなたは。

　当然だが、中で横になっていたスヴェンとマリナは目を丸くしてこちらを見ていた。声も出ないようだった。

　スヴェンはパンイチ姿。マリナはまだ脱ぬぐ前だったのか、インナーのままだった。

「スヴェン、これはどういうこと？」

　シーナが一歩を踏ふみだす。同時にピシっ、と散らばったガラス片へんを鉄の靴くつ底ぞこで踏みつぶす。

「し、シーナ？　な、なんで君がここに？　そ、それにそいつはあの時の魔族……」

　どうも、こんにちは。あの時の魔族です。

「スヴェン、答えて！　あなたなんでマリナと一いつ緒しよにいるの？」

　これは言い訳できない。パンイチで女とベッドにいることが何を意味するのか。

「ち、違う。こ、これは──そう！　君を助けに行く作戦会議をしていたんだ！　これから援えん軍ぐんを連れて君を魔王領から奪だつ還かんしようと……」

「見苦しい言い訳はやめて！　あたし見てたんだから！」

　と言うと、ベランダに引き返し、何やら丸いものを片手で掴んで、スヴェンへと見せた。

「この魔法生物で」

　シーナが掴んでいたのはキラーアイの子機だった。やめたげて！　子機ちゃん涙なみだ目めになってるから！

「な、なんだ、その生き物は」

「これが見た映像は本体の魔法生物が投とう映えいすることができるの。これでスヴェンがここで何をしてたのか見てたんだから！」

「いや、それは……」

　スヴェンが視線を泳がせていると──。

『あの……スヴェンさん、何かありましたか？　そちらでガラスが割れたような音が……』

　扉とびらの外で誰かがノックをした。ここの宿の従業員だろうか。だとするとこの状じよう況きようはあまりよろしくない。アーヴィンがふとベランダから見下ろすと、何人か人ひと溜だまりができて、こちらを指差していた。さすがに目立ち過ぎだ。

「あ、いや、なんでも──」

　扉に向かって返事をしようとするスヴェンに──。

「スヴェン！　ちゃんと説明して！　あたしを騙だましてたの!?　半年前、山さん賊ぞくにあたしを襲おそわせて自作自演したっていうのは本当のことなの!?」

　畳たたみかけるように追つい及きゆうするシーナ。

　──もう帰ってもいいかな？　アーヴィンは心の中で思った。なんでこんな修しゆ羅ら場ばを見せられなくてはならないのか。

『大だい丈じよう夫ぶですか!?　スヴェンさん、入りますよ！』

　心配した従業員がマスターキーを使って、部屋に入ってきた。

「な、なんですか……これ？　ま、魔族!?」

　男の従業員は現場を見て、軽い混乱状態に陥おちいっていた。

　確かに黒い翼を生やした魔族がこんなところにいたらただの襲しゆう撃げきだと勘かん違ちがいするだろう。あながち間違っていない。

「そ、そうだ魔族……」

　スヴェンが何やら呟つぶやいた。

「魔族だ！　シーナは魔族に寝ね返がえったんだ！」

　ここぞとばかりに叫さけび出した。従業員も「え？」と目を見開いている。

「み、見ろ！　シーナの瞳は赤！　赤い瞳は魔族の証あかし！　シーナは魔族になったんだ！」

　突とつ然ぜん何を言い出すのか、この男は。

　しかし、ふと思った。

　ここでシーナを魔族扱あつかいし、排はい斥せきすることはスヴェンにとって何の利になるのか。

　答えは簡単だ。スヴェンの『浮うわ気き』をなかったことにできる。この場でスヴェンがシーナの言葉を受け入れるというのは同時に浮気を認めるということ。

　そんな不ふ貞てい行こう為いを働いた騎き士しに──誠実であるはずの騎士に、王都聖騎士団が何の処しよ罰ばつも与あたえずにいるわけがない。

　しかしここでシーナを魔族扱いすれば、シーナの言葉はスヴェンを嵌はめるための妄もう言げんだと切り捨てられる可能性がある。

　人間の魔族に対する負の感情は強い。

　アーヴィンがシーナを介かい抱ほうした時もそうだった。シーナ自身、魔族であるアーヴィンの言葉に一いつ切さい耳を貸さなかった。

（きたねぇ）

　つまるところ、保身だ。

　スヴェンは聖騎士団から除名されたくないから、婚こん約やく者しやであるはずのシーナを切り捨てた。そういうことだ。

「な、なにを……」

　シーナは動どう揺ようしている。こう切り返されることを想定していなかったのだろう。

　畳みかけるようにスヴェンが従業員にこう告げた。

「今すぐ衛士隊と街にいる王都聖騎士団に連れん絡らくを！　魔族が街に攻せめてきた！」

　一瞬惚ほうけていた従業員は、その言葉で我に返り「は、はぃ！」と逃にげるように部屋から姿を消した。

「スヴェン……あなたって人は……っ」

「うるさい魔族の手先め──そ、そうか！　わかったぞ、貴様はシーナではないな！　本物のシーナを殺害し、魔族の魔法で成り代わっていたのだ！　だ、団長の娘むすめならば国の内情を一いつ般ぱん騎士より知ることができるからな！」

　言いたい放題である。

　レイピアを構えようとするシーナの肩かたに手を置き、アーヴィンはおもむろに前に出た。

「スヴェンっていったか？　自分の不貞行為ぐらい認めたらどうだ？」

「魔ま族ぞく風ふ情ぜいに説教されるいわれはない！」

　それはごもっとも。

　だが言わずにはいられなかった。正々堂々と戦え、と。別に剣けんを合わせるだけが騎士ではない。

　──そうこうしている間に、ベランダの外がより慌あわただしくなった。

（衛士隊が来たな）

　国外に対する軍事力である王都聖騎士団と違い、衛士隊は内部の治安維い持じ部隊だ。騎士団ほどは強くないが、厄やつ介かいなことには変わりない。

　あまり騒ぎを大きくしたくない。ここで魔王の力を存分に振ふるい『フハハ、愚おろかな人間どもよ！』と魔王らしく蹂じゆう躙りんする──なんてことが許されるのはＴＲＰＧの世界だけだ。

　できれば穏おん便びんに済ませたい。今後も同人誌を買いに王都には行くだろうし、顔が騎士団と衛士隊に知れ渡わたるのは避さけたい。

「スヴェン、あなたがそんな男だとは知らなかったわ。王都聖騎士団一番隊隊長シーナ＝アルバートの名において、不貞行為を働いたスヴェン＝バルザットを王都聖騎士団特例条法により拘こう束そくします！」

　シーナは引くつもりはないらしい。しかしあまりにも無む謀ぼうだ。

　魔王の力があるアーヴィンならいざ知らず、シーナだけでこれから来るであろう衛士隊と王都聖騎士団を相手にするのは無理だ。

　シーナが人間なら、スヴェンの不貞行為を暴あばくことも、戦うこともせずに済むかもしれないが──今のシーナはスヴェンの言う通り魔族だ。

　魔族にとってここは敵地。仮にこの場をしのげたとしても、この先、この地で生き残れる保証はない。

（オレの……せいだよな）

　最終的にはシーナに促うながされて闇やみ堕おちさせたとはいえ、魔族にしてしまったのは事実だ。

　じゃあ僕帰るんで──と言って一人だけすたこらさっさと逃げるのは後味が悪いし、恰かつ好こうがつかない。

「魔族がいるというのはここか！」

　扉の外に衛士隊が到とう着ちやくした。ざっと見るだけで十人弱はいる。外にもそれ以上いるだろう。

「ち……しゃあねぇな」

「え……ちょ、きゃあっ」

　アーヴィンはシーナを脇わきに抱かかえ、ベランダから外へと飛び立った。

「ま、待て！」「魔族を逃がすな！」

　仕事熱心な衛士隊のみなさんは上空を飛ぶアーヴィンを必死に追いかけて来るが、無む駄だだ。

　さっさと空へと飛ひ翔しようしたアーヴィンは十分な高度へ達した後、全力で魔王城へ向けて加速した。

　あっと言う間に街は遠のき、眼下にはワルドー山脈ふもとの樹海が広がった。

　山脈の中腹を越こえ──頂上付近に達したところで、夕日の光が目に飛び込んだ。

「……」

　脇に抱えたシーナはぐったりしたまま、何も話さない。あまりにも速く飛び過ぎて気絶でもしたのだろうか。

「お、おいシーナ？　──いてっ！」

　と顔を覗のぞき込もうとすると、突然、頭をあげられた。顎あごにシーナの頭部がクリーンヒットしてしまう。

「ゆ──っ」

「ゆ？」

「──っるさない！　絶対許さない！　あのスケコマシ！　あたしが団長の娘だから近づいた？　キスもさせてくれない？　──人をなんだと思ってんのよぉぉぉっ！」

「ちょ、ちょ！　暴れんなって！　落ちるから！」

　シーナは夕日に向かって全力で叫ぶ。

　溜たまりに溜まった心の膿うみを声で全すべて吐はき出した。そんな感じである。

　ひとしきり叫んだシーナは「はぁはぁ」と荒あら々あらしく息をついていた。ここ上空だから酸欠で窒ちつ息そくするぞ。

　叫んでから、シーナはまた項うな垂だれるようにしゅんとなった。

「燃焼したか？」

　訊たずねると、シーナは独り言のように口を開いた。

「……スヴェンのことはね、本当に信用してたのよ。あたし、十二歳で騎士団学校に飛び級入学したの、その時周りはみんな十五歳。そんな中で友達なんてできるわけない、あたしは学校で孤こ立りつした」

　自じ嘲ちよう気味にふふっと笑うシーナ。その気持ちは立場が違うが、わかる気がする。

「そのまま独りぼっちで十六で卒業。その年に王都聖騎士団に入って、一年も経たたずにあたしは隊長になった──けど、騎士団内でもあたしは学校と同じような気持ちだった」

　隊を纏まとめる立場であるシーナと軍を纏める立場であるアーヴィン。

　種族は違えど、その胸に秘ひめる思いや気持ちは共感できる。アーヴィンもそうだった。自分の場合は孤独になるのが嫌いやで、無理やりオークたちを遊びに連れまわしているが、本当の意味で友人と言える人は、一人しかいない。

「そんな時よ。スヴェンだけがあたしを特別扱いしなかった。立場的には部下だったんだけど、年上のスヴェンはあたしに色々とよくしてくれた。恋こい──とは違ったのだと思う。ただ友人として一いつ緒しよにいたかっただけなんだと思う。だからスヴェンから告白された時は──正直戸と惑まどったけど、断ってその関係が崩くずれるのが怖こわかったのだと思う」

　しおらしくシーナは呟く。

　先ほどまで宿で息まいていたシーナとは大違いだ。一日色々なことがあって疲つかれた反動が来たのもあるだろう。

　──そんなシーナが腕うでの中でふるふると震ふるえだした。

「そう……あの時も、あの時もあの時もあの時も──」

「え？　し、シーナ？」

　再びカッと頭を上げ、

「ぜっっっっっんぶ、あたしを誑たらし込むための罠わなだったのよ！　最初から全部！　自作自演してまで団長の娘の婿むこっていうステータスが欲ほしかったのよ！　あいつが許せない以上にそのことを見み抜ぬけなかったあたしが許せないぃぃぃっ！」

　キーンっと耳鳴りがする。すぐ近くで叫ばないでほしい。

「──いいわ、やってやるわよ」

「……なにを？」

「あんたの軍に入ってやるって言ってんのよ！」

　……どうしてそういう結論になったんだ？

　スヴェンを許さない！　からあんたの軍に入るという考えの道順がわからない。

「入るって、魔族になって行き場がないから雇やとってくださいっていう特とく殊しゆツンデレパターンか？」

「意味不明なこと言ってんじゃないわよ。あんた、元々あたしを魔王軍に入れてこき使うって言ってたじゃない」

「まあ言ったけど」

「こき使われてやろうじゃない。それであんたの軍を纏め上げて、あのスケコマシに復ふく讐しゆうするのよ」

　それはつまりうちの軍をスヴェンへの復讐の道具にするってことか。

「いや、それはちょっと──」

「うるさい！　元はといえばあんたのせいなんだからね！　あたしを魔族なんかにさせたから」

「いやいやそれを言うならお前がうちの領土に攻めてきたんだろ」

「あんたがあたしを攫さらって城に連れてったんでしょ！　そもそもあたしたち、あんたから逃げようとしてたのに、あんたが魔法で扉とびらを閉じるのが悪いんじゃない」

　それは建て付けの問題です。なんて言っても信じないだろうし、こんな不毛な水みず掛かけ論をしたところで、シーナが魔族になって、王都聖騎き士し団と敵対した事実は変わらない。

「どちらにせよ、スヴェンはやる気よ。さっきも聞いてたでしょ。あいつが上にあんたとあたしのことを進言すれば、すぐに王都聖騎士団が動くわ。そうなれば戦いは避けられない」

　スヴェンの行動次し第だいだが、そうなる可能性を否定できない。

「だからそれまでにあんたの軍をあたしが強くしてやろうって言ってるの。あんたにとっても悪い話じゃないはずよ」

　そう言われるとますます否定できない。そもそもこき使う予定ではあったし、本人がやると言ってるなら願ったり叶かなったりだ。

「──ってわけで、今日からよろしく。言っとくけど、あんたに服従する気はないし、あんたのことは憎にくい魔族としか思ってないから」

　魔王とすら思ってくれないのか。

　はぁ、と深くため息を吐つき、夕日に向かって顔を上げた。

　──今日一日で学んだことがある。

　マジメっぽい女がヒステリーを起こすと怖い。








第二章　なんでこうなった……









　あの騒そう動どうから一日が経った。

　やっかいな拾い物をしてしまったものだ。

　姫ひめ騎士シーナ＝アルバート。一応王族の分家の血を引いているらしい。高貴な家いえ柄がらでスタイルも良く剣けんの腕もいい。

　同人誌的には最高だが、問題は中身だ。

　理想と現実は違うというか──普ふ通つう、闇堕ちした姫騎士は魔ま王おうに絶対服従とかじゃないのだろうか。

　──心配だ。

　心に一いち抹まつの不安を抱えながら、アーヴィンは薄うす暗ぐらい石の階段を上っていく。

　光源は壁かべ掛かけ松たい明まつしかない。地下から地上へ上がる階段だ。

　上っていくと石の天てん井じように突つき当たった。アーヴィンは天井の石を持ち上げ、横にスライドさせる。

　同時に、天窓から降り注ぐ朝の陽光が目に飛び込んできた。思わず目を焼かれ、瞼まぶたを閉じる。

　ここは玉座の間だ。隠かくし階段を玉座の裏に作り、その先に自室を作ったのだ。

　やはり魔王たるもの玉座の裏の隠し階段は欠かせない。ファンタジーものＴＲＰＧでは鉄板の隠し階段だ。

　アーヴィンは玉座に回り込み、どかっと腰こしをかける。

　ほどなくして正面の大扉が開く。入ってきたのはミトラだった。

「あっ、魔王様、おはようございますっ」

「おおミトラか──って、今日はその姿か」

　いつもは小さなドラゴンの姿なのだが、今日は人間の姿になっていた。

　身長はアーヴィンよりも頭一つ分低い。年の離はなれた妹と言っても通じるくらいだ。顔立ちも幼く、金色の瞳ひとみはくりくりっとしていて、可愛かわいらしい。胸はペタンコで腰回りも見た目通りだ。危ないおじさんに誘ゆう拐かいされてもおかしくない。

　そのミトラが楽しそうにててっと駆かけてきた。

「はいっ、えへへ、先週買ったワンピースなんですけど……似合ってますか？」

　ミトラが白いワンピースの裾すそをつまんで、くるりと回った。恥はずかしそうに頬ほおを朱しゆ色いろに染め、上うわ目め遣づかいでこちらを見つめてくる。

　見せびらかしたかったのだろう。人間になっても消えない、背中に生えた小さな翼つばさと、ワンピースからのぞかせる尻尾しつぽがぴょこぴょこと嬉うれしそうに揺ゆれていた。

「ああ、似合ってる」

　と素す直なおに感想を言うと、ぱあっと明るくなって、「えへへ～」とデレデレした顔になった。

「そうだ、ミトラ。シーナ見なかったか？」

「シーナ、さん？　ってあの姫騎士さんのことですか？」

　そういえば言ってない。昨日、アルカティアの街から帰ってきて、すぐに自室に戻もどって寝ねたのだった。ミトラにはシーナのことを言っていない。

「昨日、まあ色々あって。いや、マジで色々あって、そのシーナを闇やみ堕おちさせて魔王軍に引き入れたんだよ」

　まあ嘘うそは言ってない。服従してるかどうかは別として。

「すごいじゃないですか、魔王様！　あの有名な姫騎士を寝返らせるなんて！　一体どんな手を使ったんです？」

「まあ……色々」

　触しよく手しゆとか浮うわ気き現場とか。言っても通じなさそうだし、ミトラには純じゆん粋すいなままでいてほしい。
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　とその時、再び玉座の間の大扉が開いた。「お、重い……この扉……」と文句を言いながら入ってきたのは、件くだんの姫騎士シーナ＝アルバートだった。

「あっ！　ここにいた！　アーヴィン！」

　こちらを視し認にんするとクレームを言いに来た買い物客のような態度でつかつかと歩み寄ってきた。威い圧あつ感かんがすごい。

「ちょっとあんたに言いたいことが──って誰だれ？　そのかわいい子」

　シーナはミトラをじっと見つめていた──と思ったら、ハッと目を見開き、

「まさか……あんたにそんな性せい癖へきがあったなんて、軽けい蔑べつするわ！」

「は？」

「王都かアルカティアの街から攫ってきたんでしょ！　このヘンタイ！」

「ちょ、待て待て！　よく見ろ！　人間じゃなくて龍りゆう族ぞくだ、龍族」

　人間姿のミトラにも子供のこぶしサイズの小さな二本角と立派な翼と尻尾が生えている。

　ちょっと恥ずかしそうにもじもじしながら、ミトラはぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「ミトラ＝ドランです。よろしくお願いします」

　その初うい々ういしい様子に発情でもしたのか、「かわいい～」とシーナは甲かん高だかい声を上げ、

「よろしくね。あたしはシーナ＝アルバート。成り行きだけど今日からあたしも魔王軍の一員だから」

　とミトラと握あく手しゆを交かわすと、シーナは首を傾かしげた。

「でも龍族って龍の姿じゃないの？　人間の姿にもなれるの？」

「知らないのか？　龍族はみんな人化の術で人間の姿になれるんだぞ」

「へぇ、知らなかった」

「姫騎士のくせに情弱だな」

「うるさいわね。王都じゃ龍なんてめったに見ないから、知らなかったの」

　まあ、龍族が人間の国周辺に現れたらそれだけで天災呼ばわりだ。頻ひん繁ぱんに目もく撃げきしているわけがない。

「──んで、お前何しに来たんだ？　ミトラ愛めでに来たのか？」

「忘れてた！　そうよ、あんたわかってて押し付けたでしょ！」

「押し付けた？」

「とぼけないで！　あのオーク集団のことよ！　あんなひどいとは思わなかったわよ！」

　ずかずかと歩み寄って来る。胸むな倉ぐらを掴つかみあげてきそうな勢いだ。玉座に座る魔王に対して目の前で仁に王おう立ち──これ、お前の国の王だったら絞こう首しゆ刑けいものじゃないか？

「ひどいって？」

「どいつもこいつも修練場でトランプやらボードゲームやら──誰もまともに仕事してないじゃない！」

　そんなことだろうと思った。あいつらには基本自由にさせている。最低限の見張りの仕事くらいさせて、後は適当にやっててくれと言っている。

「ちょっと来なさい！」

「ちょ、待て待て！　引っ張んなって！」

　埒らちが明かないと思ったのか、シーナに襟えり首くび掴まれずるずると引きずられる。お前の国ではこの行こう為いは晒さらし首にならないのか!?

「魔王様、お仕事ですか？　いってらっしゃーい」

　何も知らないミトラはブンブンとこちらに向かって手を振ふっていた。

　その姿を最後に、大扉がバタンと閉まる。

「歩くから、引っ張んなって！」

　シーナを振り払はらい、アーヴィンは襟を正す。せっかくの一いつ張ちよう羅らのローブが伸のびたらどうする。

　何も言わずにシーナはずんずんと廊ろう下かを突き進む。

　玉座の間から直進──正門前のエントランスに出て、右折。さらに廊下を突き進んだところにオーク修練場の扉とびらがあった。

　シーナは躊ちゆう躇ちよなく、修練場の扉を開ける。

　そこに広がっていた光景は──わいわいがやがやとそこかしこに絨じゆう毯たんを敷しいてトランプやらＴＲＰＧやらを楽しむオークたちの姿だった。

　本来修練場にあるべき、打ち込み稽げい古こ用の藁わら人にん形ぎようや、剣、メイスや武具の数々は部屋の隅すみにまとめて積み上げられ、埃ほこりを被かぶっていた。もう長年使われていない。

「どういうことよ！　これ！」

「どうって……」

　いつも通りだ。ほぼ毎日、このオークたちはここで遊んでいる。たまに見張りに行ったり、城内食堂で食事をしたり、宿舎に行って寝たりするくらいだ。

　扉の前で立ち尽つくしていると、一人のオークがこちらの姿に気づいた。

「あっ、魔王様、ちっす！　今からＴＲＰＧのセッションするんすけど、キャラシートあるなら一いつ緒しよにやります？」

　いつものダンジョン系のＴＲＰＧだ。キャラクターシートを使って、戦せん闘とうしたり、お宝を手に入れて武具を買い、自キャラを強化して遊ぶゲームだ。

「おう、やってくっか──ぐげっ」

「なんでナチュラルに溶とけ込もうとしてんのよ！」

　シーナに後ろ首を直接鷲わし掴づかみにされた。痛い痛い、爪つめ食い込んでるから。

「あ、なんか忙いそがしそうっすね、すみません」とオークは申し訳なさそうに、元の席に戻っていった。

「けほけほっ……ったく、言っただろオレ、お前に指揮任せるって」

「聞いたけど、ここまでとは聞いてない！」

　確かにちょっとオークたちは最近、遊び過ぎている。最低限の見張りをしない奴やつもチラホラ出てきているし、よく城じよう壁へきや見張り塔に城下町で買ったお菓か子しの食べかすが落ちてたりする。廊下にもたまに落ちていて、よくメイドラミアが掃そう除じしてくれている。

「まあ多少はこっちも困ってんだよ」

「もっと深刻になりなさいよ！　こんな練度で他国に攻せめ込まれたら一ひと溜たまりもないわよ！」

「ここ百年間平和だったし、別に大だい丈じよう夫ぶだろ」

「大丈夫じゃない！　ホントに全部のオークがここで遊んでるの!?」

「いやいや、中にはマジメなオークもいるし、城下町の見回りとかそいつらに任せてるわ。ここにいんのはまあ、常じよう駐ちゆう組？　みたいな」

「頭が痛い……。よくこんな体制でクーデターが起きなかったわね」

「まあオレも多少心配はしてるし、後はお前に任せるわ」

　いちいち声を張ってオークたちに命令するのが面めん倒どうくさい。アーヴィンは背を向けて修練場から出て行こうとする。

「どこ行くのよ！」

「読みたい同人誌溜まってんだよ。しばらく引き籠こもるからあとよろしく～」

　まだまだ読みたい本はいっぱいある。そもそもシーナを引き入れたのは楽したかったからだ。一緒にオークをどうこうしようとは思わない。

「ちょ、待ちなさい！」

　掴んで来ようとする手をひょいっと避さけ、アーヴィンは「じゃ任せるわ」と翼を使って、廊下を飛んで行った。




　──残されたシーナはぎりりと歯を食いしばる。

「あの魔ま王おう～、あたしに全部嫌いやなこと押し付けて～。いいわよやってやるわよ！　全部あたしがやればいいんでしょ！」

　全すべてはスヴェンへの復ふく讐しゆうのため。利用できるものは全て利用する。

　シーナによる魔王軍の改革が始まった……。




　　　　※




「全部没ぼつ収しゆうよ！」

　まずさっそく行ったのは、修練場の浄じよう化か。そこかしこで遊び惚ほうけているオークたちのキャラシートやらトランプやらを回収。

「ちょ、女！　なにするんだ！」「オレのキャラシート返せ！」

　立ち上がり襲おそってくるオークたちを、

「ハッ」

　置いてあった木ぼつ剣けんで一ひと薙なぎ。「ぐえっ」と怠なまけたオークたちはそれだけで倒たおれてしまう。魔族の力を手に入れたから、さらに膂りよ力りよくも増ぞう幅ふくしているようだ。

　さらに回収した遊び道具をその辺の地面に置き──。

「──火の意思よ。我は命ずる、力をここに顕けん現げんせよ──『ファイヤアロー』！」

　ぼっ、と全て燃やしてしまう。これでもう遊べない。

「な、なにしやがる」「オレの夢の結けつ晶しようを！」

　それでも向かってくるオークたち。うるさい、こういう時に黙だまらせるのに効果があるのは──。

　ドンっ！

　シーナは修練場の壁かべを思いっきりこぶしで殴なぐった。ぴしっ、と一部陥かん没ぼつし、天てん井じようからぱらぱらと砂が落ちてくる。

「文句ある？」

「「「ありません」」」

　よろしい。オークも人間も素す直なおが一番だ。

　周りが黙ったところで、シーナは睥へい睨げいして言った。

「言うのが遅おくれたわね。あたしはシーナ＝アルバート。本日付けでこの魔王軍の一部指揮を魔王アーヴィン＝ロキアル＝レイジィに託たくされました。あたしの言葉は今後魔王の言葉だと思い行動しなさい。わかったら返事！」

「「「はい」」」

　素直でよろしい。

「じゃああたしは一いつ旦たん、城を見学してくるから、一時間でここを片付けておくように。いいわね」

「「「わかりました」」」

　シーナは修練場を去っていく。

　────。

　──。

　しかし一時間後……。

「全然片付いてないじゃない！」

　戻もどって来た修練場は入って来た時のままだった。

　さっき焼いたはずのトランプはどっかから持ってきたのか、絨毯を敷きなおしてまた遊んでいた。

「あんたたちね……」

「あっ、やべ」「戻ってきた」「片せ片せっ」まるで修学旅行中の男子学生のような誤魔化し方でオークたちは片付けを開始する。

　はぁ、反省してない。これではまた一時間後に同じことを繰くり返すだろう。




　──シーナの受難はこれだけでは終わらなかった。




「誰だれも見張りいないじゃない！」

　城の見張り塔とう、城壁、城内、どこにも見張りのオークはいない。アーヴィンは『最低限やってくれたら──』とか吐ぬかしていたが、これでは最低限どころではない。




　さらに武具庫を覗のぞくと──。




「全部錆さびてるじゃない！」

　剣、メイス、兜かぶと──壁に立てかけられたあらゆる金属武具は錆び付いていて使い物にならなかった。

「しかも壁かべ掛かけ松たい明まつ湿しめってて使い物にならないし……」

　これでは暗い武具庫も全部見ようとは思わない。




　ならば、とシーナは木剣を持って実力行使でオークたちを従わせるが、どのオークも一旦は仕事に向かうも、いざ見張り塔や城壁に行ったら、今度はそこで遊んでいた。




（もうどうすんのよ、これ……）

　そんなこんなで三日が過ぎてしまった。




　────。

　──。




　城内食堂。この魔王城に来て唯ゆい一いつ癒いやしになるのがここだった。

　夜も更ふけ、昼間は数百匹ぴきのオークが入れる広い食堂はカウンター席だけが開放されていた。光源はカウンターに置いてあるロウソクのみ。

　ここは夜の間だけ、バーとして機能しているようだ。マスターは人間──ではなく、上半身は女性、下半身は蛇へびの体をしたラミアという魔族だ。白いカットシャツを着たラミアはカウンター越ごしだと普ふ通つうの人間にも見える。

　ハァ……とこの数日で何回めかわからないため息を吐つく。カウンターにもたれ掛かって、窓の外に浮うかぶ月を見やる。

　カラン……とグラスの氷が解ける音を聞くと、今日一日疲つかれたことが半分くらい癒されるようだ。

　十七歳なのでまだお酒は飲めない。代わりに飲んでいるのはブドウ風味の変わった飲み物だった。どことなく酒気を帯びている気がする。

「マスター、これなんて飲み物なの？」

　ふとボーっとグラスを眺ながめながらそんなことを呟つぶやくように聞いていた。

　マスターのラミアはキュッキュッとグラスを拭ふきながら、答えた。

「リームの実とブドウをすり潰つぶしてできた飲み物です。ブドウ酒のようなものですね。水と一対一で割ってます」

「ブドウ酒？　ってお酒じゃない！」

　ノンアルコールと言ったのに。

「すみません、語ご弊へいがありました。ブドウ酒のような飲み物ではありますが、正確には酒ではありません。ただリームの実には酒を飲んだ時のようなほわっとした気分が味わえる成分が含ふくまれております」

　リームの実なんて聞いたことがない。少なくとも人間の国では出回っていない実だ。

「それ、危ないやつじゃないの？」

「そうであったらこんなところで提供なんてしていません。これはオークたちが酒に溺おぼれて自じ堕だ落らくにならないよう、魔王様が手配した飲み物です。れっきとした魔族の嗜たしなみです」

　ノンアルコールで下げ戸こな大人から子供まで人気の飲み物です、とラミアは付け加えた。

　初めて聞いた、リームの実なんて。

　忘れそうになるが、ここは魔王領だ。土地が違ちがえば、知らない食べ物や飲み物も出てくるだろう。

（あたし、魔族のことについて何にも知らないかもしれない）

　騎き士し団学校で習った魔族像は、凶きよう悪あくで狂きよう暴ぼう、人間を無差別に襲う危険な種族。一部言葉を喋しやべる魔族はいるが、全て人間のことを家か畜ちく程度にしか思っていない。──そう教えられてきた。

　だが実際どうだろう。

　あの修練場で遊んでいたオークも、このラミアも、姿が違うだけでやっていることは人間と変わらない。仕事の合間にサボる騎士なんて王都聖騎士団にもいくらでもいた。

　とその時、食堂の扉とびらが開いて、二匹ひきのオークがカウンター席まで歩いてきた。

「マスター、リームブドウ酒」「俺も」

　と注文すると、ほどなくしてシーナと同じ飲み物がオークにも提供された。

「……ん、あっ、シーナさん！　ちっす！」「うわっ、気づかなかった！」

　二匹のオークたちは改まった態度で立ち上がって敬礼していた。

「別に改まらなくていいわ。今日の仕事は終わったんでしょう」

「はい、そうですけど……今日はすみません」

「え？」

　素直に謝るなんて珍めずらしい。遊んでいたことを反省しているのだろうか。

「今日、見張りの時間に五分も遅れてしまって」

　五分遅れどころか、見張りに来てすらいないオークが──。

　と考えたところで思い当たる。ちゃんと働いているオークがちらほらいた。

（そういえばアーヴィンが言ってたわね）

　中にはマジメに働いてるオークもいる、と。顔立ちはみんな豚ぶた鼻ばなだから見分けがつかないが、どうやら本当にマジメなオークもいるようだ。

「あなたたちは比ひ較かく的マジメだけど、なんであんたたちはこの城で働こうと思ったの？」

「働こうっていうか……俺ら──全員かどうか知らないっすけど、基本的にこの城にいるオークはみんな魔王様に拾われたんす」「うんうん」

　隣となりでもう一匹のオークが頷うなずいていた。

「拾われた？」

「はい、みんな、野や盗とうに落ちぶれるしか生きてけないような貧びん乏ぼうオークだったんすよ。それを魔王様が『城で働かないか』って誘さそってくれたっす」「そっすそっす」

（アーヴィンが？）

　あのぐーたらでいい加減なアーヴィンが、オークたちを救ったというのか。到とう底てい信じられない。アーヴィンだったら「面めん倒どうくさい」と言ってそんなことはしなさそうだ。

「みんなって……それって何匹くらいいるの？」

「あの……その『匹』っていうのはやめてくれませんか？　俺ら魔ま獣じゆうじゃないんで」

　え？　とシーナは驚おどろいてしまう。

「匹なんて獣けものみたいな数え方、元人間だったらわかるっすよね？　人間だって魔族に『匹』なんて数えられたらイヤじゃないっすか」

「あ……」

　今いま更さらながら自分がとんでもない失礼を働いていることに気づいた。逆の立場になればすぐにわかることだった。

　それともう一つ気になることができた。

「魔獣と違うって……魔獣だったら『匹』でいいの？」

　魔獣と魔族の違いなんて、四足歩行か二足歩行の違いしかない──と王都では教えられてきた。だが、

「全然違うっすよ。魔族は俺らみたいに知性があって意い思し疎そ通つうができるっす。ちょうどマスターみたいなラミア族も魔族っす」「そうそう」

「で、魔獣っていうのは文字通り獣っす。飼いならされた奴やつもいるっすけど、基本は山や森に群れで生息していて、人間も魔族も構わず襲おそう害獣っす。よく俺ら魔ま王おう軍も、周辺の村が魔獣の被ひ害がいに遭あったら、討とう伐ばつに駆かり出されるっすよ」「けっこう強いっす」

　知らなかった。

　リームの実、魔族と魔獣、数え方。今までシーナは人間の価値観でしか彼らと当たってきていなかった。

　そんな人間の言葉なんて誰が耳を貸すものか。シーナは今更ながらに気づいた。

「あ、じゃあ俺らこれで」「マスター、勘かん定じよう置いとくっす」

　と軽く会え釈しやくしてからオークたち『二人』は食堂から出て行った。

（あたし、何にも知らなかった）

　魔族を統すべる。その上に立つ者。

　シーナは改めて決意した。




　　　　※




　あれから二週間が経たった。

　積んでいた同人誌はあらかた読むことができた。

　自室の隠かくし階段から出てくると、同時に天窓から光が差し込んできた。

　久々に浴びる日の光だ。目が痛い。

　アーヴィンは回り込んで玉座に腰こし掛け、ふぅ、とため息を吐く。

　今いま頃ごろシーナはどうしているだろうか。

　おそらく『みんな言うこと聞いて～』と泣き言を言っているに違いない。

　様子を見るついでにからかおうと思って、アーヴィンは立ち上がり、ゆっくりと大扉に向かって歩いていく。

　すると、ゴゴゴ、と重低音を響ひびかせ、アーヴィンの目の前で大扉が開いた。そこから出てきたのは可愛かわいらしい金きん髪ぱつの少女だった。この子のことはよく知っている。

「ミトラか、久しぶりだな」

「あ、魔王様、やっとお目覚めですか？」

　今日もドラゴンではなく人の姿だった。

「やっと全部、読みたいもん読めたし、そろそろいいかなって──それよりシーナはどうしてる？」

「今、修練場にいますよ」

「ちゃんとあいつ仕事してんだな」

「ええ、さすが魔王様です！　あんな人材を人間からヘッドハンティングしてくるなんて」

　そんなにすごいのか。元々優ゆう秀しゆうな姫ひめ騎士らしいから、オークを纏まとめるのもお手の物だったのかもしれない。

「まあ偶ぐう然ぜんだな偶然」

　押しかけられたともいう。

「様子、見てみます？　なかなかすごいですよ」

「じゃあ行ってみるか」

　ミトラに先導され、廊ろう下かを突つき進む。

　すると、反対側から見知らぬ女性が一人歩いてきた。

（ん、誰だれだ？）

　褐かつ色しよくのダークエルフだ。普ふ段だんは森の中に集落を作っており、この城で雇やとってはいなかったはずだ。なぜかシーナが着ていたような騎士用のライトアーマーを身に着けている。

　そのダークエルフがこちらに気づくと驚いたように口元に手を当て、

「きゃあ、魔王様ですか!?」

「ああ……そうだけど」

　なんだかアイドル魔族に出会った女のような反応だ。

「お、おはようございますっ」

「あ、ああ……」

「しつれいしますっ」

　とペコリと頭を下げてから、たたっと走り去っていった。

「ダメですよ、魔王様、ちゃんと挨あい拶さつしないと」

「え？　ああ」

（あんな奴いたっけ？）

　疑問に思いながら、エントランスへ出て修練場への廊下へと差し掛かかると、今度はまた知らない女の子が廊下の甲かつ冑ちゆうを拭いていた。

　見た目は人間でいうと十五、六歳くらいの女の子。青と黒を基調としたメイド服を身に着けており、角も翼つばさも生えていないため、パッと見た限りでは人間と姿形は変わりない。

　だがあの女の子も魔族だ。服の袖そでから垣かい間ま見みえる肌はだは異常なくらいに白い。あれは泣き虫魔族バンシーの特とく徴ちようだ。

　うんしょ、うんしょ、とつま先立ちで甲冑の兜かぶとを拭いていたバンシーがこちらに気づくと、ビクッと跳はねあがり、

「ま、魔王様ですか？　お、おはようございます」

　おどおどした様子で甲冑の陰かげに隠れてそう挨拶した。バンシーは普段、気が弱く初対面の相手にはこういう態度を取ってしまうらしい。

「ああ、おはよう」

　とだけ言うと、「失礼しますっ」と逃にげるようにささっと去ってしまった。

「ダメですよ、魔王様。怖こわがらせちゃ」

「オレのせい？」

　ミトラに諌いさめられながら、首を傾かしげる。

（バンシーもいたっけな）

　メイド服を着ていたから、魔王城のメイドなのだろう。ラミア以外に雇っていた覚えはないのだが。

　廊下を突き進むと、やがて修練場の扉の前までやってきた。

「ん？　この扉こんなに綺き麗れいだったか？」

「そうですか？　こんな感じだったと思いますけど」

　まあ二週間ここに来ていないし、普段から扉を注意して見ることなんてないから、思い違いかもしれない。

　さあシーナはどうしているだろうか。

　あの勝ち気な性格のシーナのことだ、高圧的にオークたちを纏めようとするも、言うことを聞いてくれないと内心涙なみだ目めになっていることだろう。

　と想像しつつ、アーヴィンは扉とびらを押し開ける。

　──そこに広がっていたのは思いがけない光景だった。




「おはようございます！　シーナ司令官！」




「…………は？」

　一いち分ぶの狂くるいもなく綺麗に整列するオークたちが、壇だん上じようにいるシーナに向かってびしっと敬礼していた。

　シーナは敬礼をオークたちに返し、ぐるっと睥へい睨げいしてから口を開いていた。

「今日は昨日と同じく第一隊は城内警備、第二隊は市中見回り。それから第三隊は砦とりでにいる第四隊と警備を代わってちょうだい。第五隊の一班から八班は周辺の村で被害を出してる魔獣の掃そう討とう。詳くわしくは昨日通達した通りね。それと、第五隊の九班、十班は昨晩ダークエルフとケンカした罰ばつとして、一週間、城全すべてのトイレ掃そう除じと庭掃除。武具の手入れもお願いね。以上！」

「はっ！」

　矢や継つぎ早ばやに告げるシーナに向かってオークたちは再度敬礼。シーナの解散を合図に、おのおの四方へと散っていく。

「………………は？　え？」

　アーヴィンは口をぽかんと開けて見つめていた。途と中ちゆう入り口で通りかかるオークたちに「ちわっす。魔王様。これから警備行ってきます！」と元気よく挨拶された。

（オレの知ってるオークじゃないんだけど）

　よく見るとみんなボロ腰巻の半はん裸ら姿ではなく、一丁前にライトアーマーやらチェインメイルを身に着けている。いつそんなものを仕入れたのだろうか。

「いつもこんな感じなんで、細かい人事とか雑務が多くて大変なんですよ」

　と隣となりでミトラが笑った。

「いやいや、そういう問題じゃないだろ……」

　ＴＲＰＧにトランプ遊びをしているオークたちはどこに行った？　神かみ隠かくしにでもあったのか？

　入り口でアーヴィンがどうしようかと戸と惑まどっていると、

「あら、アーヴィンじゃない。あんた二週間もどこに行ってたのよ」

　先ほどまで壇上で指揮を執とっていたシーナがつかつかと歩いてきた。

「いや、まあ──ってか、お前これどういうことだ!?」

　ん？　とシーナは首を傾げ、「どういうことって？」

「オークたちがお前にかしずいてることだよ！　どんな催さい眠みん魔ま法ほう使ったんだ!?」

「使ってないわよ。そんなの──あっ、ミトラちゃんおはよう」

　とシーナがミトラの頭を撫なでようとする。しかしその直前、ミトラはささっと避よける。

「わ、わたしを撫でていいのは魔王様だけなんです！」

「もー、かわいいなぁ、ミトラちゃんは」

　とデレデレするシーナ。ミトラも嫌いやがっているように見えるが、本気で拒きよ絶ぜつしているわけではなさそうだ。

（なんか仲良くなってない？）

　引き籠こもっていた二週間で何があったのだ？

「シーナ、お前何やったんだよ」

「何って、あんたが魔王軍を自分の代わりに指揮してくれって言ったんじゃない。だから言われた通り纏め上げただけよ」

「纏め上げたって……これ……」

　劇的に変わりすぎだ。オークたちがマジメに打ち込み稽げい古こしているところなんて初めて見た。

　とその時、入り口から、先ほど廊下で見かけたダークエルフが修練場に入ってきた。

「あ、魔王様。おはようございます」

「お、おう」

　知らないダークエルフに丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをされ、戸惑ってしまうアーヴィン。ダークエルフはシーナの方へと向き直り、

「あの、シーナ様。先週に発注した武器のことですが──今日中に城に届くそうです」

「わかった。納品の確かく認にんはあなたに任せるわ」

「それと、北方砦を警備しているオークたちの異動の件ですが、人員はこれで間ま違ちがいないでしょうか？」

　と言ってダークエルフはシーナに紙を渡わたす。

「……ええ、いいわ。これで進めてちょうだい。あたしはこれから魔道研究所の方に交こう渉しように行くから、後は任せたわ」

「かしこまりました、シーナ様。──それでは魔王様、失礼します」

　と敬礼をした後、ダークエルフは去っていった。やけに礼れい儀ぎ正しい。

「……お前の仕し業わざか、あのダークエルフ」

「ああ、伝え忘れてたわね。あんたずっといなかったし。あたしの独断で軍に必要な兵力を雇い入れたの。ダークエルフは剣けん術じゆつと魔術に秀ひいでてるし、バンシーは幻げん覚かく魔法を使えて、ちゃんと家事をこなしてくれるし、おかげで助かってるわ」

　周りを見み渡わたすと、修練場には結構な数のダークエルフがいた。オークと違うから一目でわかる。その誰もがこちらを見て、何やら内ない緒しよ話ばなしをしていた。

「ほら、あれ。司令の隣にいるの魔王様よ」

「きゃーっ、私初めて生で見たわ」

「立派なご尊顔。あれが司令を闇やみ堕おちさせた顔ね」

　耳がいいから全部聞こえてしまう。

「おいシーナ。なんかあいつらオレをリスペクトしてないか？」

「さあ？」と首を傾げるシーナ。

　アーヴィンの疑問に答えてくれたのはミトラだった。

「彼女たちにとって闇堕ちは特別な意味を持つらしいです。人間の姫騎き士しを闇堕ちさせたって聞いて、魔王様のことを尊敬しているんですよ」

　と言いつつ、ダークエルフたちに対して「うー」と威い嚇かくしていた。

　そんなものなのか。ダークエルフの感性はわからない。

　確かにこの世界には『エルフ』という種族がいる。

　色白のエルフと褐かつ色しよくのダークエルフとの違いは肌の色だけじゃない。

　魔族の血が入っているかどうかだ。ダークエルフはみんなエルフ族と魔族の混血である。

　それだから──なのだろうか、闇堕ちという行こう為いに特別な想おもいを抱いだく──こともあるらしい。

「でも、なんか悪くないな」

　とニヤついていると、

「もう！　魔王様ったらデレデレしすぎです！　もう知りません！」

　ぷんぷんとミトラはぷいっとそっぽを向いてしまった。なんでこいつは怒おこっているのだろうか。

　シーナはその様子を見て、ハァと息を吐はく。

「まあ、あの子たち結構働いてくれるし、あんたのおかげで仕事意い欲よくも高いしね」

　人をダシにして雇やとい入れたのか。客寄せ魔王じゃないんだぞ。

「ってか金はどうした？　雇うにも金がいるだろ」

「この城、宝ほう物もつ庫こあったじゃない？」

　確かにあった。長年入っていないが、先代魔王である父が集めていた宝石やら家具やらを入れていた。

「それがどうしたんだ？」

「全部売ったから」

「それ親父おやじの遺産なんだけど！」

　一応遺品なんだが。

「あんたのせいでしょ。本来は諸しよ侯こう魔族から上納金が毎月送られてくるはずなのに、滞とどこおってる諸侯もいるって聞いたわよ」

　魔王領には強い力を持つ魔族が諸侯として各地を治めている。それらは先代魔王──父の部下だった魔族だ。

「認められてねぇんだろ。親父が討うたれて、なし崩くずし的に魔王になったオレは」

「……深い事情？」

「別に。魔族ってのは強い奴やつに従うのが当たり前なんだ。実力至上主義。諸侯らは親父が強い奴と認めてたから従ってた。で、オレは弱いと思われてるから従ってない」

　魔族の本能というやつだ。自分が強ければ諸侯連中も上納金を払はらってくれていたはずだ。

「ふーん、魔族って面めん倒どうなのね」

　と、別のダークエルフがシーナに「あのちょっと相談が」と話しかけた。まるで上司だ。いやその通りなのだろうけど。

「魔王様、どうします？」

　ミトラに袖そでを引っ張られる。

「どうしろって言われてもな……」

　とその時、数人のオークたちがこちらにのしのしと歩いてきた。

「あの～、魔王様」

「ん、なんだ？」

「俺ら、あの時のオークなんすけど……」「どうも」「ちっす」

　手にモップやバケツを持った三人のオークが話しかけてきた。

　一いつ瞬しゆん、なんのことだかわからなかったが、すぐに思い出した。このオークたちには見覚えがある。シーナを闇堕ちさせた時に連れてきたオーク三人衆だ。

「で、どうしたんだ」

「魔王様、どうにかしてください！　シーナ司令官、横暴です！　俺たちの要望を全然聞いてくれないんすよ！」

　離はなれたところでシーナはまだダークエルフと会話をしていた。こちらの声は聞こえていないようだ。

「お前らは従ってないのか？」

「俺ら、第五隊の九班っす。他ほかに十班にもシーナ司令官に異議を唱えてる奴らはいるっす」

「何人くらい？」

「ざっと五十人くらいっす」

　少ない、がやはり全員が全員、シーナにかしずいているわけではないようだ。

「それで、オレに何かしてほしいのか？」

「見てください、あれ」

　指差した先には数人のダークエルフと一人のオークがいた。

「オークさん、力がおありでしたら、こっち手伝ってくれません？」

「何を手伝うんだよ」

「今日、納品してくる武器と防具、合わせて百。全部運びこんでもらえませんか？」

　──と、オークを便利な労働力としかみてないダークエルフたちがいた。

　他にも、オークに武器の手入れを無理やり手伝わせているダークエルフや、オークを打ち込み稽古の練習台にしているダークエルフもいた。

　見たところ、オークたちはみんな尻しりに敷しかれているみたいだ。

「なんとかしてくださいよぉ～」

　と厚い脂し肪ぼうのオークたちに泣きつかれる。ちょ、暑いから離れて。

「まあ、確かにやり過ぎだな。ってかそろそろ離れて、暑いし臭くさい」

　仕方がない。部下のために一ひと肌はだ脱ぬごう。

「おい、シーナ」

　ダークエルフとの会話が終わったシーナはこちらを振ふり向く。

「なによ」

「オークたちがシーナのやり方は横暴だって抗こう議ぎしてるぞ。ダークエルフたちに尻に敷かれてるって」

「仕事ができる人に仕事を与あたえる。できない人はできる人に仕事をもらう。当然でしょ？　オークは腕わん力りよくはあるんだけど、オツムが弱いから、説明してもあんまり理解してくれないのよ」

「だから使うなら使うでちゃんとした待たい遇ぐうにしてやれってことだよ」

「別に仕事自体の待遇を差別してるつもりはないわ。それと休きゆう憩けい時間を増やしてくれとかいう要望は却きやつ下か。もう十分に休み時間と休日は与えてるんだから、それで納なつ得とくしなさいよね」

　──じゃああたしは魔ま道どう研究所に交渉に行くから。とシーナは修練場から出て行ってしまった。

　ダメみたいだ。どうにかしてやりたいが、シーナを止めるだけの理由が今のアーヴィンにはない。

「は、反乱だ……」

「え？」

「俺ら、反乱するぞ！」「もう圧政に屈くつしない！」「司令官がなんだ！　元人間のくせに！」

　おぉーっ、と三人のオークが雄お叫たけびを上げる。これはマズイ。

「いやいや、待て待て。そこまではやり過ぎだ。お前らここでクーデター起こしてみろ、絶対解かい雇こ処分だぞ」

　というか、魔王の目の前で反乱発言はいかがなものか。

　今ここで窘たしなめても、火に油を注ぐようなものだ。

　それならもう、本人に伝えてそれとなくオークたちの待遇をよくしてもらう他にない。

　オークたちを横目にそっと修練場を抜ぬけ、シーナを追いかけた。

　思いのほか近くにいた。また別のダークエルフの仕事の相談に乗っていたようだ。

　アーヴィンが近づくと、ダークエルフと会話を終えたシーナがこちらに振り向いた。

「どうしたの？　さっきそっちから反乱とか聞こえてたけど」

「その通りだよ。オークたちがお前の改革に異を唱えてる。許さねぇって息巻いてるぞ」

「改革って──あたしはちゃんと不当でない労働時間と休息を与あたえてるわ。それでも労働に対して抗議するつもりなら、まず反乱とかじゃなく、直接交こう渉しように来なさいって言っておいて」

　突つき放すようなシーナの言葉に、アーヴィンは自分のことではないとはいえ、ムッとしてしまう。

「そもそもお前の改革は急すぎるんだ。いきなりダークエルフ雇ったり、バンシー雇ったりしたらオークたちの居場所がなくなるだろ」

　甘えているようなことを言っているのはわかっている。

　だが、規律に縛しばられた魔王軍を見るとどうしてもアーヴィンの父──先代魔王のやり方と被かぶって見えてしまう。

　百年と少し前、最強の魔王軍を従えていた魔王オルヴェイン。その頃ころの魔王軍は軍規が全すべてだった。娯ご楽らくは一いつ切さい禁じられ、まともな休日を与えられず、規律違い反はんをした者は即そつ刻こく断罪。死し刑けいすらあった。

　そんな魔王軍を従えていた父は──あっけなく人間の騎士に討たれた。少数精せい鋭えいで城に乗り込まれ、玉座の間で魔王オルヴェインは散っていったのだ。

　その後、人間の国のさらに東から侵略行こう為いがあったとのことで、領地から人間は撤てつ退たいしていった。魔王軍も、弔とむらい合がつ戦せんのため逆に侵略しようと声を上げていた者、再侵しん攻こうに耐たえるため砦とりでの建築を推おした者、戦いはもう嫌いやだ、と武器を捨てる者、色々な魔族が当時にはいた。

　結局、今の形に落ち着いたのはそれから二十年経たった頃だった。

（親父とは違ちがうってのにな）

　シーナのやり方を全て否定するわけではない。

　オークたちがやる気を出せるならそれはそれでいいと思う。ただ、やりすぎは良くないと思っているだけだ。

　シーナはフゥと息を吐いた。

「言ってないから知らないと思うけど、王都じゃ、近頃魔王領に侵攻するって議題が上がってたのよ」

「初耳だぞ」

「当たり前でしょ。魔王が王都の侵攻案を知ってたら一大事じゃない」

　それもそうだ。

「──でも、全員が賛成ってわけじゃなかった。なにせ、百年近く魔王領の奥地には踏ふみ込んでないし──冒ぼう険けん者しややトレジャーハンターもワルドー山脈までしか魔王領に入ってない。とにかく情報が足りなかったから、侵攻するって話も可決はしなかったの」

「じゃあ魔王領の情報があったら──ああ、それでお前らか」

「そう」と嘆たん息そくするシーナ。

　思えば、シーナたちは二週間前、ワルドー山脈前線砦に来ていた。斥せつ候こうか何かだ、とミトラは言っていた。あれは侵攻のための情報集めだったのだ。

「とりあえず要所である砦の内部。あんたに邪じや魔まされたけど、十分な情報と砦内部の地理は得たから、強きよう硬こう派が今でも侵攻案を進めているかもしれない──いえ、もしかするとあたしのせいでスヴェンが案を進めていてもおかしくないわ」

　確かにスヴェンがどう動くかわからない。魔族と化したシーナを討とう伐ばつという名目で侵略してくる可能性もある。そもそもシーナが魔王軍を再編しているのも、それに対抗するためでもあった。

　わかったでしょ、とシーナは言う。

　アーヴィンは頷うなずいた。

「理由はわかった。だが、だからといってオークたちはどうするつもりだよ。今は少ないかもしれないけど、従っているオークの中にも不満を持ってる奴はいるかもしれないだろ」

「それは問題だけど、あんたがそれとなく悩なやみ聞いといてよ」

「なんでオレが！」

「オークと仲いいんでしょ？　あたしが指揮して、あんたが相談役──ほら適材適所」

　自分、魔王なんだけど。

「あんたもぐーたらばっかりしてないでちゃんと働きなさい。それより、もういい？　あたし、これから用があるから」

「どこ行くんだよ」

「魔道研究所よ。今日、武具が納品されてくるんだけど、エンチャントしてもらうように頼たのみに行くの」

　魔道研究所は城内にある魔法や薬術を研究するデーモンの機関だ。武具のエンチャントもお手の物だろう。

「忙いそがしそうだな、司令官どのは」

「何その安っぽい煽あおり。先週届いた武具にもエンチャントしてもらう約束だったんだけど、まだしてもらってないのよね。催さい促そくしないといけないから、あたしもう行くわね」

　と言い残して、シーナは去っていった。

　それはもうお願いではなくて、命令では？　まあ魔道研究所も魔王軍の一部で、シーナは（勝手に名乗っているが）司令官。命令する立場であることは間違いない。

「武具って……勝手に発注したのか？」

　勝手な奴やつだ。あれじゃ仲間から孤こ立りつしてもおかしくない。

「さて」

　これからどうするか。もう疲つかれたし、

「寝ねるか」

　さっさと自室に籠こもって寝てしまおう。







　半日以上寝てしまった。もうすっかり日が暮れて、夜になっていた。

　寝ね汗あせもびっしょりかいてしまったので、アーヴィンは城の中に造った温泉へと入りに来ていた。

「ふぅ～～～」

　ちゃぽん……と湯船に浸つかり、幸せのため息を吐ついた。

　マイ温泉。

　誰だれでも入れるわけではない。ここはアーヴィンのアーヴィンによるアーヴィンのための温泉だ。ちなみにオークはここではなく、宿舎近くの大浴場を使っている。そのためここは文字通りアーヴィン専用というわけだ。

　天然の温泉ではないのは少々残念だが、何十人も入ることのできる広い空間に、落ち着いた風合いのタイルの壁かべ、さらに天窓から外を眺ながめることもできるのは最高だ。

　夜空が見える。耳を澄すますと、湯船に温水が流れる音と、中庭から虫の鳴く声が聞こえる。

　シーナにはオークたちをどうにかしてくれと頼まれたが、そんなことを言われてもオークたちの待遇を変えない限り無理だ。

　まあ、しばらく様子を見てみよう。シーナも考えを改めるかもしれない。

（そろそろ出るか）

　長風ぶ呂ろはしない主義だ。アーヴィンはさっと湯船から上がり、腰こしに白タオルを巻く。

　そのまま歩いていき、脱だつ衣い所への扉とびらをガラっと開いて──。

「…………」

　女だ。女がいる。

　それも何十人も。その誰もがブラにパンツの下着姿。褐かつ色しよくの肌をしているからダークエルフたちだ。みんなが着き替がえの手を止めて、こちらを見ている。

　止まっていたのは一いつ瞬しゆんだけ、すぐにダークエルフたちはこちらの体を舐なめまわすように見てから、

「あらあら、魔王様」「ふふふ、たくましいお体ですね」

　とまんざらでもない様子でほほ笑んでいた。

（え？　なんでここにダークエルフがいるんだ？）

「きゃあっ、ちょ、ちょっと！　アーヴィン!?」

　中には恥はずかしがる女も──シーナだった。一人だけ肌が白いと思ったら姫ひめ騎き士し様のシーナだ。ダークエルフたちと同様に服を脱ぎ、バスタオルを持った姿で目の前にいた。ばっちり下腹部に刻まれた淫いん紋もんも見えてしまっている。

「なんでここにいるのよ！」

「いや、だってここ、オレの──」

「出てけ！」

「ぐえっ」

　魔族の力を有したシーナの腕わん力りよくには逆らえなかった。さすが鉄の鎖くさりを引きちぎった力だ。シーナに腕うでを掴つかまれ、そのまま温泉の入り口の外へと投げ飛ばされる。

　床ゆかに頭をぶつけ、仰あお向むけになって倒たおれる。

　自分の恰かつ好こうを見てすぐさま我に返る。

「ちょ、待て！　オレの服！」

　今はタオル一枚の姿だ。インナーとローブがカゴに入ったままだ。

『裸はだか見た罰ばつよ！　しばらくそのままでいなさい！』

　入り口の引き戸越ごしにシーナが叫さけぶ。

　温泉の入り口の看板を見ると、そこには『女性専用』といつの間にか書かれていた。

「おま、ここオレの温泉だぞ！　何勝手に──」

「あんた一人が占せん有ゆうしていい広さじゃないでしょ！　どうせ軍のお金を使って建てたんなら、城の兵に還かん元げんしなさい！」

「じゃあオレも入る時間残しとけよ！」

「ない！　あんたは男なんだからオークと一いつ緒しよに宿舎の風呂使いなさいよ」

　いやだ。彼らには悪いが、あそこは臭くさすぎる。

「ふざけんな。オレの風呂返せ」

「うっさい！　あっち行きなさい！」
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　扉を開けたシーナは桶おけを一発アーヴィンの顔に投げつけ、再び扉を閉める。

　がちゃん！　と扉までロックされてしまった。

「あんまりだ……」

　せめて相談してくれたらいいのに。勝手に占有され、これでは納なつ得とくできない。

　自室で着替えよ、と思ってとぼとぼ歩きだした時だった。

　窓の外に見える焼しよう却きやく炉ろから煙けむりが上っていた。よく見るとバンシーがいた。何か不用なものでも燃やしているのだろうか。

（あ、あれは……あっ!?）

　バンシーの足元──その不用なものというのは、ボードゲームにトランプ、それにＴＲＰＧのルールブックだった。

　遊び道具全部燃やすつもりか。

　アーヴィンは窓を開け、慌あわてて外に飛び出す。

「ちょ、ちょっと待て、それ燃やすのか」

　こちらの姿を見たバンシーは「きゃああっ」と悲鳴を上げてしまう。あ、今、ほぼ裸だった。

「あ、いや悪い──じゃなくてそれ燃やすのはやめてくれ」

　アーヴィンも結構遊んでいたボードゲームだ。それにルールブックは燃やされると買いなおすまでゲームができなくなってしまう。最悪データはこちらで作ればいいが、そんなことは面めん倒どうだ。

「きゃあ！　いやゃぁっ！」

　バンシーの女の子は言うことを聞かず、次々と焼却炉にボードゲームやルールブックを放ほうり込んでしまう。

「待て待て──ってこれは……」

　燃やすものの山の中に見つけてしまった、ある一枚の紙。

　それはアーヴィンがこつこつオークたちとセッションして作り上げた一枚のキャラシートだった。

　これは燃やされるわけにはいかない。なにせこのキャラシートにはアーヴィンの十年間の記録が眠ねむっている。

　確保しようと手を伸のばす──が、一歩、バンシーの方が早かった。

「いやぁぁ！」

「やめろぉぉぉっ！」

　無む慈じ悲ひにもバンシーはキャラシートを焼却炉にシュート。それから逃にげるようにアーヴィンの目の前から去っていった。

「やばいやばい！」

　アーヴィンはとっさに水性魔法を発動し、焼却炉の火を消してしまう。

　しゅうぅうぅう！　と激しい水蒸気が上がる。収まってから、焼却炉に手を突つっ込みキャラシートをサルベージ──だが。

　三分の二以上燃えてしまい、灰になっていた。

「あ……あ……」

　声にならない。がっくりと膝ひざを崩くずす。

　このシートには色々な思い出があった。

　──魔ま王おう様～、ボスキャラの攻こう撃げきやばいっすよ！

　──任せとけ、オレの回復魔法で治してやる。

　──さすが魔王様、頼たよりになるっす。

　瞼まぶたを閉じれば、あの頃ころの情景が蘇よみがえる。週に一度のセッション。徹てつ夜やしてセッションのストーリーを考えたこともあったっけ……。

　キャラがやられそうになった時、なけなしの回復アイテムを仲間のオークに渡わたされ、生き延びたこともあった。

　──あの日々はもう来ることはない。キャラクターシートとはもう一つの命なのだ。

　それを──無残にも燃やされてしまった。

「あのバンシーなんで……」

　そもそも命令なしに、燃やそうとするだろうか。

　誰かの指示だとしたら誰だ？

　一択たくしかない。

「シィィナァァァ……」

　アーヴィンの心に火が点ついた。







　後日。

　アーヴィンは反はん抗こうするオークたち五十人を従え、修練場へと押し入った。

「あら、アーヴィン……。何か用？」

　修練場中央にはシーナがいた。ダークエルフたちに剣けん技ぎを教えているようだ。

　こちらのただならぬ気配を感じ、一時中断。訓練をしていたダークエルフたちもみんな手を止めこちらを見ていた。

　ダークエルフたちに交じって、シーナに寝返ったオークたちもいた。あいつらはしぶしぶ従っているに違ちがいない。早く目を覚まさせてやらないと。

「シーナ。魔族のルールは知ってるか」

「魔族のルール？」

「魔族ってのは力が絶対だ。それで上下関係が決まる。つまり弱い奴やつが上に立つわけにはいかないんだよ」

「……何が言いたいの」

　ジッとシーナに睨にらまれる。その視線に隠かくしきれない敵意が籠こもっている。

　アーヴィンは仰ぎよう々ぎようしくローブを翻ひるがえし、臆おくすることなく言った。

「お前に決けつ闘とうを挑いどむ。オレが勝ったら、お前に渡した指揮権を全すべて返してもらう。文句はないだろ。お前も魔族だ。強いものに従うのがルールだからな」

　はぁ、とシーナは呆あきれたようにため息を吐ついた。

「こんな大勢連れて、何事かと思ったけど、決闘がしたいっていうの？」

　実利主義でクソ真ま面じ目めなシーナのことだ。

　魔族の流りゆう儀ぎを持ってきてもやすやすと受けることはしないだろう。

　心配無用！　こちらには対シーナ用、煽あおり文句百選を考えてきてある！

　アーヴィンは手をかざし、

「フハハ！　シーナよ！　貴様にはトップに立つ者としての責──」

「受けるわよ。来なさい」

　あれ？　受けるの？

　おおおぉぉぉ！　と背後のオークたちが雄お叫たけびを上げる。まさかこうも簡単に受けてくれるとは思わなかった。シーナは木ぼつ剣けんを持ってこちらに突き付けてくる。

　恰好をつけて煽ろうとしたのが恥ずかしい。こほん、とアーヴィンは咳せき払ばらいし、

「意外だな。やる理由がない、とか言ってごねるかと思ったのに」

「ここで受けないと、示しがつかないでしょ？　魔族は力のあるものに従う──わかりやすくていいじゃない。騎士団でも決闘で良し悪あしを決めることは少なくなかったわ」

　なるほど、ああ見えて意外とシーナは熱い女らしい。

　アーヴィンはオークから木剣を受け取る。

「じゃあルールは──」

「魔王様！」

　アーヴィンのセリフを遮さえぎったのはミトラだった。

　入り口からオークの間を縫ぬってミトラが隣となりまでやってくる。ぜぇぜぇと肩かたで息をした後、ふう、と息を整え、こちらを真っすぐ見み据すえた。

「これは何事ですか。魔王様」

　ぶんぶんと手を上下に振ふるミトラ。

「何って、決闘を挑んでるんだ。あの横暴姫ひめに」

「シーナさんにですか？　なんでまた」

「奴に奪とられた指揮権を取り戻もどすクーデターだよ」

　と言うと、向かい合うシーナはまたため息を吐いてから、ぼそりと呟つぶやいた。

「ホント、なんで魔王が率そつ先せんしてクーデターを起こしてんのよ」

　聞こえたぞ。超ちよう聴ちよう力りよくのアーヴィンイヤーは聞き逃のがさない。

「そうだ、ミトラ。決闘の審しん判ぱんをやってくれないか？」

「わたしでいいんですか？」

「お前にしか頼たのめないからな」

　と言うと、ミトラは胸の前でグッと両手を握にぎりしめ、「わかりました！　頼まれました！」と尻尾しつぽをぴこぴこと左右に振った。犬みたいな奴だ。

「待たせたな、シーナ」

「別にいいわよ──それで、ルールはどうするの？」

「相手に致命の一撃を与あたえたら勝ち。腹、頭、首、どこか一撃でも木剣でクリーンヒットさせたら終わり──でどうだ？」

「いいわ。魔法はどうするの？」

「魔法はなし、翼つばさもなし、地上戦で斬きり合い以外認めない」

「翼もなしでいいの？　ここ狭せまいとは言え、飛んだらあんた有利なのに」

「決闘だぞ？　そんな卑ひ怯きような真ま似ねできるか。オレの美学に反する」

　と言うと、シーナはきょとんとした。

「意外にも紳しん士しなのね。その美学のせいで後こう悔かいしないようにね」

「吐ぬかせ」

　魔術なんて使って勝ったところで、実力で勝ったとは胸を張って言えない。

　これは『実力をはっきりさせる決闘』だ。

　同じ条件で戦い、勝たなければ意味がない。

　お互たがい、十分な距きよ離りを取って向かい合った。

　最速で詰つめ寄っても数秒はかかる距離だ。不意打ちはない。

　シーナは木剣を地面と平行にして構える。そして切っ先をアーヴィンの眉み間けんへと突き付ける。レイピアの刺し突とつの構えだ。なんだか様になっている。王都聖騎士団流なのだろう。

　こちらも構えた方がいいのか。あまりそういうことはやってないからわからない。一応木剣を両手で持ち、真正面に構える。

　シーナの武器は疾はやさだ。不意を打たれ詰め寄られさえしなければ、一撃を弾はじいて隙すきに一いつ閃せんできる。イメージトレーニングはばっちりだ。

　ミトラが両者を横から見える位置に立ち、手を挙げる。

「では魔王アーヴィン＝ロキアル＝レイジィ対姫騎き士しシーナ＝アルバートの決闘を始めます。両者構え──」

「言っとくけどあたし──」スッとシーナは目を細める。「前より強いわよ」

「はじめ！」

　手が下ろされ、試合が始まる。

　──と、ほぼ同時だった。

「っ」

　シーナが地を蹴けった。

　疾い！　わかっていても目で追いきれない！　疾さだけではない。

「なっ」

　シーナが左右にフェイントを入れた。残像が映る。右に、左に、シーナが何人も視界に映る。

（反則だろ──）

　気づけば必殺圏けん内ない。

　シーナの一突き。アーヴィンが後ろに飛び退のき避さけるより早く詰められ──。

（やられる……っ！）

　反射的にアーヴィンは翼を広げ、後方に向かって飛んで逃にげた。

「っ！」

　目標物を失った木剣の先せん端たんは、先ほどまでアーヴィンが立っていた空間を正確に貫つらぬいていた。突然の急加速にシーナは反応しきれなかったようだ。

「……翼はなしじゃなかったの？」

　反論できない。

　アーヴィン自身、翼を使ったという意識はない。気が付けばシーナとの距離を取っていた。無意識の内だった。

「フハハ、オレに翼を使わせるなんてな、やるではないか」

　目いっぱいの虚きよ勢せいを張ってみる。

「ズルして何イキってんの？」

　至し極ごくごもっとも。

　だが──なるほど、強い。

　前に一合ごうだけ打ち合った時、シーナは『人間』だった。

　今は闇やみ堕おちさせ『魔ま族ぞく』になった。単純な身体能力は人間だった頃ころと比ひ較かくにならないだろう。

　その証しよう拠こに闇堕ちさせた直後、鉄の鎖くさりを引きちぎることもできた。

　人間だった頃より強いなら、こちらも本気を出さなければならない。

「オレを本気にさせたこと後悔するなよ」

「追い詰められながら言うセリフ？」

　もう翼は使えない。ルール違い反はんというわけではない。

　アーヴィンのすぐ背後には修練場の入り口がある。物理的に後方に飛ぶことはできない。

「そういうのはオレを倒たおしてから──」

　コンコン──入り口から聞こえる小さなノック「あの……シーナ司令、洗い終わったタオル持ってきました」バンシーの声だ。このまま戦ったら外にいるバンシーが巻き込まれてしまう。

「ちょっと待て、シーナ！」

「問答無用！」

　聞いてねぇし！

「はっ！」

「ぐえっ」

　流れるような一閃。こんな状じよう況きようでまともに受けきれるわけもなく、体勢が崩くずれたアーヴィンの脇わき腹ばらを木剣が一いち撃げきを叩たたきこんでいた。

「──これであたしの勝ち、ってことでいいかしら」

　でも──とシーナは続けて言った。

「──あたしは勝ったとは思ってない。あんた、ぜんぜん本気じゃなかったじゃない」

　翼なし、魔法なし、剣一本という縛しばりがありはしたが、全力には違いない。

　だがこの勝負は元々対等ではない。

「オレが魔法で圧あつ倒とうしたところで周りが納なつ得とくしないだろ」

「魔族は力のある者に従うんでしょ？　隠した奴に勝ったところであたしの方が強いだなんて誰だれが認めるの？」

　つまり本気でやれと？　その上で完かん膚ぷなきまでに叩きのめさないとシーナ自身の気が済まないとそう言っているのか？

「いいんだな？」

　静かに口にした一言に、シーナは一いつ瞬しゆんだけ気け圧おされたようにたじろいだ。

「え、ええ。来なさい」

　もう一度木剣を構え直すシーナ。仕方がない。そこまで言うなら、この魔王アーヴィン＝ロキアル＝レイジィの全身全ぜん霊れいを以もつて──。

「やめてください！　これ以上魔王様を傷つけないで！」

　──と、シーナとアーヴィンの間に入ってきたのは、ミトラだった。

「み、ミトラちゃん!?」

　バッと手を広げ、必死にアーヴィンを庇かばうミトラ。

「おい、ミトラ？　これからオレがカッコよく逆転するところ──」

「これ以上魔王様を傷つけるなら、わたしを斬ってください！」

　全く聞く耳を持ってくれない。どうやらアーヴィンが倒れたことで動どう揺ようして、先ほどの会話が耳に入ってなかったようだ。

　だから追撃しようとするシーナを止めに来た、というところだろう。

「あたしがミトラちゃんを斬るわけないでしょ──っていうかなんであたしが悪役みたいになってんのよ」

　シーナが呆あきれたようにため息を吐ついた。

　なんだか調子が狂くるった。シーナも構えを解いているし、ミトラの乱入のせいで修練場の雰ふん囲い気きがアーヴィンの負けという感じに落ち着いてしまっている。

　まあそれでも最初のルールに遵じゆん守しゆするなら勝負は勝負。ここから魔法ありで勝ったところでカッコ悪い。

　と嘆たん息そくしたところで背後からノックの音が聞こえた。

「あの……もう入っても大だい丈じよう夫ぶですか？」

　バンシーの声。忘れていた。扉とびらの前でずっと待っていてくれたのか。

　シーナが「どうぞ」と声をかけると、静かに扉が開き──バンシーは修練場の光景を見て、

「あわわ……」

　絶句するのも当然だろう。中はオークとダークエルフたちが入り口にいるシーナとアーヴィンを取り囲んでいるのだから。

「これっ、洗せん濯たく物もの終わりましたっ、失礼しましたっ」

　気圧されたのか、持っていたタオルを修練場の入り口に放ほうり投げると、たたっと廊ろう下かを駆かけて去ってしまった。

「待たせた挙句、この雰囲気を味わったらトラウマになりそうだな、あのバンシー」

　なんだか申し訳ない。

「さっきのバンシー……ずっと入り口の前にいたの？　まさか……アーヴィン、最初から……」

　シーナがぽつりと呟つぶやいた。「なんだよ」と睨にらむと、「別に」とそっけなく返された。

「──それよりあんた、結局なんで決けつ闘とうなんて挑いどんだの？」

　そういえば詳くわしく言っていない。

　この際、言いたいことははっきり言っておこう。

「オークたちが困ってんだよ。ダークエルフたちを雇やとったせいで肩かた身みが狭くなってるって」

「そうだそうだ！」「ダークエルフばっかり雇うな！」とオークたちも声を合わせてくれる。

　言いたいことはそれだけではない。

「それとお前が命令してルールブックやらキャラシートやらを全部バンシーに燃やさせたろ！　返せ！　キャラシートを！　返せ！　指揮権を！」

　そうだ、そうだ！　とオークたちは一いつ斉せいにこぶしを突つきあげる。一体感を感じる。

「はぁ……本命はそっちね。要は私し怨えんを誤魔化すためにオークを利用してるんじゃない」

「うっ」

　そうとも言う。だがオークたちをこのまま野放しにしていたら、本当にクーデターが起こっていたのも事実だ。

「とにかくあんたはいいとして、オークの待たい遇ぐうだっけ。いいわ。この際なんでも聞いてあげる。あんたたちの要望はなに？」

　五十名のオークに向かってシーナは訊たずねる。

「オレたちの扱あつかいが不ふ遇ぐう過ぎる！」「そうだ！　そうだ！」

　ダークエルフたちの尻しりに敷しかれ、やりたくない仕事を押し付けられ、あまつさえ遊び道具も取り上げる。

（どうするか見ものだな）

　オークたちはヒートアップしている。シーナの言動によっては一歩間ま違ちがえればこの場で全面戦争すら起こりうる。

「具体的にはどういうことよ」

　と言うシーナにオークが続けて言う。

「ダークエルフばっかりじゃなくて、女オークも雇こ用ようしろ！」「そうだ！　そうだ！」「俺たちの出会いが少ない！」

　え？　そういう話だっけ？

「ちょいちょい、オークたちよ。お前ら、ダークエルフの尻に敷かれてるのが嫌いやなんじゃなかったのか？　遊び道具取り上げられたりとか」

　と訊ねると、

「いやぁ、別に尻に敷かれるくらいいいんすけど──」

　よかったの!?

　今回の決闘、根底から崩れるんだけど。

「ちょい待て待て！　遊び道具とか取り上げられたろ？　俺見たぞ、バンシーがボードゲームからなにまで全部燃やしてるの」

「ああ、あれ全部魔王様のっすよ」

「は？」

「俺らのもんは全部宿舎に持ってけって言われて全部持ってったっす」

「けどお前らここで遊んでたろ？　遊ぶ場所取り返したいんじゃ……」

「いやいや別にここじゃなくても宿舎で集まってできるし」「そうそう」「まあぶっちゃけ遊ぶ時間は減りましたけど、場所はここから宿舎に変わっただけなんで」「そうそう」

　意外と柔じゆう軟なん!?

「それよりも不満なのはマジでうちの軍って、女の子少ないじゃないっすか、オークの。九十九対一っすよ男女比。出会いがなさすぎてマジでやる気出ないっす」

「お前ら、前にここで言ってたろ？　『シーナ司令官、横暴っす』って」

「そっすよ。横暴っす。軍に新規雇用するって話があった時、俺ら『女オークを雇用してください』って要望出したんっすけど、全く聞き入れてもらえなかったんすから」

「そういう意味での横暴!?」

　女じよ尊そん男だん卑ひ社会になっていることだったり、遊び道具や遊び場が取り上げられたことじゃないのか！

「じゃあシーナに従ってるオークたちってのは？」

「女漁あさりに興味ないマジメなオークたちと、イケメンオークばっかっすね」「イケメンは横の繋つながりが広いから、合コンとかしまくって女オークたちキープしまくってんすよ」「俺ら陰いんキャオークはそんなの縁えんないし……」

　シーナの圧政に屈くつしたオークってわけじゃなくて、元々リア充じゆうだから抗こう議ぎしなかったってことか。

（思えばこいつらから、尻に敷かれてるのをなんとかしてくれって言われてねぇな）

　勘かん違ちがいだったのか。マジか。

「──つまり、あんたたちは出会いがほしいのね」

　それまで黙だまって聞いていたシーナが一歩前に踏ふみ出した。

「女オークとの出会いをくれ！」「一部のオークたちばかりずるいぞ！」ぶーぶーと文句を垂れるオークたち。オレの苦労は一体──。

　──いや、まだだ。

　オークたちの思いはちょっと自分が思っていたのとは違ったが、こいつらは根本的にシーナの圧政に反対している。

　その声が大きくなり、シーナの圧政を崩せれば、指揮権を取り戻もどし、元の魔王軍に戻れるチャンスはあるかもしれない。せめてマイ温泉だけは取り戻さないと。

　とにかくまだ希望の灯ともしびは──。

「わかったわ！」

　パン、とシーナが手を叩き、

「出会いが少ないって言ってたわね。ならあんたたちのためにオークの合コンを開きます！」

「「「え？」」」

　オークたちの目の色が変わった。あれ、雲行きがおかしいぞ。

「つまり女オークたち──彼女が欲ほしい訳よね？　下の不満を聞いてやるのも上の務め──オークはこれ以上雇えないけど、街の酒場借りてオークたちの合コンを開くくらい定期的にやれるはずよ」

「おおっ！」「マジっすか！」オークたちが歓かん声せいを上げる。ちょっと待て。

「ダークエルフのみんなはオークの相手を探してきなさい。一応オークの方が先せん輩ぱいなんだから、先輩の顔を立ててあげて」

「司令がそう言うなら」「了りよう解かいしましたわ」「なら知り合いのオークに声をかけておきますね」

　おいおい待て待て、なんか円満に解決しつつないか、これ。

「日時はおって伝える。文句がないなら、解散！　いいわね！」

「「「はい！」」」

　びしっと、オークたちはシーナに向かって敬礼──「いや～さすがシーナ司令」「見直したわ～」「ちょっとこれからシャワー浴びてくる」

　ぽつんと立つアーヴィンを置いて、オークたちはおのおの修練場から出ていく。

　……一人残されたアーヴィン。これでもうシーナの圧政に反対する者はいなくなってしまった。

「な、なんでこうなった……」

　あの時シーナを闇やみ堕おちさせた時か？

　まさかこうなるとは思わなかった。あのオークたちはもう、アーヴィンの遊びにも付き合わないし、彼女ができたらＴＲＰＧにも付き合わないだろう。

「……魔ま王おう様」

　そんなアーヴィンの背中をミトラだけが見つめていた。








第三章　あれ？　これってデート？









「ちくしょーっ！　あいつら全員薄はく情じようすぎんだろっ！」

　アーヴィンはベッドの上で頭を抱かかえながらごろごろと転がっていた。

　ここは魔王の自室。玉座裏の隠かくし階段を下りた先の地下室だ。

　魔王たるもの隠し階段はロマンだろ！　とノリと勢いで作ってしまったところだ。

　そこそこの広さはある。家具はベッドに本ほん棚だな、机くらいしかない。だが絨じゆう毯たんの上には読み終わった同人誌に着き替がえのローブが散らばっており、足の踏み場もない状態だ。

　最初から全部無む駄だだったのかもしれない。

　オークたちはみんなシーナに服従しているし、待遇さえよければ反旗を翻ひるがえす理由もない。

　結果としてシーナに全すべてを奪うばわれた。

　指揮権、オークたちの信しん頼らい──それだけじゃない。魔王の存在価値も奪われた。

　シーナに何一つ勝てる要素はない。

　今からもう一度決闘し、勝ったところでオークたちがこちらにかしずくとは思えない。

　仮に魔法を使い、翼つばさを使えば条件次し第だいではシーナに勝てるだろう──だが、そうして圧あつ倒とうしたところで対等な条件で勝ったとは言えない。

（オレは……）

　魔王軍はもっと自由であるべきだと常々考えていた。

　父親──先代魔王オルヴェインは規律でがちがちに固めた魔王軍を作り上げていた。その頃ころはまだアーヴィンは幼い子供だったから、詳くわしくは覚えていない。

　だが魔王軍が人間の領地へ侵しん攻こうしていく時に見たオークたちの死んだような目は脳のう裏りに焼き付いている。

　命令のままに人を殺し、兵はただのコマにすぎない──そんな考えを持つのは嫌だった。

　だから今の軍の形を作った。みんなが自由、最低限の仕事さえしてくれれば文句は言わない。

　侵略なんてしない。アーヴィンはただ平和に暮らしていたいだけだった。

（間違ってたのかな）

　そんな時だった。部屋の扉とびらからコンコンとノックの音が聞こえた。

『魔王様、入りますよ』

　ミトラだ。情けない顔を晒さらしたくない。アーヴィンはさっと布ふ団とんの中に隠れた。すぐ後、返事を待たずして、きぃぃと蝶ちよう番つがいが擦すれ合う音が鳴った。

「魔王様、やっぱりここにいたんですね」

　ミトラが歩いてくる音を背中に感じる。机から椅い子すを引っ張り出し、近くに腰こし掛かけたようだ。

「……ほっといてくれ。どうせオレなんていてもいなくても同じなんだよ」

　ミトラに背を向けたまま、さらに布団の中で縮こまった。

「そんなことないです。少なくともわたしは魔王様にはいてほしいって思ってます」

「……」

　その言葉が偽いつわりでないのを、アーヴィンはよく知っている。

　もうミトラとの付き合いは百年くらいになる。魔族、龍りゆう族ぞくは長命のため、百年と言っても人間に換かん算さんすれば二十年弱くらいになるだろう。

「覚えてますか？　わたしが初めて城に来た時のこと」

　覚えている。

　あれは龍族からの大使としてミトラが派は遣けんされた時のことだ。当時、先代魔王オルヴェインは龍族とある取り決めをした。

『魔族、龍族、そのどちらかが人間によって領地を脅おびやかされた時、お互たがいに協力し、人間に対抗する』と。それは決して人間を侵略するための条約ではなかった。互いの種族の結束を高めるためのものだった。

　その後、龍族から大使としてミトラが派遣されたのだ。

「周りはみんな初めて見る魔族ばかりで、どこにも龍族がいなくて──わたしずっと怖こわかったんです」

　当時のミトラは十七年生きていたとはいえ、まだ子供だった。ドラゴンズバレーの外に出るのも初めてだったのだろう。

「わたし、小さい頃からずっとチビチビっていじめられてて、ここに来てもオークたちからチビとか劣れつ等とう種とか陰かげ口ぐち叩たたかれるようになって……それがすごく嫌いやでした」

　ドラゴンは十数年程度で体はオークよりも大きくなるのが普ふ通つうだ。当時のオルヴェインの部下のオークたちは『巨きよ龍りゆうがやってくる！』と最初は怯おびえていたのに、いざやってきたのがミトラと知った途と端たん、バカにするようになった。

　ドラゴンは稀まれに生まれた状じよう況きようや親によって、劣等種として小さな龍が生まれることがある。──それがミトラだ。

「でもアーヴィン様が助けてくれたんです。陰口を言うオークに掴つかみかかって──」

　──言いたいことがあるならはっきり言えよ。

　覚えている。

　何も言い返せないミトラに代わってアーヴィンはオークに対し突つっかかったのだ。

　その後のことはよく覚えていないが、それ以降、オークたちがミトラをチビと罵ののしることはなくなった。

「わたし、すごく嬉うれしかったんですよ──それからわたしはこの人になら一生ついていけるって思ったんです──ですから必要とされてないなんて思わないでください。みんなが魔王様を遠ざけても、わたしだけは側そばにいてあげられます」

　アーヴィンはゆっくりとベッドから体を起こした。

「ミトラ……」

　違ちがう。違うんだ。

　あの頃、オークに対して怒おこっていたのは全てが全てミトラのためじゃない。

「オレは、別にお前のために怒ったんじゃない」

「魔王様……」

「劣等種なんて言うあいつらに対して、オレはオレのために怒ってたんだよ。知ってるだろ、お前も。オレは魔族と──」

「魔族と人間の子供──ハーフですよね」

　アーヴィンは純血の魔族ではなかった。

　馴なれ初そめは知らない。だが先代魔王オルヴェインは人間の女性を娶めとり──そこからアーヴィンが生まれた。

　母はアーヴィンが十にも満たない年の頃に死んだ。病気だったそうだ。人間は短命で病気ですぐに死んでしまうほど、脆もろい。

　アーヴィンが母について覚えているのは、何もない。唯ゆい一いつその腕うでに抱だかれた温かさだけはほんのりと覚えている。

「オレは単にエゴイストなんだよ。お前なんてどうでもよかった。単にダシにして突っかかっただけの冷たい奴やつなんだよ」

　突き放すつもりはなかった。

（失望したか？）

　ミトラを傷つけるつもりはなかったのに、つい口にしてしまった。

　傷心気味の心がそうさせてしまったのか。なんにしても謝ろうと思いアーヴィンが口を開きかけた時だった。

　ミトラがふふっとはにかんだ。

「ならわたしは魔王様のお母さまに感謝しなければいけませんね」

「どうしてだ？」

「そうでなきゃ、魔王様は怒ってくれなかったじゃないですか。あの時怒ってくれたからわたしは今の魔王様と一いつ緒しよにいられるんです」

「……ミトラ」

　ミトラはこういう奴だ。いつもいてほしい時に、隣となりにいてくれる。

　かけがえのない──友人だ。

「だから魔王様、わたしがずっと側にいてあげます。これからもずっと片時も離はなれないで──って」

　と言いかけてミトラの頬ほおはみるみるうちに紅潮していった。

「や──そういうんじゃないです！　別にその、結けつ婚こんなんて、その……早すぎるっていうか……」

　こいつは何でそんなに首と手をぶんぶん振ふっているのだろう。

「なんで結婚の話になるんだ？」

「ち、ちちち、違いまふ！　──いてて」

　舌まで噛かみだした。何をそんなに焦あせっているのか。

「──と、とにかく、わたしは少なくとも魔王様を必要としてるって話です。そうやってうじうじしてるのは魔ま王おう様らしくないですっ」

　なんて必死に言うミトラを見ていて──思わず笑えみが零こぼれてしまった。

「なんで笑うんですかっ」

　顔を真っ赤にして怒るミトラ。

　そうだった。昔からミトラはいじめられていて、いつも自分がミトラを守ってやらなければならないと思っていた。

　だからこうして逆に励はげまされているのが、なんだか滑こつ稽けいに思えた。

（いつまでもうじうじしてらんねぇな）

「悪いミトラ。そうだよな、お前の言う通りだ。オレらしくねぇよな」

「そうですよ。いつも不敵に玉座で笑っているのが魔王様ですっ」

　そういう風に思われていたのか。まあそれはそれで悪くない。

「お前には励まされたな。今度、礼をしてやる。一方的に何かされるわけにもいかねぇしな。なんか考えといてくれ」

「そ、そうですか？　よかったです……」

　もじもじと指をこすり合わせて恥はずかしそうに俯うつむくミトラ。

「じゃ、じゃあ何か考えておきますね」

「ああ──けど、このままじゃシーナに魔王軍を掌しよう握あくされたまんまだな」

　シーナが魔王軍を引っ張っていくのはもうこの際仕方がない。最近、最低限の仕事すらしなくなったオークたちに対してアーヴィンも多少思うところはあった。

　それを改善したのはやはりシーナの手しゆ腕わんと言わざるを得ない。

　ただそこにアーヴィンがいないことが問題だ。

　司令はシーナでいいけど、魔王はアーヴィンでありたい。

　なんていう上には上がいる的なことをシーナに知らしめてやりたいのだ。

「今問題なのは魔王様がみんなから信用されてないってことですよね？　シーナさんばっかり頼たよられてて」

「まあそういうことだな」

「なら、魔王様もみんなから『頼りになる』って思われればいいんですよ」

「頼られる存在になるってわけか。うーん、わかっちゃいるけど、どうすりゃいいか」

　認めたくないが、シーナのようなカリスマ性を持ってはいない。

「そうですねぇ……例えばすごい仕事熱心で何でもこなすような人は頼られると思いますよ」

「仕事熱心か……」

　正直なところ、嫌だ。

　今までロクに働かずに引き籠こもって同人誌を読んだり、オークとＴＲＰＧをしたりして遊び惚ほうけていたからいざやろうとすると抵てい抗こう感かんが生まれる。

　だがそれではいけない。

　周りにも認めてもらえるように見返さなければならないのだ。

　シーナはどのようにして信しん頼らいを勝ち取ったのだろうか。ダークエルフや一部を除のぞくオークたちはシーナを司令として尊敬していた。

（そういえば……）

　部下の悩なやみを聞くのは上司の役目とあのオークたちの前で言っていた。

　つまり──そういうことだろう。

「何か思いついた顔ですね」

「ああ、うまくいけばシーナに勝てる──見てろよシーナ」

　アーヴィンは決意の炎ほのおを燃やした。







　翌日。

　城内のいたるところに見慣れない箱が設置された。それには大きな文字で『目安箱』と書かれており、説明書きに『あなたの悩み魔王アーヴィンが解決します。投書にて受付』とあった。

　修練場の入り口脇わきにあるものだから、ダークエルフやオークは必ずその箱が目に入る。

　そこにオーク一行が通りかかる。

「なんだこれ」「魔王様が悩み相談してくれるって」「まあ大たい抵てい、シーナ司令が解決してくれるしな」

　とオークたちは笑い合いながら修練場に入る。

　今度はダークエルフ一行が通りかかり、

「あら、魔王様が悩みを解決してくれるらしいわ」「そんな恐おそれ多いわ」「そうですわね、お手を煩わずらわせるのも迷めい惑わくでしょうから」

　と投書は一いつ切さいしなかった。







　数時間後。

「なぜだ！」

　修練場、エントランス、二階、玉座の間入り口に設置しておいた目安箱を、アーヴィンは玉座の前で確認した。

　しかしその数、見事にゼロ！

　なんて平和な城なんだ！　と言うべきか、それとも自分が信用されていないだけか。

「魔王様、大だい丈じよう夫ぶです！　今度わたしが投書しますから！」

　がっくりと玉座の前に崩くずれ落ちるアーヴィンに対し、人間の姿のミトラは背中の翼つばさをぴこぴこと動かす。

「いや、気持ちはありがたいが、お前じゃダメだろ」

「う～ん、やっぱりそうですよね……あっ、まだ一箱残ってますよ」

　魔道研究所前に設置しておいた目安箱だ。どうせこれも空箱なんだろう、という気持ちで箱をひっくり返す。

　ぱさ……。

「あった！」

　絨じゆう毯たんの上に一通の手紙が落ちた。アーヴィンは慌あわてて拾い、四つ折りの手紙を開く。

『魔王様へ。相談したいことがございますので、一度魔道研究所へお越こしください。ミルヴァーより』

「み、ミルヴァーかよ……」

　その宛あて名なを見てこのまま見なかった振りをしようかな、と思ってしまった。

　他ほかの研究所のデーモン族ならともかく、ミルヴァーのところへ行ったら何をされるかわからない。

　魔道研究所。

　魔族における魔法、召しよう喚かん術、薬術など様々な魔道分野を研究する施し設せつである。

　場所は城の正面エントランスに入って東に行ったところにある。研究員はみな、アーヴィンと同じ種族で魔術に長たけたデーモン族だ。百名ほど研究所に在ざい籍せきしている。

　そのほとんどがアーヴィンよりも引き籠りでずっと研究室に籠って実験をしているから、城にいてもなかなか出会ったことはない。だから全ぜん般ぱん的に少々苦手だ。

　その中でもミルヴァーはもっと苦手だ。

「ミルヴァーさんって確か魔道研究所の所長さんですよね」

　あいつは嫌いやな女だ。

　実験大好きっ子をマッドサイエンティストに進化させたみたいな性しよう悪わる女だ。

　普ふ段だんは根暗のくせに、実験となると見境なく人を実験台にしようとする。

　今から丁度一年くらい前、ミルヴァーの前を通りかかっただけで突とつ然ぜん、白い粉をかけられたことがある。その粉は笑い促そく進しんの効果があり、一日中意味もなく笑い転げて腹筋が爆ばく発はつした覚えがある。

「またよからぬ実験でもする気じゃないだろうな」

「でも一応投書ですよ」

「あいつ魔王のこと実験動物とか思ってるからな」

　魔道研究所前だけは無設置でもよかった、と今いま更さら後こう悔かいしても仕方がない。

「行ってみるだけ行ってみます？」

「やばかったら戻もどる？」

　こくりと頷うなずくミトラ。

　最悪、何かあってもミトラだけは守らなくてはならない。

　この純じゆん粋すいな金の瞳ひとみを見つめながらアーヴィンは思ったのだった。







　魔道研究所前まで来た。

　修練場と同じく、廊ろう下かの突つき当たりに扉とびらがあり、扉の上には『魔道研究所』という看板がある。

　アーヴィンは扉を押し開けた。

　そこからさらに真っすぐ廊下が延びていた。廊下にはいくつもの扉があり、扉の前には各室長の名前が記き載さいされていた。

　魔道研究所はそれぞれが個人の研究室である。個室の中で魔法実験を繰くり返している。部屋の数は二十くらいあるだろう。薬術専門もいれば、天文魔法という占うらないに近いマイナーな魔法を研究する部屋もある。

　アーヴィンとミトラは突き当たりにあるミルヴァーの部屋に辿たどり着いた。部屋のプレートには『ミルヴァー研究室』と書かれている。

　何かの実験でもしているのか、つん、と薬品の臭においが廊下まで漂ただよってくる。

「くせぇ。廊下も換かん気きしねぇと鼻が持たん」

「窓開けときますね」

　ガラっ、とミトラが廊下の窓をオープンする。心ここ地ちよい風が廊下に流れ込んできた。

　これならいいだろう。

「じゃあノック、するぞ」

　ミトラとアイコンタクト。お互たがいに頷き合う。

　コンコン──ノックした一秒後。

　バンっ！

　勢い好よく扉が開けられ、中から白衣を着た女性が出てきた。

　研究所所長のミルヴァー＝クシエールだ。背中からはデーモン族特有の黒い翼、頭には一対ついの角が生えている。

　ただ顔はわからない。なぜなら白衣だというのに、目ま深ぶかに白いフードを被かぶっているからだ。白衣に無理やりフードを縫ぬい付けたのだろう。確か、彼女は極度の恥はずかしがり屋で人前では絶対にフードを取りたがらない。

「あの、ミルヴァー？　投書──」

「魔ま王おう様は何も喋しやべらないでほしいのでございます」

　とミルヴァーは呟つぶやくと、変なヘルメットを取り出した。

　銀色のヘルメットだ。顔が見えないくらい結構でかい上に、ヘルメットから一本のコードがのびていた。

　かぽっ。

　とそのコードの先についていた吸きゆう盤ばんを、アーヴィンの額に付けた。

「あのミル──」

「黙だまって」

「俺、投書──」

「静かに、何も言わないでほしいので」

　掌てのひらを突き付け、ことごとく発言を封ふう殺さつしてくる。これ何の実験？

　言われた通り黙っているとミルヴァーは「う～ん」とこめかみに指を当て、

「魔王様の頭の中を読んでいるので……ふむふむ、なるほどなるほど。魔王様は新聞の勧かん誘ゆうに来た──」

「違ちがう、話を聞けって。オレは」

「何も話さないで──魔王様は、ボランティア精神に目覚め──病気で苦しむ子供たちのために寄付をしにきた」

「違う、ってか、なんだこの装置！」

　きゅぽん、とアーヴィンは額から吸盤を取り外し、

「オレはお前の投書を受けて、ここに来た。なんか相談があるんだろ」

　と言うと、ミルヴァーはピタッと止まってから、わなわなと震ふるえ出した。

「それが本当なら、これがどういうことだかわかりますでしょうか」

「知らん」

「この頭脳透とう析せき装置が全くの無む駄だだったということでございます！」

　本当に知らん。

　こいつ、いつの日かトイレで頭を打ってその衝しよう撃げきでタイムマシン回路を思いつくんじゃないだろうか。知らんけど。

「帰ってください。私は次なる実験に忙いそがしいので」

　バタン！　と扉を閉めて引きこもってしまった。こいつマジか。

「おいおいおいおい！　だから投書で来たって言ってんだろ！　開けろ！」

　どんどん、と扉を叩たたくアーヴィン。なんでミルヴァーはこうマイペースで自分勝手なんだ。

　するとほどなくして、扉が開いた。

　ヘルメットを外し、顔がわからないくらいフードを目深に被った姿になっていた。

「はて、そうでございましたでしょうか」

「ほら」

　とミルヴァーの前に目安箱に入っていた手紙を突きだす。

「ああ、そうでしたそうでした。一つアーヴィン様にお頼たのみしたいことがございましたので」

「なんだ、一応話だけは聞いてやるから。言っとくけど、ミトラを実験に使うとか言い出すなよ」

「ええっ、わたし、実験に使われるんですか!?」

　ほら、ミトラが驚おどろいてる。

「そうですね……でしたら龍りゆうの角をひとかけら、後、最高級の魔力が得られるという龍の唾だ液えきを一ひと滴しずく──」

「あ～あ、魔道研究所に出してた費用何パーセント削さく減げんしよっかな～」

「──というのは冗じよう談だんですので、本命は一つ王都まで買い物に行ってきて欲しいのでございます」

　本気だったら人件費含め、九十パーセントカットも辞さなかった。

「王都までって、城下町じゃ売ってないのか？」

「人間の国にしか生えない植物が欲ほしいのでございます。魔力を有する苗なえ木ぎでして、ぜひとも入手したいと……」

　え？　面めん倒どうくさいんだけど？

　魔王城から王都アーフィルまでどれほどの距きよ離りがあると思っているのだ。

　確かにアーヴィンの持つ翼ならばそれほど時間がかからず戻ってこられるが、めちゃくちゃ疲つかれる。オークたちが訓練で城の外周を走り終わった時に「マジ死ぬわ～」と大の字で地面に寝ね転ころがっていたことがあったが、そのくらいの疲ひ労ろう度は蓄ちく積せきする。

「マジでオレがやんの？」

「私の翼では一日以上かかるので」

　疲れるから代わりにパシられて来いと？　魔王をなんだと思っている。

　露ろ骨こつに嫌そうな顔を見せると、ミトラが口を開いた。

「仕方ないですよ、魔王様。第一件目の依い頼らいですし、ここはビシッと行きましょう！」

　小さなこぶしをグッと丸めて気合を入れてくる。まあ依頼を選えり好みしている状じよう況きようではないのは確かだ。

「仕方ねぇな。魔法の苗木ってんなら、マジックショップにでも売ってるよな？」

　魔具専門店が王都にはある。前に興味本位で一度入ったことがある。

「はい、場所はキラーアイが特定しておりますので、よろしければお持ちください」

　と言うと、部屋の中から、巨きよ大だいな目玉の魔法生物──キラーアイを抱かかえて持ってきた。

　若じやつ干かん懐なつかしい。前に、こいつでシーナをくすぐった。

「まあ、だいたいわかるからいい。それにこいつ持ってったら問答無用で衛士隊に捕つかまるだろ。触しよく手しゆ気持ち悪いし」

　と言うと、キラーアイが涙なみだぐんだ。傷ついた？

「ああ、悪い悪い。人間ならそう思うだろうってことだって。泣くなキラーアイ」

　よしよしと頭部（？）を撫なでてやる。ナイーブな奴やつだ。

「魔王様、わたしはどうしましょう？」

　ミトラが袖そでを引っ張ってくる。

「一いつ緒しよに行く必要もないだろ。バレるリスクになるし、おつかい行って帰ってくるだけだからな」

「わかりました。その間にお部屋の掃そう除じでもしておきますね」

「頼む──そうだ、昨日と今日のお礼に何かオレにできることはないか？　王都で何か買ってきてやってもいいし」

　ミトラには助けられっぱなしだ。

　恩を返さないと自分の気が済まない。

　ミトラは「うーん」と指先を唇くちびるに付け、

「でしたら何がいいか考えておきます。帰ってきた時に言いますね」

　と言うと、今度はミルヴァーが茶化すように笑った。

「ふふふ、相も変わらず仲がよろしいのでございますね。愛というものでございましょうか」

「あ、愛なんて……あうあう」

　ミトラが顔を真っ赤にしていた。

「ミルヴァー、茶化すなよ」

「いえいえ、愛というものは意外にも魔力の源になるのでございます。今度実験したいので、もう一度──」

　とその時、廊ろう下かの窓から強い風が吹ふき込んできた。

「あ──」

　風がミルヴァーのフードをめくってしまう。そのせいで隠かくれていた顔が見えてしまう。

　陰いん気きな性格のくせに案外くりっとした瞳ひとみ、どこか幼さを感じさせつつも大人の女性の雰ふん囲い気きを醸かもし出す顔立ち、手入れをしているのかサラッとしたロングヘアー。髪かみから覗のぞくデーモン族特有の角。──その全すべてがばっちりと見えていた。

「うぅ……恥ずかしいので見ないでくださいませ」

　ミルヴァーはすぐにフードを被りなおして、床にうずくまってしまった。ちょっと見えただけなのに恥ずかしがり屋にもほどがある。

　まあ別にミルヴァーの顔を見たいわけじゃない。さっさと王都まで行ってしまおう。

「じゃ、じゃあ行ってくる」
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　アーヴィンは開かれた廊下の窓から外に飛び立っていった。城門から出るよりここから行った方が早い。




　──残されたミルヴァーはうずくまったままフードの下でひそかに笑う。

「ふふふ……これであの女も私の手で……」

　その呟きを聞いたミトラは首を傾かしげた。







　本当にただ行って帰ってきただけだった。

　ちょっとだけ翼つばさが疲れた。

　魔法の苗木はそれほど大きなものじゃなかった。脇わきに抱えて持って運べた。これが大きかったら途と中ちゆうのワルドー山脈の頂上付近で一いつ旦たん休きゆう憩けいを入れなければいけなかったが、その心配もなかった。

　わざわざエントランスから入るのも遠回りなので、アーヴィンは出てきた時と同じ魔道研究所の廊下の窓から再び魔王城の中へと入った。

　翼を畳たたんでローブの中へとしまうと、すぐにミルヴァーの研究室をノックした。

「おーい、買ってきたぞ」

　キィィと軋きしみを上げながらゆっくりと扉とびらが開いた。

「アーヴィン様、お帰りなさいませ」

　少しだけ開いた扉の隙すき間まからミルヴァーが顔を覗かせていた。

「これでいいんだよな」

　アーヴィンは魔法の苗木をミルヴァーに見せた。

「……はい、これでよろしいかと。入り口の前に置いといてくださいませ。後で植物園に持って行くので」

「それくらいならオレがやろうか？」

　ついでだからそれくらいのオプションは付けてやってもいい。だがミルヴァーは焦あせったように首を振ふり、

「いえいえ、そこまでして頂くわけにはいかないのでございます。準備致いたしますので、これで失礼します」

　バタン、と誤ご魔ま化かすように扉が閉められた。

　気になる。ああいう時のミルヴァーはこれから誰だれにも知られたくない実験をする時のミルヴァーだ。

　このまま知らぬ存ぜぬを貫つらぬき通して、見て見ぬ振りをすることもできるが──それでは目安箱に投書してもらった意味がない。

　アーヴィンの信頼回復のために行ったことなのに、アーヴィンが買ってきた苗木が原因で誰かが不利益を被こうむったら、信用問題にかかわる。

（成り行きを見届けさせてもらおう）

　アーヴィンは窓から外へと出た。

　ここは一階なので、地面に足を着けて、中の様子を窺うかがえる。

　しばらく覗いていると、ミルヴァーが研究室から出てきた。手になにやら紫むらさき色いろの液体が入ったガラス瓶びんを持っていた。

（絶対なにかしらヤバいものだろ！）

　先ほど置いた魔法の苗木も抱えて、廊下を歩いていくミルヴァー。アーヴィンは窓の外から様子を窺いつつ、ミルヴァーの後をつける。

　そのまま魔道研究所からエントランスへと出て、まっすぐオークの修練場へと向かった。

（怪あやしい……）

　オークたちのところへ行って何をするつもりだ。今度はオークを実験台にするつもりじゃないだろうな。半年前、オークの体をスライムに変える実験をした時にもうしないって誓ちかったはずなのに。

　窓からエントランスへ入り、ミルヴァーの後を追おうとした時だった。

「あっ、魔王様」

　エントランス吹き抜ぬけの二階からミトラの声が降ってきた。

　見上げると、手すりの上にミニドラゴン姿のミトラがいた。

「なんだミトラ。人間姿から戻もどってたのか」

「こっちの掃除が終わって、さっきまで昼ひる寝ねしてました──ふぁ～。それで魔王様、お使いは終わったんですか」

　パタパタと小さな翼を動かして、アーヴィンの目の前まで降りてくる。

「ああ、一応な。それでミルヴァーが怪しいからつけてた」

「そうだったんですね──それで、あの……」

　ミトラは小さな龍りゆうの爪つめをこすり合わせてもじもじしていた。

「なんだ」

「魔王様が出かける前に言っていたお礼の話……考えてきたんです」

「ああなんでもいいぞ」

「その前に人間になってもいいですか──あっ、服忘れてました」

　ミトラがドラゴン状態から人間状態へとなる時には人間の服が必要になる。なければ素すっ裸ぱだかで人間状態になってしまうからだ。

「ドラゴン状態だと服着ないのにな」

「鱗うろこがあるから恥はずかしくないんですっ。それより魔王様……」

「わかってる」

　アーヴィンは空間に黒い渦うずを発生させる。超ちよう簡かん易い式空間転移魔法だ。そこに手を突つっ込み、ミトラの服を引っ張ってくる。

　この前買ったと言っていた白いワンピースだ。

「これでいいか」

「床ゆかに置いてください」

　ミトラの服を無造作に床に放ほうる。するとミトラはドラゴン状態のまま服の中に入り──ぱあっと眩まばゆい光を発した。

　次の瞬しゆん間かんには、ミトラは人間の姿になり、持ってきたワンピースを身に着けていた。

「変身完かん了りようです！」

　グッと握にぎりこぶしを作ってガッツポーズ。いちいち可愛かわいい奴だ。

「それで、何をしてほしいんだ」

　と訊たずねると、またもじもじとし始めた。

「え……と、ですね。な、なでなで──」

「なでなで？」

「なでなでしてほしいんですっ」

　顔を真っ赤にしてそんなことを言ってのけた。

「なんだ。そんなのでいいのか？　新しい服が欲ほしいとかでもいいんだぞ」

「いいんです。わたしはなでなでしてほしいんですっ」

　目をきゅっと閉じて金色の髪にできたつむじをこちらに向けてくる。

（まあいいか）

　恩を返すと言ったのはアーヴィンだ。ミトラがそれでいいなら拒きよ絶ぜつする理由もない。

　小さな頭にアーヴィンは手を置き、ゆっくりと撫なでる。

「はひゅ～。気持ちいいですぅ～」

　まるでリラクゼーションマッサージでもしているかのようにとろんと目を潤うるませている。

　そんな気持ちいいなら今度やってもらおうかな。

「……そろそろいいか？　ミルヴァーを追わないと」

「うぅ～、もっとしてほしいです～」

（まあいいか）

　ミルヴァーのことも気がかりだが、たまにはこういうのも悪くない。

　──結局、十分ほど経たってから、アーヴィンは再びミルヴァーを追いかけた。




　　　　※




「ひやぁぁぁあああっ！　そこはだめぇぇぇぇっ」

　ミルヴァーの後を追って、中庭の一角にあるガラス張りの植物園に差し掛かかった時だった。

　中から聞き覚えのある嬌きよう声せいが響ひびいてきた。シーナだ。

「何してんだ？　こん中で……」

　植物──まさか？

　ミルヴァーが持っていた薬と王都で買ってきた怪しい苗なえ木ぎ。点と点が繋つながるどころか合体してしまった。

「ミルヴァーいんのか……？」

　外からでは入り口に生える植物が邪じや魔まで奥の方まで見えない。

　仕方なくガラス扉を開けて中に入る。

　植物園の中心部は広場になっているはずだ。一本の樹きとベンチが置いてあり、休きゆう憩けいできる場所になっている。

　アーヴィンは植物園を突き進み、中心部に辿たどり着く。

「………………」

　なんというかすごいところに来てしまった。

　広場全体が奇き怪かいな緑色の触しよく手しゆで埋うめ尽つくされていた。おそらく植物の蔓つるだろう。それらがまるで一本一本生きているかのようにうねうねと蠢うごめいていた。

　その触手の群れの中央──。

「いやあぁぁぁぁっ、ちょ……服の中まで舐なめまわさないでぇっ」

「ふむふむ……薬液で植物の生せい殖しよく本能を刺し激げきすると他種族の女性にも興奮する、と。興味深いことでございますね」

　──空中で二人の女性が触手に弄もてあそばれていた。一人はシーナ。もう一人は捜さがしていたミルヴァーだ。なぜかミルヴァーの方は触手に弄ばれながら、メモを取っている。

「──っ、アーヴィン！」

　そこでようやくシーナがこちらの様子に気づいた。よく見るとシーナはいつも着ていたライトアーマーを触手に脱ぬがされ、薄うすい布地のインナー姿になっていた。しかもインナーもところどころ破かれている。どうやら結構な間、お愉たのしみだったらしい。

「助けて！　ミルヴァーの変な実験に巻き込まれて……ひゃうっ」

　胸の形が変わるのが傍はたからわかるくらい揉もみしだかれていた。頬ほおも紅潮して、息も荒あら々あらしい。

　なんとなく想像がつくが、一応ミルヴァーにも訊ねてみる。

「なあ、ミルヴァー。お前がオレに頼たのんだ植物って、今お前らに巻き付いてる奴やつか？」

「はい、そうでございま──んっ……なかなか興味深いサンプルでございますよ」

　やはりミルヴァーは買ってきた植物をこの広場に植え、持っていた薬をかけて、暴走させたらしい。ここになぜシーナがいるのかわからないが、おそらくミルヴァーの実験台に呼ばれたのだろう。

「アーヴィン！　冷静になってないで助けてよ！　こいつあたしの中に入ってこようとして──ひゃあっ」

　と言いつつも気持ちよさそうな声を上げるシーナ。

「まあ愉しんでるんならオレの出る幕はないな、じゃ」

「待てーっ！　こらっ！　帰るなーっ」

　背を向けて帰ろうとするアーヴィンに、シーナが叫さけぶ。

「いや愉しんでるじゃん、ミルヴァーも」

「アーヴィン様もどうでございましょう。マッサージによいですよ」

「ほら」

　意外と余よ裕ゆうそうだ。

「ちがーうっ！　こいつと一いつ緒しよにしないで！　早くなんとかしてよ！　こっち身動き取れないんだから！」

　本当に動けないらしい。あのシーナが恥はじを承知で助けを求めている。

「なんとかってなんだよ」

「だからこの触手をなんとかしてって」

「ん～、聞こえないなぁ。この触手をなん──」

「……ふざけないで、アーヴィン」

　あ、やば。マジボイスだ。

　からかいが過ぎたかもしれない。

（まあ半分くらい、オレのせいだしな）

　ミルヴァーの依い頼らいという時点でこうなる未来が多少予想できた。その上で協力したのだから、やはり責任はこちらにもある。

「仕方ねぇな」

　マジメな話──今も植物は成長を続けている。このまま成長するとやがて植物園のガラスを突き破って庭へ出て、魔王城を覆おおい尽くしかねない。他ほかにこの騒そう動どうを抑おさえられる魔族はいないだろうし、結局のところ自分がやるしかない。

　アーヴィンは触手植物の中央に向かって手をかざす。

「何するのよ」

「ちょっと黙だまってろ」

　そして小さく唱えた。

「─蹂じゆう躙りんする炎ほのお─オーバードイグナイト」

　空間を撫でるように手を横にスライドしていく。

　と同時に、ぼぼぼっ、と触手のあちこちに火が点ついた。

「ちょ、ちょっと！　こんなところで燃やす気!?」

「だから黙ってろって」

　さらに手をかざし続け、火は触手を伝って本体の元苗木だった木に辿り着く。表面から木全体を覆うように火が燃え盛さかった。

「きゅるるるるるるぅぅぅ」

　触手植物は苦しそうな悲鳴を上げ、触手が激しく蠢いた。一本また一本と焼き千ち切ぎれた触手が地面に落ちていく。

「熱っ」

　捕とらわれているシーナにも熱風が当たる。なるべく避さけたつもりだが、この規模だ、多少は我が慢まんしてもらいたい。

　発生させた炎をまるで粘ねん土どのように操あやつり、触手植物を撫でるように燃やしていく。

「きゃっ」

　絡からまっていた触手まで焼け落ち、シーナは地面に落ちた。

「アーヴィンやりすぎ！　やりすぎだって！」

　外野がうるさい。気が散るから、本当に黙っててほしい。

　このまま燃やしていたら延焼して植物園全体が大火事になるのは文字通り火を見るより明らかだ──そんなことはわかっている。

　──だから。

　アーヴィンはかざしていた手をぐっと握りしめ、再び詠えい唱しようする。

「─静せい寂じやくなる水の波動─レストハイドラ」

　するとさっきまで触手と木を燃やしていた炎があっという間に掻かき消えていく。

　いや、消えるというのは語ご弊へいがあった。炎は黒い霧きりのようなものへと変化し、アーヴィンのこぶしの中に吸収されていった。

　それは一いつ瞬しゆんの内に全すべて消え、残ったのはいつもの植物園だった。そこには触手植物だけが綺き麗れいに燃やされ、ほとんどが炭化して地面に落ちていた。

　残されたシーナは地面にペタンと座り込んで、ポカンと口を開けていた。今の光景が信じられないといった様子だった。

　それもそうだろう。あれだけ炎えん上じようしたというのに、植物園にあった他の草花は一いつ切さい燃えていなかった。最初に来た時のままだ。

「あ、アーヴィン！　あんた一体何をしたの!?」

　言わなきゃならないか。面めん倒どうくさいのでかいつまんで説明した。

「あ？　単に燃やして消しただけだけど？」

「……そ、そんなことできるの……？」

　驚おどろくのも無理ない。自分以外でこんなことをやる魔族は今のところ見たことがない。おそらくミルヴァーにも無理だ。

「それにアーヴィン。あんた、さっきの詠唱ってなに？　確か魔族って詠唱いらないんじゃなかった？」

　人間の魔法は言葉による詠唱か、魔ま法ほう陣じんによって『意味』を与あたえ、顕けん現げんさせることで発動できる。

　魔族は体内の瘴しよう気きを頭のイメージによって顕現させるため、本来詠唱は必要ない。シーナはそのことを指し摘てきしているのだろう。

「魔族は詠唱しなくても魔法使えるし、オレもそうだな」

「じゃあなんで詠唱したの？」

　シーナはわかってないようだが、答えは明白だ。

「そっちの方がカッコいいだろ」

「そういう理由!?」

　それ以上の理由が必要か？

「そもそも人間がずるいんだよ。いちいちカッコいい魔法唱えやがって。黙って魔法使っても爽そう快かい感かんとかゼロなんだよ！」

「逆ギレされても困るんだけど──でも、ダサい詠唱は抜ぬきにして」

「ダサい!?」

　シーナはロマンというものがわかっていない。これだからお高くとまった騎き士し様は……。

「あんな魔法、王都でも──ううん、あたしが知る限り文ぶん献けんにも載のってない。あれが本来の魔族の力なの……？」

「一いつ般ぱん的なデーモン族では不可能でございますね」

　触手から解放されたミルヴァーがパンパンと白衣をはたきながらこちらに歩み寄ってきた。

「魔王様だからこそできる裏うら技わざのようなものでございま──いたっ、説明中に殴なぐらないでほしいので……」

「お前は好き放題やりすぎなんだ。反省しろ」

「うぅ……申し訳ございません」

　叩たたかれた頭をさすりながら、深々と頭を下げるミルヴァー。

「ってかミルヴァー。なんでこんなことしたんだ。あんなことやったら城もただじゃ済まないことくらいわかるだろ」

「シーナ様が悪いのでございますよ」

　そうだ。そもそもなんでミルヴァーはこんな実験をしたのだろうか。シーナと直接面識でもあったのだろうか。

「あたしのせいって、どういうこと？」

　ミルヴァーは続けた。

「私めにはやりたい実験や造りたい魔法生物がいるのでございます。それをシーナ様は全部やめさせ、やりたくない武器のエンチャントやダークエルフへの魔術の教育など私めにさせるのでございます」

「そうなのか？」

　顔を向けると、驚いたようにシーナは飛び上がった。

「え、ええと……」

「心当たりがあんだな」

　わかりやすい反応だ。そういえば、魔道研究所にエンチャントしにお願いに行ってくるとか、いつだったか修練場でそんなことを言っていた気がする。

「だ、だって研究所の実験ってスライムに触しよく手しゆを生やしたり、宝箱型の魔法生物を造ったり、ほとんど利益のないような実験ばかりだったのよ？　そんなことに大切な予算は割さけないわ」

「それはお前の主観だろ。スライムに触手を生やす実験だって、お前みたいな女騎士が攻せめてきた時に、快楽攻めして動きを封ふうじることもできるかもしれないし、宝箱型の魔法生物だって奇き襲しゆうに使えるかもしれない」

「でも……」

　と反論しようとするとアーヴィンが続けて言った。

「お前さ、目先の武器や魔法ばっかりに目がいってて、それ以外を排はい除じよしようとしてねぇか」

　アーヴィン自身、前から思っていたことだった。

　続けてアーヴィンは言った。

「オレもミルヴァーも、当然オークたちも、生きてんだ。オレたちだってバカなりに一応気持ちもあるし心もある。お前がいらないって言って排除したもんも、オレたちにとったら大切なもんなんだよ」

　シーナは、自分が正しいとありたいという衝しよう動どうの裏返しか、周りの意見や気持ちを顧かえりみずに突つき進むきらいがある。

　それが魔王軍の改革によく表れている。

　正しい正しくないを論じるつもりは毛頭ない。だがシーナはもっと周りの他人の心に目を向けるべきだ。

（反論されるか？）

　言い過ぎた──とは思わないが、シーナならむきになって言い返してくるかもしれない。

「…………」

　しかしなぜか不気味なほどシーナは俯うつむいたまま何も喋しやべらなかった。

　口を開いたのはミルヴァーだった。

「魔王様……さすがにスライムに女性を襲おそわせる発想は私めにはございませんでした」

「な、なに……？　すまん、オレが穢けがれてた」

「いえいえ、そういう使い方もありかと」

　ちらりとシーナを見る。まだ俯いている。まさか反省しているのか？

　なんだかそんなに素す直なおに落ち込まれるとこちらが悪いみたいに思ってしまう。

　アーヴィンは後ろ頭を掻きながら、

「まあ、今回の件に関してはオレも半分くらい悪い。ミルヴァーに頼たのまれてあの苗なえ木ぎ買ってきたからな」

「そう、なの？」

　ようやく面おもてをあげたシーナはどこか沈しずんだような雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　今回の件だけを切り抜けばシーナはどちらかといえば被ひ害がい者しやだ。やはり責めるのは筋すじ違ちがいだろう。

「そうだな、今回の件に関しては全員悪い。実験の原因はお前が作ったし、オレが条件を整えた。ミルヴァーは加害者。まあ結果として他の奴やつらの迷めい惑わくにはならなかったし、お互たがい水に流すってことで」

「魔王様、うまく責任を分散したのでございますね」

「お前に言われたくねぇからな!?」

　なに第三者面づらしてるんだ、このマッドサイエンティストは。

「ごめんなさい、あたしのせいよね」

　シーナは呟つぶやくように言った。

「さっきからなんだお前、気持ち悪い。しおらしくなりやがって」

「そんなこと言われても──あっ」

　シーナがアーヴィンの二にの腕うでを見ながら声を上げた。つられて視線を移すと、ローブの一部が切れて、袖そでを赤い血で汚よごしていた。どうやら腕の一部に切り傷をつけられていたらしい。

「それ、さっきのせいで……？」

　言われるまで気づかなかった。

「ああ、最後にあの触手が暴れた時、斬きられたんだろうな。まあオレの体は丈じよう夫ぶだからしばらくすれば治るって」

　なんかずきずきするくらいしか思わなかったし、大した怪け我がではない。誇こ張ちようではなく、魔族の治ち癒ゆ能力なら数時間もすれば治る。

「でも、服は……」

「まあ……城下町で買った一いつ張ちよう羅らだから替かえはないな」

「じゃ、じゃああたしが明日あした見み繕つくろってあげる」

「は？」

　何を企たくらんでいる？

　服を見繕う──それはつまり一いつ緒しよに街へ行って服を買ってくれるということか？

「迷惑かけたしその服だって今回のせいで破いちゃったでしょ？　そのお詫わびくらいはせめてさせて」

「今日どうしたお前。まさかさっきの触手に頭やられたか？」

「そうじゃないって、マジメな話してるんだから……」

　とミルヴァーがくくっと笑い、

「なるほど……では私めはお邪じや魔までございますね。これで失礼させていただきます」

　とそそくさと植物園から去っていった。

「おい、ミルヴァー──って、うおぅ」

　シーナにぐっと腕を引き寄せられた。

「あたし、ずっと魔族のことなんてわかってなかった。半月以上ここで過ごして、わかったの。あんたたち魔族も、人間と何も変わらない生き物なんだって」

　なるほど、合点がいった。

　なんだかさっきから沈んでいたと思ったら、ちょっとは省みていたらしい。

　シーナは最初、魔王軍のことを復ふく讐しゆうの道具にしようと思っていた。

　そこにオークたちやラミアたち──魔族の気持ちを理解しようという試みは全くなかった。

「……そうかよ」

　──お前がいらないって言って排除したもんも、オレたちにとったら大切なもんなんだよ。

　どうやらさっきの言葉をシーナの中で反はん芻すうしていたらしい。

（まあ結果オーライ……なのか？）

　今回の事件をシーナ自身が自分の強ごう引いんなやり方が招いた結果だと反省してくれているなら、今後強行手段はとらないかもしれない。マイ温泉を勝手に女性専用にしたり、とか。

「せめてお詫びをさせて。ミルヴァーが暴走したのだってやっぱりあたしのせいなんだし」

　アーヴィンはポリポリと頬ほおを掻かく。

　そこまで思い悩なやませるつもりはなかった。なんだかこちらがこっ恥ぱずかしい気分になる。

　アーヴィンは腕を組んで、視線を逸そらし、

「お前は責任感が強すぎる──けど、どーしてもお詫びがしたいってんなら、まあ叶かなえてやらんこともない」

　ちょっと棘とげを含ふくませた。これがきっかけでぎくしゃくもしたくないし。

　ふふっとはにかんだシーナはいつもの調子で言った。

「じゃあ明日、朝十時に城門前に来て。ついでにあたしにもっと魔族のこと教えなさい。魔族の街だって初めてだし」

「それってお前のお詫びになんのか？」

「言い訳しない。じゃあまた明日ね」

　とシーナは走って植物園から出て行った。




　　　　※




　──シーナは植物園を出て魔王城の中庭を走りながら、ふと思う。

　どうしてだろう。

　少しだけ胸がドキドキしていた──。




　　　　※




　城下町に服を買いに行く。

　そんな約束をしたのは初めてかもしれない。

　あれ？　これってデート？

　なんて思い当たったのが、植物園の事件から一夜明け、翌朝、待ち合わせの場所へ向かおうと玉座の間の扉とびらを開けた時だった。

　アーヴィンの恰かつ好こうはローブが破けたので、パッとしない黒いシャツと黒いズボンだ。翼つばさは収納できないので、背中で折りたたんでいる。

　いや待て。デートではない。

　ただお詫びがしたいとシーナは言っていた。これはただ服を買いに行くというだけだ。それ以上でもそれ以下でもない。

　それはおいといて、いいことはあった。

　魔族のことをあれほど嫌きらっていたシーナが昨日魔族のことをもっと知りたいと言っていた。

　思えば魔王軍に正式に入ってからも、自分以外の周りは全部敵、味方はいないという雰囲気でずっとぎすぎすしていた。

　傍はたから見れば上官と部下という関係をしっかり保ってはいたものの、それは外見上のもの。やはり本当の意味で信しん頼らいし合わなければ、昨日きのうのミルヴァーのような暴走はまた起こってしまうだろう。

　今回、城下町に行くのはいいきっかけになるかもしれない。

（これは使えるかもしれないな）

　いいことを思いついた。

　ここでびしっと街を案内することができれば、今までのぐーたらなアーヴィン像を払ふつ拭しよくできるかもしれない。

　それに街中には知り合いも多い、実はアーヴィンはコミュ力最強というところを見せれば、シーナは見直してくれるかもしれない。

　よしよし、と心の中で算段を立てていると、

「あれ？　魔王様、お出かけですか？」

　ミトラとすれ違った。人間姿だ。いつもの白いワンピースを着ている。

「あ、ああ、ちょっと街に──」

　と言いかけると、

「遅おそいじゃないアーヴィン」

　とエントランスの方からシーナが歩いてきた。

「シーナ？　どうしてここに」

「十時になっても来ないから迎むかえに来たのよ」

　そんな殊しゆ勝しような奴だったか？　と首を傾かしげていると、ミトラが二人の顔を見比べるように首を振ふり、

「え？　え？　どういうことですか魔王様」

　返事をしようとすると先にシーナが口を開いた。

「ああ、ミトラちゃんおはよう。今からこいつの服を買いに行くのよ。昨日ちょっとあってこいつの服破いちゃったから」

　相変わらず責任感の強い発言をする。別にシーナのせいというわけではないのに。

　それを聞いたミトラはアーヴィンの服を掴つかみ、

「わたしも行きます！」

　と叫さけんだ。

「いいけど、オレの服買いに行くだけだぞ？」

「それでも行きます！」

「飽あきて途と中ちゆうで帰ったり──」

「しません！　行きます！」

　なんでこいつはこんなにやる気があるのだろうか。是ぜが非ひでも一緒に行くと目が訴うつたえかけている。

「いいじゃない。多い方が楽しいし」

　断る理由はない。

　結局ミトラを含めた三人で城下町に出ることにした。







「本当に歩いてる人みんな魔族なのね」

　城下町大通り。

　魔王城の城門から、城下町の正門までまっすぐと突っ切るこの大通りは飲食店や仕立て屋など、様々な店が建ち並んでいる。

　夜遅おそくまで開いている酒場、賭と場ばなどもあるため、この通りに人がいなくなることはない。

「それに雰ふん囲い気きも王都と変わらないし、本当にここ魔王領なの？」

　シーナは不思議そうにきょろきょろと周りを見ながら言った。

「当たり前だろ、魔族しかいないし」

　歩いてる人、飲食店前で看板を持って客引きをしている人、クレープ屋の屋台で子供にクレープを作っている人──みんな魔族だ。

　それぞれゴブリン、ラミア、デーモン族だ。他にも犬型の魔ま獣じゆうガルムに首輪をつけて散歩をする婦人デーモンもいる。

「ねえ、あたしここに来てからずっと疑問だったんだけど」

「なんだ？」

「あんたって魔族の顔とか見分けつくの？　特にオークとかゴブリン」

「当たり前だろ。お前見分けつかないの？」

「え……本当につくの？」

　じっと疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けられる。

「バカ、ちゃんと見ればわかんだよ。あいつら微び妙みように鼻の大きさとか目の大きさとか耳とか違うし、声もちょっと高い奴やつもいるしな」

　一応魔王軍に所属するオークくらいなら見分けをつけることはできる。雇やとった当初はあまりわからないものだったが、接している内に性格も違うことも相まって、覚えることができた。

「怠なまけ気味な奴とか、マジメな奴とか、それくらいならわかんだろ。そうやって覚えんだよ」

「あ、それならなんとなくわかるかも。顔じゃ判断できないけど」

「そんなんじゃ魔族検定一級に合格できねぇぞ」

「別にしたくないし」

　マジトーンで言われた。そんな検定なんてないが。

　でも実際に飲食店とかでも『常連の顔くらい覚えろよ！』と吠ほえる迷めい惑わくオークがいると聞く。自分はがんばって覚えたが、やはり数回会う程度だったら完全に個体差を見分けるのは難しいだろう。

　隣となりを歩いていたミトラがくいくいっとアーヴィンの袖そでを引っ張ってきた。

「ん？　なんだ」

「あの……魔王様」

　口に指を当てて、じっとクレープ屋の屋台を見つめていた。

「食べたいのか？」

　と聞くと、黙だまってこくこくと頷うなずいた。

「じゃあなんか食べるか、ちょっと腹減ってきたし」

　屋台の前に近づく。プレーン、イチゴ、グレープ、ブラッド。

「ブラッドって何!?」

　叫んだのはシーナだった。

「知らないのか？　吸きゆう血けつ鬼き用のクレープ。魔王軍司令とかイキりちらしてるくせに、魔族の食べ物知らないとか、ぷーくすくす」

「変な笑い方しないで──仕方ないじゃない。街に出たのなんて初めてなんだし。じゃあ具体的にどんな味かは知ってるの？」

「え……いや……」

　さすがに自分も食べたことはない。だって血だぜ？

「ほら、あんたも知ったかぶりじゃない。やだやだ、トップに立つ魔王様が知ったかぶりなんかしちゃって」

「ぐぬぬ……」

　後で絶対泣かす。

「──ふふっ、まあいいわ。あたしが奢おごる。ミトラちゃん何食べたい？」

　と言ってガマ口を開けるシーナ。中には魔族の通貨であるロキアル銀貨が十枚以上入っていた。あれだけあれば服を買ってもお釣つりがくる。

「わたしはグレープが欲ほしいです」

　とミトラはグレープを店員の女デーモンから受け取った。

「あたしはイチゴ、アーヴィンは？　一応聞いといてあげる」

　乗ってるな、調子に。

「じゃあオレもイチゴで」

「あら、あんたならブラッド選ぶと思ってた」

「気になるけどこんなところで冒ぼう険けんできるか」

　前にブラッド味のクレープを食べたオークがいた。そいつは「あれは二度と喰くいたくない」とマジメな顔で言っていたので、さすがに奢りとはいえ手を出す勇気はない。と思っていると「へぇ……アーヴィンもイチゴ好きなんだ……」と隣でなにやらシーナが呟つぶやいていた。

　一口かじる──うまい。クレープなんて久々に食べた。

「あの魔王様……一口ください」

　もじもじ、とミトラ。

「イチゴ欲しいのか？」

「魔王様のものならなんでも──代わりにグレープあげますっ」

　実はグレープ味も少し気になっていた。「じゃあ」と持っていたクレープを差し出すと、かぷっ、とミトラは一口齧かじった。

「じゃあお返しに」

　と今度はミトラが差し出してくれたグレープ味のクレープを齧る。……これもうまい。

「あっ、魔王様、頬ほおにクリームが」

「え？」

「とってあげますね」

　指先でぺろっと頬を撫なでられ、そのままクリーム付きの指をパクッとくわえた。

「えへへ、ちょっと魔王様の肌はだの味がします」

　いたずらを成功させた子供みたいにミトラははにかんだ。

「ずいぶん楽しそうね」

　それを見ていたシーナはジトっとした目でこちらを見つめてくる。

「まあ久し振りに食べたしな、城下町だって誰だれかと来たの久し振りだし」

「そういう意味じゃないんだけど……」

　また何やらぶつぶつと呟いている。

「せっかく来たんだからお前も楽しめよ。城下町初めてなんだろ？」

　じっとこちらを見つめてきたかと思うと、「よし」と意を決したように頷いたシーナは、

「じゃああたしのも一口あげる」

「え？」

　なんでそういう話になるのか。

「え？　じゃないわよ。いいでしょ？　あたしもそれ食べたいの」

　ツンとそっぽを向きながら、クレープを差し出してくる。だからそれがよくわからない。

「オレとお前、同じイチゴ味だろ」

「え？　あ──」

　なぜかシーナは頬を赤くし、

「いいから食べなさい！」

「ちょ、な──うぼっ！」

　無理やり口に突っ込んできた。息ができない。殺される。

「う……ぼぉ……ぐ、ごくっ……っはぁはぁ」

　喉のどの奥に直接クレープを突っ込まれた。ギリギリ吞のみ込めて助かった。

「シーナさんずるいです！　わたしももう一口あげます」

「え？　いや、待て待て──ぐほっ！」

　なぜミトラが対たい抗こうするのか！

　さらに負けじとシーナもクレープを持って、

「今日はあたしがお詫わびするために来たんだから、あたしのも食べなさい！」

「どういう、理り屈くつ──ぐほっ！」

　アーヴィンの口に二つのクレープが突っ込まれる。殺される。

「ずるいです！　もっとわたしのも」

「これはお詫びなんだからミトラちゃんはどいて──きゃ」

　二人がもみくちゃになったせいでバランスを崩くずした。そのせいで持っていたクレープを滑すべらせ──二人の顔と服に白いクリームが付いてしまう。

「うぅ……クリームがべちょべちょですぅ」

「アーヴィンのせいよ！」

「理り不ふ尽じんだろ！」

　殺されかけた挙句冤えん罪ざいを吹ふっ掛かけられるなんて聞いたことがない。

「ったく……しゃあねぇ、さっさと洋服屋行くか。お前らの分もそこで買えよ」

　どちらにせよこのままじゃ街を歩けない。

「そうしますぅ」

「あたしも服買っていいの？」

　真顔できょとんとされてしまった。

「お前、こっちに来てからロクに服着き替かえてないだろ。いい機会だからオレがなんか買ってやる」

「奢ってくれるの？」

「クレープくれた礼だ。言っとくけど安いのだけな」

　ロキアル銀貨を六枚ほど持ってきているから、一着くらいなら余よ裕ゆうで買える。

　それとも『あんたに奢られるくらいなら、あたしが自分で買う』とか強気に言い返してきそうだ。それならそれでもう好きにしろ、と言いたい。

　だが、意外にも、

「あ、ありがと」

　と視線を逸そらしながらも、素す直なおにそう言った。

（なんだか気味悪いな）

　植物園での事件以降、なんだかシーナが丸くなった気がする。魔王軍に来たばかりの時のような棘とげがなくなっている。

　ミルヴァーに変な薬でも飲まされたか。

　持っていたクレープを全すべて食べ終えるとほぼ同時に、洋服屋に辿たどり着いた。

　アンティークな木造建築の建物だ。中に入ると、ふんわりと天然の芳ほう香こう剤ざいの香かおりが漂ただよってきた。この匂においはグリーンハーブだろうか。

　店のカウンターには老デーモンが椅い子すに座って船を漕こいでいた。

「なんだか、変わった服が多いわね。これなんて背中に穴が空いてるし」

　いつの間にかシーナが並んでいた服を手に取っていた。行動が早い。

「それはデーモン用だ。その穴は背中の翼つばさを通す穴だよ」

「あたし生えてないけど？」

「知らん」

　元人間だから種族的にはデーモン族ではない。思えばシーナは何の種族の魔族に属するのか。

「わたし着替えてきますね！」

　こちらも行動が早い。すでに何着か手に持ってミトラはフィッティングルームに入って行ってしまった。

「……あんたってさ、ミトラちゃんにすごく慕したわれてるわよね」

　服を選びながらシーナが突とつ然ぜんそんなことを呟いた。

「慕われてる──っていうか、まあ旧知の仲だしな。もう百年くらいか」

「あんたはさ、ロクでもないぐーたらで、いつも遊んでるか引きこもって寝ねてるか、しかしてないどうしようもない奴やつだけど」

「なんでいきなりディスられた？」

「──けど、悪い奴じゃないのよね」

　何が言いたいのか。訊たずねる前にシーナは答えた。

「魔王軍のオークたち。そいつらから結構あんたの話を聞いたりもしたんだけど、みんなあんたのこと、悪く言ってる奴はいなかったわ」

「そりゃ意外だな。結構嫌きらわれてるかと思ってた」

「嫌ってたら、軍なんてすぐに辞やめて出て行ってるでしょ。それでも残ってたってことは少なくともあんたのことを魔王と認めてたのよ」

「オークたちが？　オレのこと？」

「そう。なんでこんな奴のこと──ってずっと思ってたけど、昨日あの後思ったの」

　あの後──植物園での事件の後だろうか。

「あんたは困ってる人がいたら自分のことを多少犠ぎ牲せいにしても助ける──いい奴だって」

「そうか？」

　自分でも自分のことはよくわかっていない。だが目の前で助けられる命があって、そんなに手間がかからないなら、手を差し伸のべるくらいはする。見捨てたら後味が悪いから。

「そう思ったら、最初に会った時もそうだったなって。砦とりでで崩ほう落らくした瓦が礫れきからあたしを守ってくれたでしょ」

　そういうこともあったな。今となっては懐なつかしい。

「お礼言ってなかったね──ありがと」

　そんなしおらしいセリフがシーナから出て来るとは思ってなかった。本当にミルヴァーに薬を飲まされたんじゃないだろうな。

「な、なんだ？　要件はなんだ？　まさかロキアル銀貨三十枚相当の高級服を買おうってんじゃ──」

「あんたね……お礼くらい素直に受け取りなさいよ──あっ、これなんかいいんじゃない？」

　シーナが手に取ったのは一着の黒いローブだった。

「そういうのを着るのが好みなのか？　へぇ、オレと趣しゆ味みが──」

「ち・が・う！　あんたの服でしょ！　元々ここに来たのはあんたのためなんだし」

　そういうことか、と言われてローブを受け取り体に当てる。

「……まあ似合うんじゃない？　合わせてきたら？」

「いやいい──おばちゃん！　これくれ」

　あいよ、とカウンターから老デーモンがやってくる。

「いいの？　そんなあっさりと」

「いいよ、お前が選んでくれたんだろ？　じゃあそれでいい」

　と言うとなぜかシーナはきょとんとして「しょ、しょうがないわね。じゃあそれ買ってあげる」とやってきた老デーモンに銀貨を渡わたした。

「あんたって、それナチュラルで言ってるのね」

「なんのことだ？」

　シーナがため息を吐ついていると、シャッとフィッティングルームのカーテンが開かれた。

「着替えてきましたっ。魔ま王おう様、どうですか？」

　ミトラが着たのは青のホットパンツにワンポイントＴシャツ。ふむ、いつも元気なミトラにはぴったりだ。

「いいんじゃないか、子供っぽくて」

「あ、ちょっとバカにしました？」

「してねぇよ」

　いいと思ったのは本当だ。

　──シーナはというとまだ服選びで悩なやんでいた。

「別にバカ高いものじゃないならなんでもいいぞ」

「ねぇ、あたしってどの種族の魔族に見えるのかしら」

「さあ、デーモン族にしては翼も角もねぇし……どっちかっていうとちょっと色白のダークエルフじゃないか？」

　ダークエルフは基本褐かつ色しよく肌はだだが、個人差もあり、人間の肌の色に近い人もいる。

「じゃあ、ダークエルフの服ね……うっ、いや、郷に入っては郷に従えって言うし……」

　何をぶつぶつ言っているのか。シーナの体に隠かくれてどんな服を取ったのか見えなかった。「じゃあ着替えて来るわね」とそそくさとフィッティングルームに向かい──。

　──ほどなくして出てきた。

「ど、どうよ」

「ぶっ」「うわぁ」

　ぶっ、はアーヴィン。うわぁ、はミトラ。

　完全に予想外だった。思わず噴ふき出してしまった。

　シーナが着てきた服はあまりにも露ろ出しゆつ度どが高かった。

　淫いん紋もん丸見えのヘソ出しワンピースで、スカート部分には縦に切れ目が入っており、超ちようミニになっている。風でも吹いたらパンツラインが見えてしまいそうだ。

　確かにダークエルフが着ていそうな服だが……。

「なによっ、あんたがあたしのことダークエルフっぽいって言ったんじゃない」

「いや、そうだけど……」

　目のやり場に困る。際きわどいラインだけじゃない、つい見えてしまう自分が付けたあの淫紋がちょっとえっちだ。それに、胸部分も谷間が大きく見える薄うす地じの服だ。意外と胸あったんだな、と今いま更さらながら再認にん識しきしてしまう。

　そんなドキドキしているアーヴィンをミトラが見み逃のがさなかった。

「う～、魔王様を誘ゆう惑わくするなんて許さないです。わたしもそれ着ます！　大人のれでぃになります！」

　シーナと同じ服を取り、さっとフィッティングルームに入ってしまうミトラ。衣きぬ擦ずれ音の後、ミトラがシャッと出てきた。

「どうですか」

「…………」

　なんというか、その……。

「……ミトラちゃん、もうちょっと大きくなってから着ましょうね」

「ひどいです！」

　シーナがそう言ってしまうのも無理ない。ミトラにも合う小さめのサイズを着たのか、一応着れてはいるが──それでもぶかぶかだ。

　超ミニだったはずのスカート部分は完全に普ふ通つうの丈になっていたし、谷間が強調されるはずの胸部分も、ペタンとした胸に吸い付くようにしわしわになっていた。

「心配するな、これからだから」

「どこ見て言ってるんですか！」

　胸を見てたのがバレたらしい。

「なに子供に欲よく情じようしてんのよっ」

「いてっ、つねんな──あっ」

　と、床ゆかに落ちていた服に足を取られた、バランスを崩くずしたアーヴィンは──なにやら柔やわらかくて温かい谷間へと顔をうずめてしまう。なんだこれは。

　押し退のけようとして、手を突つき出す。むにっ、丸いものを触さわった。しかもそれが二つある。

[image: ]

　あ──これは。

「なに感かん触しよく味わってんのよ！」

「ぐはっ」

　容よう赦しやのない膝ひざ蹴げりが鳩尾みぞおちにクリーンヒット。吹ふき飛ばされたアーヴィンは今度はミトラの胸へとダイブした。あ、ない。

「魔王様、いいですよ。ちゃんと味わってください。胸ありますからっ」

　ごめん、ないわ。相対的に見て、ない。

「ちょっと！　どさくさに紛まぎれてミトラちゃんの胸を──」

　シーナが引きはがそうと、アーヴィンの肩かたを持った時だった。

「あの～」

　カウンターに座っていた老デーモンが杖つえを突きながら、歩いてきて、

「遊ぶんなら店の外でしてくれんかの」

「「「……ごめんなさい」」」

　結局、アーヴィンの服は買えたものの、シーナとミトラの服は一いつ切さい買えなかった。

「どうするんだ？　お前ら」

「いいわよ別に、目的は達成したんだし──その、今日はちょっと楽しかったし」

「わたしはまた今度来たいです。今日はもう疲つかれちゃいました」

　そうか、じゃあまた来週に──。

　そう言いかけると──突然辺りが少し暗くなった。分厚い雲が日の光を遮さえぎったのか、と空を見上げると、

「……え？」

　信じられないものがそこに飛んでいた。

　ドラゴンだ。それもミトラみたいな小さい個体ではない。レンガ造りの一いつ軒けん家やほどの大きさがあるドラゴンだ。そのドラゴンが城下町を低空飛行し──城の方へと飛んで行った。

　同時に強い突風が吹き「きゃっ」とミトラが慌あわててワンピースのスカートを押さえた。

「白銀の鱗うろこ……？　あれって確か」

　遠目でもわかるくらい銀に輝かがやく鱗。どこかで見たことがある。

「あれ……？　ファーヴニルおじさま？」

　ミトラがそんなことを呟つぶやく。

「え？」

　龍りゆう王おうファーヴニル。

　北の山脈──ボルケル山脈のドラゴンズバレーに住む龍族を束ねる龍の王。

　それは人間の世界では御お伽とぎ噺ばなしになっている伝説の存在の龍だった。







　ファーヴニルが最後に城に来たのは今から百年ほど前、まだアーヴィンが小さい時だった。だからほとんど覚えていないが、父親オルヴェインと人型になったファーヴニルが何やら話している場面だけは覚えている。

　内容までは知らない。それ以降は一度も会っていない。

　ただ龍族と魔族の間には協定がある。

『魔族、龍族、そのどちらかが人間によって領地を脅おびやかされた時、お互たがいに協力し、人間に対たい抗こうする』

　この百年間一度もそのような事態になったことはなかったので、今でもその協定が有効なのかわからない。そもそも協定は先代魔王オルヴェインと龍王ファーヴニルの間で取り決められたものだ。その子であるアーヴィンには何の引き継つぎもされていない。

（城に何の用なんだ？）

　不安になりながらも、アーヴィンは城に帰ってきた。

　ミトラとシーナも後ろからついてきた。

「ファーヴニルってあたしでも知ってるわよ。子供の頃ころに絵本で見たもの。ミトラちゃんの知り合い？」

「はい、知り合いというか、わたしの育ての親みたいなものです」

「そうなの？」

　人間だったシーナにとってファーヴニルは伝説の存在だ。純じゆん粋すいに気になるのだろう。

　アーヴィンは城の門番であるオークから『龍の方が来てたので玉座の間にお通ししました。いや～でっかいっすね』と報告を受けたので、そのまま真っすぐ玉座の間へと向かっていった。

　一応龍族が通れるように玉座の間への廊ろう下かは広くしてある──が、よく見ると絨じゆう毯たんには巨きよ大だいな龍の足あし跡あとが残っていた。自分の体がまるまる収まるほどでかい足跡だ。

　突き当たり──アーヴィンは玉座の間の大おお扉とびらを開けた。

「え？」

　初めに目に飛び込んだのは銀色の壁かべだった。だがすぐにそれがファーヴニルの背中だと気付いた。目の前で尻尾しつぽが動き、ずずんと軽く地面を揺ゆらす。

　ぐるっと首がこちらを向く。

「来たか。魔ま王おうの子よ。待ちわびたぞ」

　龍王ファーヴニル。まるで深しん山ざん幽ゆう谷こくのごとく、静かで巨大だった。目の前で鎮ちん座ざしているだけだというのに、その銀色の双そう眸ぼうに睨にらまれただけで萎い縮しゆくしてしまう。

　人をいともたやすく引き裂さけるほど鋭するどい爪つめ、龍王に相応ふさわしい一対ついの巨きよ角かく。口元で煌きらめく白い牙きば、そのどれもが恐おそろしくもあり──美しくもある。

（こいつがファーヴニル……）

　目が合って何も言えなくなってしまった。このまま『この我を待たせよって！』とか言ってバクンとこちらを食べてこないだろうか。普通に怖こわいのだが。

「おじさまっ！　お久しぶりですっ」

　ドロン、といつの間にかミトラが人間姿からミニドラゴン姿へと変わっていた。パタパタと小さな翼つばさを動かして、ファーヴニルの顔へと近づいていく。

「おお、ミトラや。元気にしとったか」

「はいっ、毎週手紙読んでくれてますか？」

「よしよし、しっかり読んでるぞ～。いつも楽しそうな内容ばかり書いてくれていたな」

（なにこの変わり身!?）

　まるで孫を可愛かわいがるおじいちゃんのようなデレデレっぷりだ。あの威い圧あつ感かんのあった表情と双眸が、デレ～と破顔してしまっている。なんだかキモい。

「──して、魔王の子よ。今日は一つ聞きたいことがあってここに来た」

（また変わった!?）

　忙いそがしい奴やつだ──聞きたいこと？

「なんだ？」

「魔王の子、人間の娘むすめに軍を掌しよう握あくされていると聞いた。それは真まことか？」

「あたしのこと？」

　シーナが自分を指差して首を傾かしげた。確かにそれはシーナのことだ。

「ほう……貴様がそうか」

　そのまま殺しそうなほど凶きよう悪あくな目だ。本当に喰くってしまいそうだ。

「ええ、だからなに？」

　腕うでを組んで逆に睨み返すシーナ。豪ごう胆たんな性格だ。よくもまあそんな態度が取れるものだ。

「……魔族の秘術を受けているようだが、やはり人間……」

　シーナの体を舐なめまわすように見つめると、今度は再びアーヴィンの方を向いた。若じやつ干かんビビるから真っすぐ見つめないでほしい。

「魔王の子、貴様には魔族の誇ほこりはないのか？　人間に城を掌握され、あまつさえそれを放置している事態に、貴様は何も感じないのか？」

　痛いところを突かないでほしい。

　めちゃくちゃ悔くやしいし、こいつに『ははーっ、魔王様ーっ』と言わせたい──が、現状でそれを望んだら一いつ蹴しゆうされるだけだ。

　アーヴィンは精いっぱいの強がりを言った。

「ま、まあこいつがイキれるのも今のうちだけだしな」

「誰だれがいつイキったのよ」

　ジト目で見られるが無視だ。

「……やはり魔族と人間のハーフか。その思考はまるで父親とは正反対だな」

「え？　ハーフ？」

　シーナがきょとんとした目で見つめてくる。こいつにはそのことを言っていなかった。

「──時にミトラよ。お前だけに少し話したいことがある。いいか？」

「はい、構いませんよ──魔王様、いいですか？」

　イノセントな瞳ひとみでこちらに訴うつたえかけてくる。別に構わない。

「行ってこい。久々に会うんだろ」

「では、外へ。久しぶりに一いつ緒しよに空でも飛ぼうか」

「はいっ、では魔王様行ってきます」

　ずん、ずん、と地じ響ひびきを鳴らしながら、ファーヴニルはミトラと共に玉座の間から出て行った。

「……あんた。ハーフだったの？」

　残されたシーナがそんなことを訊たずねてきた。

「ああ、それがどうした？」

「あ、いえ、魔族と人間のハーフって珍めずらしいのかなって思って」

「珍しいって言えば珍しいな。まず出会いがないだろうし」

「聞いていい？　ご両親ってどうやって出会ったの？」

　純粋な興味だろうか。そう訊ねてくるシーナに他意があるように思えなかった。だから別に話すことに嫌いやな感情はなかった。

「子供の時聞いたけど、母さんと親父おやじが出会ったのはワルドー山脈の森の中だってよ。遭そう難なんしてた母さんを親父が助けたって──まあよくある話さ。それよりお前はどうなんだ。そういやお前のこと、団長の娘ってことくらいしか知らねぇ」

　確か王都聖騎き士し団の団長の娘らしいが、それ以外の情報は全く聞いていなかった。団長の名前はダリウスとかいう名前だった気がする。

「あたしなんて別にそんな言うほどのことはないわ。団長の娘ってだけよ」

「仲よかったのか？」

「悪くはなかったわ。騎士団学校に行く前からよくお父様に剣けんの稽けい古こをつけてもらってた」

「お前が剣だけならバカ強いのはそれのせいか」

　未いまだにレイピアを構えて突とつ進しんしてくるシーナの姿が脳のう裏りから離はなれない。

「ふふ、まあそうね。でも好きなところもあるけど──ちょっと嫌きらいなところもある」

「まあ父親っていったら、加か齢れい臭しゆうがするものだ。家にいるだけでウッと顔をしかめそうになるくらい臭においがヤバいし、それに普ふ段だんから汗あせ臭くさい場合は特に──いてっ」

「そういうんじゃない」

　後頭部にチョップされた。なんだ？　そういうお年頃だろう。こっちの親父の場合はひどかったぞ。

「──あたしとスヴェンの婚こん約やくを後押ししたのお父様なの」

　シーナが視線を落とし、

「最初は確かにスヴェンの告白からだったけど、その時はまだ保留で──しばらくしたらいつの間にかスヴェンとお父様が仲良くなってて、なし崩くずし的に決められて、断れない雰ふん囲い気きになってた」

「将を射んと欲ほつすればってやつか」

「お父様は馬じゃない」

　そこはツッコむところじゃないだろう。

「──悪いのはスヴェンだけど、その本質に気づけないお父様もお父様だし、あたしもあたし。文字通り馬ば鹿かなの」

「やっぱり馬か」

「悪ノリしないで、真剣に話してるんだから」

　最初にふざけたのはシーナでは？

「……でも、お父様ならスヴェンを裁けるかもしれない」

「不ふ貞てい行こう為いのことか？」

「そう、どこでもいいからお父様に会ってスヴェンのことを話せば……」

　魔族になったからといっても娘の言葉なら信じるだろう。

「それでいいのか？　一発殴なぐりたいんだろ？」

「あいつを騎士団から追い出してからでもボコボコにできるわよ」

　一発じゃないの？　ボコるの？

「あたしはどうしても王都に帰らなければいけないの」

「じゃあオレが連れて行こうか？　前みたいに空飛んで」

「無理よ。あんたがアルカティアの街に現れてから、きっと警備は厳しくなってる。飛んでいっても見つかるわ」

「え？　最近王都で買い物してきたけど」

　ミルヴァーの頼たのみ事で魔法の苗なえ木ぎを買いに行った時だ。

「行ったの!?」

「まあ確かに警備は厳しかったけど、裏通りに降りてそっから歩いて行ったら──」

「でも無理よ。スヴェンがお父様の周りを警けい戒かいしないわけがない。スヴェンの息がかかった騎士が周りを固めてる。見つかったらお父様に会う前に拘こう束そくされて口も利きけなくなる」

　スヴェンの不貞行為を知るシーナを生かしておくわけがないだろう。仮に強ごう引いんにアーヴィンが団長ダリウスの前にシーナを連れて行っても、『お前、洗脳されているのか』と取りあってはくれないだろう。

「いつか、チャンスはくるわ。そのためにあたしは魔王軍を──」

　と言いかけてシーナは口を噤つぐんだ。

「どうした？」

「……最近わからなくなったの。最初はあたし、魔王軍にいる奴らなんて別にどうなってもよくて、都合のいいコマとしか思ってなかった」

　初耳だ。ひどい言われようである。

「けど、あんたや他ほかのオーク、ダークエルフやバンシーたちと話してるとね、この子たちも人間と変わらない一つの種族なんだなって思った」

「……」

　アーヴィンが黙だまっているとシーナは続けて言った。

「魔族と魔ま獣じゆうの違ちがいも知らなかった。あたしたちの国では魔族は二足歩行、魔獣は四足歩行の獣けものだとしか教えられなかったから」

　魔族はオークやデーモン族など、人と話すことのできる知識を持った種族、魔獣は魔族、人間問わず襲おそい、言葉を話さない狂きよう暴ぼうな種族だ。基本魔獣は犬型の獣だったり、四足歩行が多いが、中にはワーウルフなど二足歩行もいる。

「あたし、わからなくなった。この軍をスヴェンへの復ふく讐しゆうの道具にしていいのか、私し怨えんのために動かしていいのか──そんなことしたらあんたが許さないでしょ？」

「まあ、な」

　最初はシーナなんかにオークたちが従うものか、と高を括くくっていたが、あの統とう率そつ力りよくを見るに、現実的なものになっていた。

　シーナが強行手段に出るならアーヴィンは魔王の力をもって全力で止めるつもりだった。

「あたしはどうしたらいいの？　このままじゃいけないのに……」

「まあでもそういうことか」

　今日街まち中なかでクレープを買った時や服を買いに行った時も思った。シーナの棘とげが抜ぬけて丸くなったと思っていた。

　シーナは魔族たちを『いい奴』だと思ってくれていた。それはいいことだし、正直嬉うれしい。

「少しはオレも協力してやるよ」

「え？」

　シーナが顔を上げた。その眼めは少しだけ潤うるんでいた。

「お前のことやっとわかった気がする。スヴェンって奴も個人的には気に入らないし、お前もほっとけねぇしな」

　これは本心だ。できることなら協力する。

「アーヴィン……」

　なんかマジっぽい視線を向けられた。恥はずかしくなって、ぷいっとそっぽを向き、

「か、勘かん違ちがいするんじゃねぇぞ。別にオレはお前のこと認めたわけじゃないからなっ」

　なんて言ってると、なぜかシーナが「ふふっ」と笑い、

「アーヴィン、あんたって本当に──」

「なんだよ」

　言いかけてシーナは「なんでもない」と今まで見たことがないような柔やわらかい笑えみを浮うかべた。

（変な奴やつ）

　とその時だった。

　ごごん、と玉座の間の大おお扉とびらが開いた。丁度扉の前に立っていたアーヴィンはその音にちょっとだけびっくりした。

　入ってきたのはミトラだった。

　正直、何を話したのかすごく気になる。だが最初にかける言葉はこれだろう。

「久しぶりにファーヴニルに会って楽しかったか？」




「……」

　なぜか暗い表情で俯うつむいていた。

「どうした？」

「……ごめんなさい。今日はもうこれで……部屋に戻もどってますね」

　ミトラはかたくなに目を合わせようとしなかった。ぺこりと一礼だけすると、ミトラは扉を閉めて、玉座の間から去っていった。

「ミトラちゃん、どうしたのかしら」

　シーナも心配そうに呟つぶやいていた。

「──ファーヴニルってミトラの父親代わりなんだよな」

「そうなの？」

　ミトラの父、母共にすでにこの世にいない。母はミトラの卵を産んだ時に死んでしまったらしい。父はその後を追うように病気で亡なくなったと言っていた。

　その後、ミトラの面めん倒どうを見てきたのは当時から龍りゆう王おうだったファーヴニルだった。ミトラにとって父代わりの存在だろう。

「仕方ねぇよ。ミトラだって年とし頃ごろなんだ」

「どういうこと？」

「加齢臭がきつかったんだろ。久々だしな、ミトラもさすがに──いってぇ！」

　グーだった？　今完全にグーで殴らなかった？

「殴るわよ」

「殴りましたよね!?」

「マジメな話でしょ？　ミトラちゃんがあんなに落ち込んでるの初めて見たわ」

　あまり見ることのない表情だったが、アーヴィンはあまり心配していなかった。子供の頃から気分の浮き沈しずみが激しかった。

（明日あしたにはケロッとしてるだろ）

　だから今回もたまたま気分が沈んでいただけかもしれない。ファーヴニルとの別れが寂さびしくて引きずっていたとも考えられる。

　だから大だい丈じよう夫ぶだろう。

　──そう思っていたのに。

　ミトラはその時以来、部屋に閉じこもってしまった。








第四章　ＴＲＰＧならラスボスは絶対に逃にげない









　ドラゴンズバレー。

　龍たちが住むその谷は大地の傷きず痕あととも呼ばれていた。山の一部が縦に割れ、龍たちは壁かべに作った横穴にそれぞれ巣を作って暮らしていた。

　ファーヴニルは魔ま王おう城から真っすぐこのドラゴンズバレーへと戻ってきた。

　それでも丸一日以上かかった。一日経たった現在、夜中だった。

（やはり今の魔王軍はもはや百年前とは違うのだな）

　それは失望だった。当時、栄えた魔王軍の力は現在、見る影かげもない。

　魔族は強き者こそ、絶対なる支配者。弱い者に周囲が従うわけがない。人間に従うということは、魔王は人間よりも弱いということになる。

（ミトラをあのまま置いておくこともできんな……）

　翼つばさを畳たたんだファーヴニルは巣穴で体を丸める。

　ふと空を見上げる。

　ただの夜ではない。月が見えないほど厚い黒雲で覆おおわれている。不気味だ。見上げているだけで心が不安になる。こんな不気味な夜は初めてだ。

「む……」

　妙みような臭においがする。焦こげ臭くさい。何か藁わらか木でも焼けたような──。

　ぐるぁぁぁあぁああっ！

　咆ほう哮こう。これは仲間のドラゴンの咆哮だ。

「どうした！」

　怒いかり狂くるったような叫さけび声が至る所で聞こえる。こんな事態は初めてだ。見み渡わたせば周囲の横穴から煙けむりが出ている。

「ファーヴニル様！　敵てき襲しゆうです！」

　一頭のドラゴンが翼を広げて目の前にやってきた。

「敵襲だと！　どこの誰だれだ！」

「魔族です！　先ほどオークらしき人影が卵を持って森の方へ……」

「魔族だと！　まさか──」

　魔王軍が？　そんなことをするのか？

「こっちは子供を攫さらわれた！」「火を点つけられた！」

　ドラゴンたちはパニック状態になっている。何頭も巣穴から出て、火を噴ふいている。

「この暗さを利用したようです。犯人は交戦せず卵と子龍だけ奪うばって逃とう走そうしたようです」

「ええい！　許さぬ！」

　どこの魔族か知らぬが、この誇ほこり高きドラゴンを敵に回したことを後こう悔かいさせてやる。

　ファーヴニルは飛ひ翔しようし、ドラゴンズバレー周囲の森へと向かい、

「かあぁぁぁあっ！」

　森の上から炎ほのおを吐はく。辺り一帯を焼き尽つくし、焙あぶり出してくれる！

　しかしいくら焼いても、魔族の声一つ聞こえてこない。逃げたのか。速すぎる。いや、火を点けたのは時間を誤魔化すため、燃え広がる時間を調整して火を放ったのかもしれない。

　だとしたら犯行はもっと前──。

「ファーヴニル様！」

　一頭のドラゴンがファーヴニルを追ってきた。その爪つめに何かをつまんでいる。

「これを──これは魔王軍のオークの鎧よろいです」

「っ」

　擦すり切れたレザーアーマーは先代から使われているオークの軽装だ。これを持っているのは魔王軍以外ありえない。

　魔王軍。これを脱ぬいで身軽になって逃げたというのか。卵と子龍を奪うために──。

「許さぬ……ぐるあああぁっぁぁっ！」

　ファーヴニルの悲痛な咆哮はドラゴンズバレー中へと響ひびいた。




　　　　※




　城が騒さわがしい。

　エントランスまで行くとオークたちがひっきりなしに駆かけ回っていた。何か慌あわてている様子だった。

（まさか……）

　最悪のシナリオが頭をよぎる。

　──まさか……食堂のパンが売り切れになったのではないだろうか。ダークエルフやバンシーなど雇やとい入れたせいで食料が足りなくなった可能性がある。急いで食堂に向かわなければ。食堂はオークの修練場へ行くまでの廊ろう下かにある。

　とアーヴィンは腹を満たすべく、オークたちに続いて廊下を歩いていると、

「アーヴィン！　今起きたの!?」

　シーナが息を切らして駆け寄ってきた。

「お前も朝メシ食べ損そこねた組か、くそー、こりゃ城下町で食べないとダメか」

「なに言ってるの？　いいからちょっと来なさい！」

「ちょ、なにすんだ！」

　襟えり首くびを掴つかまれてアーヴィンはずるずると引っ張られる。

　連れてこられたのは修練場の脇わきにある部屋──作戦会議室だった。ほとんど使ったことがなくて物置状態だったのに、いつの間にか中央に地図が置かれたテーブルに黒板と立派な作戦会議の場になっていた。

「アーヴィン様、ようやく起きたのでございますか」

「あれ？　なんでミルヴァーがここにいんだ？」

　中ではミルヴァーがテーブルの前に立っていた。

「呼んだの、魔道研究所所長としての意見も欲ほしかったから」

「何があったんだ？」

「これをご覧になったほうがよろしいかと──キラーアイ」

　とミルヴァーが言うと、テーブルの下からキラーアイが這はい出て、壁に映像を映し出した。

「これは本日の未明の映像でございます」

　録画機能ってあったのか、とアーヴィンは初めて知った。

　その映像には北方砦とりでの姿が映っていた。砦の外観だ。森に囲まれた砦で、映像の手前には湖が映っている。北方砦は湖が側そばにあるのが特とく徴ちようだ。この映像は湖越ごしに遠目で撮とられた映像らしい。

「シーナ司令に言われ、オークたちの勤務態度を監かん視しするために子機を派は遣けんしたのでございます」

「そんなことしてたのか」

　丁度ワルドー山脈とボルケル山脈の境辺りにある魔族の砦だ。あまりにも辺境過ぎて、警備に行きたくない場所ナンバーワンに選ばれていた。

「アーヴィン様はこれより北にドラゴンズバレーがあるのをご存じでございますか？」

「そりゃ、ミトラの故郷だしな」

　南北に延びるワルドー山脈と東西に延びるボルケル山脈は丁度『Ｔ』字の形になるように重なっている。山脈がクロスしているところにドラゴンズバレーがある。

「──そういや、ミトラは？」

　起きてから見てない。

「……アーヴィン。今はこっちの話を先にしましょう」

「あ、ああ」

「映像はここからでございます」

　ミルヴァーがそう言った瞬しゆん間かんだった。

　映像でけたたましく警笛が鳴らされたかと思うと──。

　──辺り一体が突とつ然ぜん火の海に包まれた。

「なっ」

　その後、オークたちの雄お叫たけび──いや悲鳴が聞こえ、その数秒後に映像は途と切ぎれた。

「この映像の少し前を見て」

　映像は少し戻もどされ、火の海になった瞬間で止められた。

「ここ──湖に何か反射して映ってない？」

　砦にかけられた火が明かりとなって、水面みなもに空が映し出されていた。その中央──何かが飛んでいる。

「これ……ドラゴンだろ」

　ファーヴニルかどうかはわからないが、巨きよ大だいな翼に角、その体の大きさはただの鳥ではない。ドラゴンだ。

「やっぱりそうよね──あたしはこの火はドラゴンが放ったものだと推測するわ」

「バカな！　理由がない」

「けど映像では火は上空から落ちてきてる。そんなことある？　ドラゴンが上空にいて、火はその方向から落ちてきていた。状じよう況きよう証しよう拠ことしては十分だけど」

「……ならなんで」

　ファーヴニルは承知なのか？　それとも一部のドラゴンが何らかの理由で焼いたのか。

「──では司令。私めはワルドー山脈前線砦に行ってまいりますので」

　とだけ告げるとミルヴァーは翼を広げて、作戦会議室の窓から城の外へと飛び立っていった。

「ドラゴンが侵しん攻こうしてきてるってのか？」

「確証は持てないわ。他ほかのキラーアイの映像を調べたけど、ドラゴンの姿は見当たらなかった。でもこれは本日の未明に撮られた映像で、もし侵攻してきていたら次の標的は──」

「前線砦か」

　ドラゴンが魔王軍へ侵攻してきた場合、そのままワルドー山脈を南下すればワルドー山脈前線砦がある。シーナと初めて出会ったあの砦だ。

　龍りゆう族ぞくが無視して魔王城へと向かってくる可能性もある。だが、途中にある砦を放置することは相手にとってもリスキーだ。十中八九、砦は攻こう撃げきされる。

「空を飛べるドラゴンに対たい抗こうできるのはデーモン族の魔ま法ほうか弓だけ。オークの弓兵部隊は先に砦に向かってるわ」

「じゃあこっちはこっちで──え？　誰だ？」

　と言う途中、扉とびらから物音がした。アーヴィンだけが聞こえる程度のかすかな音だった。

　動どう揺ようしたかのようにガタンと音が鳴り、逃にげるように走り去っていく音が聞こえた。

「おい誰だ！」

　誰かが聞き耳を立てていた？　慌ててアーヴィンは扉を開け、外に出る。

　廊下の角を誰かが曲がるところが見えた。一瞬だけだが、龍の尻尾しつぽと見慣れたワンピース姿が目に映った。

「ミトラ……か？」

「どうしたの!?」

　続いてシーナも驚おどろいた様子で廊下に飛び出てくる。

「ミトラだった。立ち聞きしてたみたいだ」

　わざわざ部屋に入らず盗ぬすみ聞きするような真ま似ねをする意味が分からない。別に入ってきても拒こばみはしなかった。

「…………」

「？　どうした？」

　なぜかシーナは俯うつむいたまま、眉まゆをひそめていた。言うべきか、言うまいか迷っているような表情だった。

「あの……アーヴィン。こんなこと、言いたくないけど」

「なんだよ」

「龍族が襲しゆう撃げきしたのは、本日の未明。二日前には城にその龍族の長おさが来ていた」

「ああ、そうだな」

　なんだ。何を言おうとしているのだ？

「アーヴィンも知っているでしょ？　ミトラちゃんとファーヴニルが一対一で話し終えた後、ミトラちゃんの様子がおかしかったこと」

「お前、まさか──」

　ドクンドクン、と胸の鼓こ動どうが高まる。こいつは──。

「ミトラちゃんはファーヴニルと内通しているかもしれ──」

「そんなことあるわけないだろ！」

　無意識の内にアーヴィンはシーナの胸むな倉ぐらを掴みあげていた。肩かたで息をする。体が熱い。

「あたしも、信じたいけど。──それに昨日は丁度、城でエンチャントしたオーク用のライトアーマーを届けた日だったの。北方砦は遠いから最後になっちゃったけど」

　最近、シーナはオークの鎧をライトアーマーにしようと計画していた。魔道研究所へエンチャントを頼みに行ったり、本格的に力を入れていた。

「それと何の関係があるんだよ」

「同時に警備の人員も入れ替かえたのよ、交代の時期が近いし、丁度いいタイミングだったから。だから砦の警備は一時的にゆるくなってたと思う」

「じゃあその情報をファーヴニルに流して、襲撃させたってのか？」

「偶ぐう然ぜんかもしれないけど、ミトラちゃんはファーヴニルと何があったのか、話さないし、何か隠かくしているみたいで……」

　ミトラが裏切った。そんなわけがない。

「オレがミトラに確かめて──」

「待って！　このことを知ってるのはあんたとあたしだけ。最悪、ミトラちゃんはファーヴニル相手の交こう渉しよう──ううん、とにかく今言いに行ってもはぐらかされるだけよ」

　──ミトラなら、本当に言いたくないことなら絶対に言わないだろう。そういう奴やつだ。

「とにかく様子を見ましょう。今は情報が足りないわ。侵攻してきたとしても防衛を固めるしかない」

　本当にドラゴンが襲おそったのか、映像だけでははっきりとわからなかった。ただドラゴンズバレーが近いから映り込んだだけかもしれない。別の襲撃者かもしれない。

「一週間だ、それだけ様子を見る。何もなければ、杞き憂ゆうだ」

「うん、そうだといいわね」




　──しかしそれは杞憂にはならなかった。

　同日、ミトラは行方ゆくえ不明になり──。

　そして翌日、ワルドー山脈前線砦がドラゴンの軍勢に襲われ──砦は陥かん落らくした。







「これじゃミルヴァーは生きてるかわからない。映像じゃ最後まで戦っていたみたいだけど」

　深夜。キラーアイによる映像を見る限り、同日昼から夜の間まで戦闘は続けられていたらしい。

　現在会議室にはシーナとアーヴィンの二人しかいない。

「城下には避ひ難なん命令を出しましょう。夜の内に進軍してくる可能性はあると思う？」

「魔王城での戦いを決戦と考えてるなら、おそらくない。夜の内に戦いの傷を癒いやして、進軍は明日あしたの朝になるだろうな」

「──同意見よ。まだこっちも迎むかえ撃うつ準備を進められる。龍族が朝、進軍したとしてどれくらいで城に着きそう？」

「あいつらの翼つばさなら半日くらいか？」

　ファーヴニルならもっと速く飛べるだろうが、普ふ通つうの龍族ならそれくらいだろう。

　壁かべにもたれかかったアーヴィンはぎゅっと下した唇くちびるを噛かんだ。

　ワルドー山脈前線砦も龍族に襲われた。

　キラーアイの監視映像を見て疑ぎ惑わくは確信に変わった。

　ドラゴンたちは魔族に何の通告もなしに攻せめてきている。理由はわからない、だが次はこの城だ。

「ミトラはどうしてる？」

「依い然ぜん、行方不明よ。会議室を盗み聞きしてたあの時から、どこにもいないわ。やっぱりミトラちゃんは──」

「そんなわけねぇ！」

　ミトラが龍族の襲撃の手引きをしているかもしれない。そんなことがあるものか。

「まだ疑惑だけど、全然ありえることよ」

「じゃあオレが疑惑を晴らしてやる」

　アーヴィンは作戦会議室の窓を開け、翼を広げた。

「待って！　どこに行くの!?」

「ドラゴンズバレーだ。ファーヴニルに直接話をつける」

　奴自身が前線に出てくる可能性もある。だがそれはかなり低い可能性だ。その間、ドラゴンズバレーは手て薄うすになる。子龍や卵があるのに、それを放置していくわけがない。

　今考えればあの日、ファーヴニルが城に来たのもおかしかった。ミトラと話すだけ、シーナのことを見に来ただけでドラゴンズバレーを空けるわけがない。

　あれは遠回しな宣戦布告だった──そこにミトラが関かかわっているなんて考えたくもない。

　シーナの制止も振ふり切って、アーヴィンは飛び立った。




　夜の帳とばりが下りる中、アーヴィンは全力で空を飛んでいた。

　アーヴィンが何も抱かかえず魔力を使って全力で飛んだら、ドラゴンの翼で丸一日か二日かかる距きよ離りもたった半日で往復できる。

　龍族が前線砦とりでから侵攻してくるであろう明日の朝には帰れる。

　しかし魔力を消費するから、飛んだあとはかなり疲ひ労ろうが激しくなる。

（ミトラ……）

　絶対に違ちがう。空を飛んでいる数時間、ずっと頭の中でミトラを思っていた。

（どこ行ったんだよミトラ！）

　胸にわだかまる不安が消えない。

　兎とにも角にもこのバカげた戦いを終わらせなければならない。

　アーヴィンの眼下に大地の亀き裂れつが見えてきた。龍たちが住むドラゴンズバレーだ。

　警けい戒かいしながらゆっくりと降下していった。

　夜目が利きくアーヴィンの目には龍たちが住まう横穴がいくつも見える。

（おかしい）

　静かすぎる。谷間を抜ぬける風の音以外何も聞こえない。

　アーヴィンは口に手を当て、谷に向かって叫さけんだ。

「龍王ファーヴニル！　話がある！　オレはアーヴィン＝ロキアル＝レイジィだ！」

　返事はない。それどころか物音ひとつしない。あの巨きよ躯くの龍なら少し動けば地鳴りくらいするものだが、それすらない。

（まさか！）

　慌あわててアーヴィンが巣穴の一つを覗のぞく。誰だれもいない。他ほかの穴を覗く。いない。他を。いない。

「なんで龍が一頭もいないんだ」

　どこにも龍の姿がない。

　ここにファーヴニルはいない──ならばここに留とどまる理由はない。

　──ファーヴニルは前線にいる。

　アーヴィンはすぐさま魔力を解放し、城に向かって全速力で飛んだ。

「頼たのむ……」




　──数時間後。

　空はすっかり朝日が昇のぼり、明るくなっていた。

　その時だった。

　遠くの空にワルドー山脈から飛び立ついくつもの黒い点が見えた。十、二十──百はあるかもしれない。鳥にしては大きすぎる。すぐに正体に思い当たる。

「予想以上に早い……間に合うか……っ」

　アーヴィンはさらに全力で飛んで行った。




　　　　※




「指示に従って、ゆっくり歩いてください！　避難場所は城内です！」

　朝一番にシーナはワルドー山脈側の大通り周辺の住民を避難させることに決めた。ここにはアーヴィンとミトラと一いつ緒しよに来たクレープ屋や洋服屋があった。もしドラゴンたちが攻めてくるのなら、おそらくこの周辺が戦場になるだろう。

　だが住民の数からしてすぐには避難できない。すでに何時間も要している。現在昼前だ。

　防衛準備はできている。街をぐるっと囲む城じよう壁へきの上には対空魔ま法ほうを使えるデーモン族を配置している。ドラゴンの数によるができれば街まで侵しん入にゆうさせたくはない。

（この城には今あたししかいない。あたしが何とかしないと）

　シーナはダークエルフ、オークたちと共に住民の避難誘ゆう導どうをしていた。大通りには子供の手を引くデーモン族や荷物を大量に持って歩くオークたち、その他魔族たちで溢あふれかえっていた。

「慌てないで、ゆっくり歩いて！　道を譲ゆずり合ってください！」

　この調子でいけば、昼頃ごろには全員避難できる。アーヴィンが言うにはドラゴンの翼ではここに来るまで半日はかかるらしい。なら十分間に合う時間だ。

「シーナ司令ーっ」

　がしゃがしゃと金属製のライトアーマーの音を立てて、一人のオークが大通り脇わきを走ってこちらに来た。

「どうしたの？」

「はぁはぁ……実はラミアがミトラさんの部屋を掃そう除じしていたら机の上に手紙を見つけた、と」

「手紙？　ミトラちゃんの？」

「はい、どうやら魔王様宛あてのようで」

「貸して」

　オークから手紙を受け取った。

　それには慌てて走り書いたような文字でこう書いてあった。

『わたしのせいです。ミルヴァーさんと一緒に砦に行ってファーヴニルおじさまを説得してきます。魔王様、くれぐれも先走らないでください　ミトラ』

「ミトラちゃん……」

　もっと部屋の中を探すべきだった。答えはこんなところにあった。

　これが本当ならミトラは内通者である可能性がぐんと減る。これが嘘うそである可能性もあるが、それを書く理由がない。

（じゃあミトラちゃんは今、砦ってこと？）

　前線砦が陥落したのは昨日。手紙の通りの行動を取ったなら、説得は失敗に終わったということだ。

「アーヴィンに知らせないと……ありがとう。あなたは警備に戻もどって、外を警戒しておいて」

「はっ」

　と敬礼し、オークは門へと戻っていった。

（ミトラちゃん……）

　まさかファーヴニルが同族のミトラを攻こう撃げきしないだろうが、無事かどうかわからない。

　もしかすると崩ほう壊かいした砦に取り残されているかもしれない。

（帰ってきたらアーヴィンに知らせ──）

　──その時だった。

　城壁の外で爆ばく音おんが鳴り響ひびいた。大気がびりびりと震ふるえる。

「きゃああっ」「なんだなんだ！」「あれを見ろ！」

　避難していた人たちはたちまちパニックに陥おちいった。住民の一人が街の門の方へと指を差していた。

「っ！」

　城壁の向こう側から黒こく煙えんが上っていた。あれは炎ほのお魔法を使った跡あと──もしくは。

「シーナ司令っ！　敵てき襲しゆうです！」

　伝令のオークが駆かけ寄ってくる。しかしシーナの目は空から離はなれなかった。

「なに……あれ」

　黒煙のさらに向こう──ワルドー山脈方面の空にいくつもの黒い点が見えた。あれが何か、問わずともその答えがわかった。

（百以上いる……まさかそんな大群で来るなんて……っ）

　シーナは伝令のオークに向かって叫んだ。

「あなたはここで避難誘導を急いで！」

「司令はどうするんすか!?」

「あたしはなんとか食い止めてみせる」

　弱くても魔法は使える。対空魔法が使える人は一人でも多くいた方がいい。

　シーナは城壁へと向かって走った。

　ドラゴンたちの侵攻は思ったよりも早い。住民たちの脇をすり抜け、完全に避ひ難なんが終わっている地区に入る頃にはドラゴンたちは城壁のすぐ近くまで来ていた。

　壁へき上じように配置していたデーモンたちは命令通り三人一組で一頭の龍りゆうに向かって雷撃魔法を飛ばしていた。

「ぎゃおおぉっ」「ぐるぉぉっ！」

　魔法を喰くらい悲痛な叫びをあげて一頭、また一頭と地面にドラゴンが落ちていく。

　しかし数が多すぎる。先頭のドラゴンたちの何頭かは壁上のデーモン部隊に向かって火球を吐はいている。人間なら一いつ瞬しゆんで消し炭になるほど大きな火球だ。

　その時、一頭のドラゴンが城壁を越こえ、街へと入ってきた。

（数が足りない！）

　ドラゴン一頭の戦せん闘とう力はデーモン族よりも高く、一対一ではデーモンたちは勝てない。それが災いし、防衛網もうに穴を空けてしまった。

（あたしがやるしか……っ）

　街の大通りにはまだ住民が避難している。そんなところに火球を撃うち込まれでもしたら、大惨さん事じは免まぬかれない。

　シーナは街の噴ふん水すい広場に出て上空を見上げる。三階建てのレンガ造りの建物の少し上を飛んでいる。低空だ。これなら魔法が当たる。

　この周辺なら広さがある。火球が落ちても燃え広がらない可能性が高い。

　シーナはドラゴンに手をかざし、詠えい唱しようした。

「──雷いかずちの意思よ。我は命ずる、力をここに顕けん現げんせよ──『ボルトアロー』！」

　龍の鱗うろこを撃ち抜くため、雷かみなりの槍やりの魔法を唱える。掌てのひらに雷の閃せん光こうが走り、高速で上空のドラゴンに向かって飛ぶ！

「ぐるっ──ぎゃおっ」

　飛来した雷の槍はドラゴンの肩かたに当たる──しかし、

「ぎゃおおおっ」

（効いてない!?）

　威い力りよくが低すぎる。人間の詠唱魔法ではドラゴンの鱗は貫つらぬけなかった。

　ドラゴンの凶きよう悪あくな目がこちらを向く。間かん髪はつを容いれず、ドラゴンの顎あごが開き、口の中から赤い火球が吐き出された。

「──っ」

　死ぬ。そう確信する。高速であるはずの火球がなぜかゆっくりと近づいてくるように見える。同時に脳内に父親の顔、騎き士し団学校時代に世話になった講師──騎士団の仲間の顔、色々な人の顔が浮うかんだ。そしてアーヴィンの顔も。

　これが死の直前に感じる走そう馬ま燈とうか。あの炎に焼かれ、死ぬ。

　シーナはぎゅっと目を閉じた……。

　………………。

　…………。

　……？

　いくら経たっても、火球が飛んでこない。シーナはゆっくりと瞼まぶたを開ける。

「──死んでねぇか？　シーナ」

「アーヴィン！」

　彼はシーナとドラゴンの間に立って飛んでいた。




　　　　※




　──。

　アーヴィンが城下町近辺に着くころには、すでに戦闘は始まっていた。

　ドラゴンが城壁の上にいるデーモン族と戦っているのが見えた。三対一でドラゴンに対応しているようだ。デーモンの雷かみなり魔法が的確にドラゴンの翼つばさを射い貫ぬいていた。

（さすがシーナの作戦だな。これなら確実にドラゴンに対たい抗こうできる）

　街の上空から城下町の状じよう況きようを確かく認にんする。

　大通りでは城に向かって大人数が移動している。避難誘導しているようだ。主戦場はワルドー山脈側の地区だ。そこの住民だけ移動させているみたいだ。

（シーナは避難誘導してんのか？　とにかく一いつ旦たん合流を──）

　と大通りへ向かって飛ぼうと翼に力を入れた瞬間だった。

　ドラゴンが一頭、デーモンたちを飛び越え街の方へと入ってきた。

　数が多すぎる。デーモンたちでは対処しきれていない。

（やるしか、ねぇか）

　アーヴィンが魔法を発動させようと手をかざした時だった。眼下から詠唱が聞こえた。

「──雷の意思よ。我は命ずる、力をここに顕現せよ──『ボルトアロー』！」

（シーナか！）

　すぐ下──開けた噴水広場にシーナが立っていた。

　シーナが放った雷の槍はドラゴンの鱗に当たるも、まるで効いていなかった。当たり前だ。人間の魔ま法ほうなんてドラゴンに効くわけがない。

　ドラゴンがシーナを視認する。と、口を大きく開け「ぎゃおおおっ」臨戦態勢に入った。

　シーナを敵とみなしたドラゴンはすぐさま火球を吐く。

「くそっ」

　アーヴィンはシーナを守るべく、火球とシーナの間に体を滑すべり込ませた。

「──死んでねぇか？　シーナ」

「アーヴィン！」

　うるうると瞳ひとみが潤うるんでいた。さっきの火球で覚かく悟ごしていたのか。

「なに泣いてんだ。いつもの不ふ遜そんな態度はどこ行った？」

「うるさいっ、泣いてない」

　と言いつつ、涙なみだを手の甲こうで拭ぬぐっている。

「強がり言ってんじゃねぇ──それより、おいそこのドラゴン！」

　こちらを見下ろすドラゴンに向かって話しかけた。

「なんで魔族を襲おそう？　お前たちを扇せん動どうしてんのはファーヴニルか!?」

「話が通じるの!?」

　シーナが驚おどろいているが、通じなくてはおかしい。龍族は喋しやべれる、現にミトラやファーヴニルも言葉は通じる。だがこいつらは頭に血が上りすぎていて、会話すら成立しないかもしれない。

　そう思っていたが、意外にも目の前のドラゴンは口を開いた。

「なにを今いま更さら、お前たちが悪いのだろうが……っ」

　怒いかり心しん頭とうというのは変わらないが、話は通じる。

「なに言ってんだ。なにか誤解して──」

「うるさい──かぁぁぁっ！」

（問答無用か）

　ドラゴンは口を大きく開け、次なる火球を放とうとしている。

「仕方ねぇ。─鈍にぶく輝かがやく雷らい鳴めい─ブラスライトニング」

　自作詠唱により、アーヴィンの掌からいくつもの雷撃を纏まとった球体が飛んで行く。

「ぎゃぉぉぉぉ……」

　電撃の球はドラゴンに複数ヒットし、ドラゴンは体を痙けい攣れんさせながら地上に落ちる。ずずん、と地響きが鳴る。

「こ、殺したの……？」

「やってねぇよ。そんなことしたら禍か根こんが残るだろうが、しばらく寝ねてるだけだ」

　少なくとも半日は起きないだろう。

「そうだっ！　──アーヴィン！　ミトラちゃんの動向がわかったの！」

「っ、ホントか？　今どこに」

　アーヴィンはゆっくり下降し地面に降りた。

「二日前、ミルヴァーと一いつ緒しよにワルドー山脈前線砦とりでに行ったらしいわ」

「本当か？」

「ミトラちゃんの手紙も預かってる！」

　地面に降り立ち、シーナから手紙を受け取る。

　──一通り読み終え、アーヴィンは息を吐いた。

「あいつが嘘うそでこんな手紙を書くわけない──ならミトラはまだ砦か？」

　あのファーヴニルがミトラを殺すとは思えない。

「たぶんね……無事だといいけど」

「なんであいつ……オレに黙だまって行くんだよ」

　一言でよかった。ファーヴニルを説得しに行くと言ってくれれば、協力できたのに。

（ミトラ……）

　何も言わずに行ったのは、ファーヴニルが城に来た日、奴やつに何か言われたからかもしれない。

　今すぐ飛んで行きたい。空を制圧するドラゴンたちの間を縫ぬってでも、前線砦にミトラを助けに行きたい。

「どうするの？　アーヴィン」

　その問いは、今すぐ城下町を捨ててワルドー山脈前線砦に行くのか、ということだろうか。

　シーナたちだけではこのドラゴンの軍勢から街を守り切れるとは思えない。それでもシーナは──委ゆだねてくれるのか。行くのか、行かないのか。

　────。

「……決まってんだろ。街を守る──シーナは避難誘ゆう導どうを急げ、オレが全部止める」

「わかった──けど、止めるって言ってもまだ五十以上はいるのよ？　あんた一人じゃ」

「いいから、言うこと聞け」

　何か言いたそうな顔をしたが、すぐにシーナは息を整えた。

「わかった……死なないでね」

　らしくもない心配をしてくれる。

「誰だれに言ってる」

　シーナがここにきて一か月弱。まだ彼女は目の前にいる人物がわかっていないらしい。

　ならば、わからせてやろう。

　あの龍りゆう族ぞくたちと──強ごう情じようなくせにいざという時はか弱いこの女の子に──。

　漆しつ黒こくの翼を広げ、

「オレは魔王──アーヴィン＝ロキアル＝レイジィだ……っ！」

　空へと飛ひ翔しようした。この場の敵を退しりぞけ、ミトラを迎むかえに行くために。




　　　　※




「すごい……」

　シーナは空を見上げる。

　空ではアーヴィンが放った雷閃が何頭ものドラゴンを撃ち抜いていた。すさまじい魔力だ。他ほかのデーモンですら三人一組で精いっぱいだったのに、アーヴィンは一人で三十頭ものドラゴンを食い止めている。

　火球では分ぶが悪いと思ったのか、ドラゴンたちは口を開け、近接攻こう撃げきに打って出ていた。だがそれもアーヴィンの前では無意味。軽かろやかな身のこなしでドラゴンの突とつ進しんを避さけ、的確に雷撃魔法で一頭、また一頭と落としていく。

「あいつ、あんなに強かったんだ……」

　修練場で剣けんを使わせたら、ただの素人しろうとだったのに、魔法を使わせたらその姿は本当の『魔王』だった。黒い翼で宙を自在に飛び回り、強力な魔法をほぼノータイムで撃うち出す──きっと王都聖騎士団が仮に一万人集まっても、あれには勝てない。

「司令っ！」

　ダークエルフの一人がこちらに向かって走ってきた。

「Ａ～Ｅ地区、全員避ひ難なんが完かん了りようしました！」

　と敬礼し、報告してくれる。

「あ、ありがとう。他の地区も家から出ないように徹てつ底ていして通達しておいて──それと手が余った人は壁へき上じように上って負傷したデーモンたちの治ち療りようを」

「承知いたしました」

　そう言うとダークエルフは再び敬礼して去っていった。この周辺以外では戦せん闘とうは起こらないだろうが、それでもどうなるかわからない。

　シーナは再び空へと視線を戻もどす。

「もう終わってる……」

　いつの間にか、五十頭以上いたドラゴンたちはみんな地上に落ちていた。アーヴィンが言うには気絶させただけらしいが──あの強さ、あの数のドラゴンを、本当にただ気絶させただけなのだろうか。

　アーヴィンがこちらを視認してから、ゆっくりとこちらに降りてきた。




　　　　※




「避難は終わったのか」

　大通りで棒立ちしていたシーナに向かって、アーヴィンはゆっくりと降りて行った。

「え、ええ……」

「？　なに震ふるえてんだ」

　あの群れのドラゴンを見たから怯おびえたのだろうか。意外と可愛かわいげのある奴だ。

「うるさい──こっちはあらかた避難できたわ。ドラゴンたち本当に気絶させただけなの？」

　この地上からではドラゴンたちはどうなっているかわからない。みんな道路に落ちたり、屋根の上でぐったりしていることだろう。

「まあ本気で魔法撃ったわけじゃないからな。生きてるだろ。あいつら結構しぶといし」

「あれで本気じゃないの……？」

　シーナが驚いているようだ。何をそんなに驚いているのか。

「別に大したことねぇよ。それよりも奴がいねぇ」

「奴？」

「ああ、あの頭が硬かてぇ銀の──」

　言いかけたところで大きな羽ばたきと小さな空振が辺りを揺ゆらした。

　見上げると一頭のドラゴンが壁を乗り越こえこちらへと飛んできた。

「きやがったか」

　白銀の鱗うろこ──ファーヴニル。

　凶きよう悪あくな双そう眸ぼうがこちらを捉とらえると、ゆっくりと翼つばさを動かし大通りに着地する。いきなり仕し掛かけてくるつもりはないようだ。

「ファーヴニル。やっぱりお前が扇動してたのか」

「魔王の子よ。覚悟はいいな？　此こ度たびの戦いくさは貴様が招いたことだからな」

「なんのことを言っている？」

「貴様の命令で我らの里を襲い、子供や卵を攫さらって行ったのではないか！」

「は？　なんのこと──」

「とぼけるでない！　我に歯向かったことを後こう悔かいしながらいねいっ！」

　子供？　卵？　やはりファーヴニルは誤解している。

　しかし聞く耳をもたない。ファーヴニルは口を大きく開け、火球を放とうとしていた。

「この頑がん固こ一いつ徹てつ野や郎ろうが！　シーナ、下がってろ！」

　そう言うと、シーナは建物の陰かげに隠かくれた。

「─静かなる海─ディープシー」

　大通りの真ん中でアーヴィンは前方の空間に水の膜まくを張った。ドラゴンの吐はく火球を受けきる水の防ぼう御ぎよだ。

「いねい！」

　ファーヴニルが火球を放つ。大通りの地面を抉えぐりながら、火球はアーヴィンに肉にく薄はくし──水の膜に直撃する！

「っ!?」

　普ふ通つうのドラゴンの攻撃は水の膜で全すべて受けきれた──だが、ファーヴニルの火球は水の膜をあっさりと破り、勢いそのままにアーヴィンの体を直撃した。

「ぐはっ」

「アーヴィン！」

　視界がぐるんと反転する。硬い地面に何度も体がバウンドし、ボロ雑ぞう巾きんのように倒たおれた。

（こいつ……他のドラゴンと別格すぎる……）

　魔ま族ぞくの体でなければ死んでいただろう。アーヴィンはゆっくりと立ち上がり、唇くちびるの端はしから流れる血を手の甲こうで拭ぬぐった。

「アーヴィン、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　遠くからシーナが叫さけぶ。あんなに飛んだのか。砲ほう丸がん投げならいい記録が出ただろう。

「心配ねぇから、お前は離はなれてろ」

　余よ裕ゆうはない。カッコつけて詠えい唱しようする余裕はない。

　翼を広げ、同時に地面を蹴ける。

　アーヴィンの体は弾だん丸がんのように飛んで行く。ファーヴニルに肉薄し、無詠唱で雷らい撃げき魔法を叩たたき込んだ。

「何かしたか？」

「っ!?」

　雷撃魔法はファーヴニルの鱗に当たるも、まるで効いていない。攻撃力だけでない。防御力も桁けた違ちがいだ。

「ぐるおっ」

　ファーヴニルが体を反転させ、尻尾しつぽでアーヴィンの体を打ち付けた。

「ぐっ！」

　巨きよ大だいな尻尾の横よこ薙なぎをもろに受けたアーヴィンは勢いそのままに吹ふき飛ばされ、レンガ造りの壁に激突する。

「がはっ──げほっげほっ」

　内臓がプレスされたみたいだ。息苦しくなり、血が混じった咳せきを吐いてしまう。

（くっそ……）

「ぎゃおおおっ！」

　咆ほう哮こうと共にファーヴニルは羽ばたいた。豪ごう風ふうがアーヴィンの体を打ち付ける。

　上空に飛び立ったファーヴニルは口を大きく開け、眼下に向かって炎ほのおを吐き出そうとした。一帯を焼き尽つくすつもりか。

「やらせるかよ！」

　続いてアーヴィンも飛び立ち、ファーヴニルの口に目掛けて雷撃魔法を放つ。

「──っ!?」

　炎はフェイントだった。ファーヴニルは口を閉じ、雷撃魔法をかわすと、その鋭するどい爪つめを突つき立ててきた。

　アーヴィンはとっさに翼に魔力を集中。飛行能力をブーストし、間かん一いつ髪ぱつのところで回避する。間かん髪はつを容いれず、二度目の雷撃魔法を撃つ。今度は貫かん通つう力に特化した雷かみなりの槍やりだ。

「喰くらえっ！」

　空中戦なら負けない！　そしてこの近さだ。全力の魔法ならあの銀の鱗も貫つらぬけるはず──。

　だが、浅はかだった。

「飛行能力を魔法でブーストできるのが自分だけだと思ったか」

「っ！」

　目の前にいたはずの巨体のファーヴニルが突然消えた。いや消えたように見えただけだ。一いつ瞬しゆんで雷の槍の軌き道どう上からファーヴニルがいなくなったのだ。

「がああっ！」

　咆哮と同時──腹に鈍にぶい痛みが走る。

　速すぎて脳での処理が追い付かなかった。腹が焼けるように熱い。そう思って視線を下に向けると──自分の腹から三本の爪が生えていた。

「後悔しながらいねいっ！」

　声は背後から聞こえた。貫かれたのだ、腹を。あの一瞬で背後に回り込み、その爪で貫かれた。

「がはっ」

　喉のどの奥から大量の血が逆流してくる。

　ファーヴニルが腕うでを振ふるい、痛みに耐たえる間もなく、まるで羽虫のごとくアーヴィンは地面に叩きつけられた。

「アーヴィン！」

　建物の陰に隠れていたシーナが大通りに出てくる。

　離れてろって言っただろ、そんな言葉を紡つむぎ出そうにも声が出ない。頭は妙みようにクリアなのに、体がまるでついていかない。

「いくら魔族といえどそれでは再生できまい」

「アーヴィン！　生きてるの、これ……。アーヴィン！」

　体を揺すってくる。そんなに酷ひどい傷なのか、灼しやく熱ねつ痛を腹の下あたりに感じる。

（規格外すぎる……裏ボスかなんかかよ……）

　龍りゆう王おうファーヴニル。ここまで圧あつ倒とうされるとは思わなかった。

　視界がぼやけてくる。今、シーナに抱だき起こされているのか。目の前にシーナの顔がある。後頭部には柔やわらかいものが当たっている。これは膝ひざ枕まくらだろうか。

　そして上空にはこちらを見下ろすファーヴニルがいた。

「こ……の……」

「アーヴィン!?」

　体を起こそうとするも全く動かない。かろうじて指がピクリと動いた。

　ファーヴニルは呆あきれたように首を振って、

「脆もろい……。これが今の魔王というのか。貴様の父ならかような攻こう撃げき、目を使わずとも避よけられていたであろうな」

「言いたい……放題、言いやがって……ぐぅ」

　なんだか無む性しように腹が立ってきた。

　好き放題言って、誤解だということに耳を貸さず、我が物顔で領地を荒あらす──。

　その身勝手な行動にどれほどの魔族が迷めい惑わくしたと思っている？　今も城下の人たちは避ひ難なんし、怯えている。

　あの老害は何をどう勘かん違ちがいしたのか知らないが、ドラゴンズバレーを襲おそったのは魔王軍だと言っている。そんな身に覚えのないことで自分が愛した土地を荒らされてたまるか。

「このような軟なん弱じやくものに我らの里は荒らされたというのか……」

「て……め……少しは……話、聞け……」

　ファーヴニルは意に介かいさず、大口を開け火球を放とうとする。

　こんなところで死ねない──。




「待ってください！」




　聞き覚えのある声がどこからか響ひびいてきた。この声は……。

「ミトラちゃん!?　無事だったの!?」

　ミトラが近くにいるのか。顔を向ける力もない。

　火球を放とうとしていたファーヴニルが慌あわてて、口を閉じた。

「ミトラ……まだ邪じや魔まをするというのか」

「します。魔王様は悪くありません！」

　ミトラ、何を言っているのだ。

「ミトラちゃん、説得するつもりだったって……」

「ごめんなさい、そのことについては後で。今は魔王様の治ち療りようを先にしないと」

「治療……こんな傷、どう治療したら……」

「シーナさん、そこを代わってください」

　そう言うと、目の前にいたシーナの代わりにミトラの顔が映った。膝枕の位置が少し低くなった。だが相変わらず柔らかい。

　金色の髪かみがたらりとアーヴィンの顔に当たる。

「ごめんなさい、何も言わずに行ってしまって」

「ミトラ……」

「少し口を開けてください。わたしの力をあげます」

　言われるがままアーヴィンは口を開く。半開きくらいにしかなっていない。

　するとミトラがゆっくりと目を閉じ──口から何かを垂らした。

「ちょ、ミトラちゃん!?」

　シーナが近くで驚おどろいている。これは──なんだ？　魔法薬か？

　生温かい透とう明めいな液体がアーヴィンの唇に垂れ、そのままするりと口内に入ってくる。

　ごくり、と飲み込むと同時──全身が淡あわく光り輝かがやいた。

　先ほどまで動かせなかった手が動く。体の内側から魔力の息い吹ぶきが感じられる。

　アーヴィンは腹に力を入れて、自分の力で体を起こした。

「きゃっ、ア、アーヴィン!?　そんなに動いて大丈夫なの!?」

　そんなに心配されることか。今は目もぱっちり開く。ふと視線を落とすと、自分は血だまりの中心にいた。腹から出た血なのか、シーナに買ってもらった黒ローブにたっぷり血が吸われている。

「オレは別に……これはミトラの力か？」

　腹を触さわる。爪に貫かれたはずの腹はいつも通りの肌はだをしていた。傷は何一つない。

　ミトラが流してくれたのは唾だ液えきだったのか。

「そういやミルヴァーが執しつ拗ようにミトラの唾液を欲ほしがってたな……」

　こういうことか。実感した。

　龍の体液には万ばん能のうの力がある。だが恩おん恵けいを受けたのは初めてだ。傷きず痕あとも何一つとしてなくなるとは思わなかった。それ以上に今までにない魔力を体内に感じる。

「なにしたの……ミトラちゃん」

「えっと……力を分けました」

　恥はずかしそうにはにかむミトラ。

　アーヴィンはグッとこぶしに力を入れる。

「これならいける」

　スッと立ち上がって、ファーヴニルを見上げた。あんなところから見下ろして何様のつもりだ。

「待ってください魔王様、わたしは誤解を解こうと」

「わかってる。そのためにワルドー山脈に行ってくれたんだろ。オレに何も言わなかったのは、この間、あいつが城に来て何かお前に言ったから──違うか」
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　短い沈ちん黙もくの後、ミトラは頷うなずき、

「ファーヴニルおじさまは『魔族とは縁えんを切る』とおっしゃってました。現状の弱体化した魔王軍では過去に交かわした約束を果たせない、と」

　過去の約束──それはアーヴィンの父親──先代魔王オルヴェインが龍族と交わした約束のことだろう。

『魔族、龍族、そのどちらかが人間によって領地を脅おびやかされた時、お互たがいに協力し、人間に対たい抗こうする』

　確か、そのような内容だったはずだ。

　ミトラは続けた。

「『今の魔王軍にはなんの義理もない。人間に侵略を許したからといってそれは魔王軍自身の腐ふ敗はいが原因。ならばなぜそのような魔王軍のために我らが力を貸さねばならぬのか』とおっしゃってました」

「そうか」

　ツケが回って来たのだろうと思う。ファーヴニルが単身で城へやってきたのは最後通告だったのだ。

「その後、わたしに『魔族と縁を切れ』と言われました。切らなければ、今後ドラゴンズバレーの敷しき地ちには入らせない、と」

　そんな内容の会話だったのか。

　ミトラは身を引き裂さかれる思いだっただろう。それに何も気づかず、自分はのうのうとしていた。

「……龍族のみんなが攻せめてきたのは本当に魔王様に見切りを付けたからと思ってました……魔王様が会議室で北の山脈の砦とりでが攻められた時の映像を見た時、わたしも扉とびらの隙すき間まから見てたんです」

「ああ、知ってる」

「それを見て、わたしも行かないとって思ってました。ファーヴニルおじさまを説得できるのはわたしだけだって」

　ミトラを思うと胸の奥が苦しくなる。何もわかってあげられなかった。

「けど昨日きのう、ワルドー山脈でファーヴニルおじさまと話した時わかったんです。おじさまは魔王軍が里を襲ったと思ってる」

「わかってる。誤解なんだろ」

　──こんないい子が周りに何も言えず、何も相談できず、ただ一人で抱かかえ込む。そんなことが許されていいわけがない。

　ファーヴニル自身もわかっていたはずだ。ミトラが苦しんでいることくらい。

「じゃあこっちが戦う理由が──」

　と言いかけたミトラの口をアーヴィンは手で押さえた。

「違う。オレが腹立ってんだ」

「魔王さ──きゃ」

　ミトラの制止を振り切ってアーヴィンは飛ひ翔しようした。

「話も聞かないで勝手に決めつける龍の野や郎ろうどもにな──娘むすめ同然のミトラの言葉すら聞かねぇ……ふざけるなよ」

「龍の力を得たくらいで我に勝つつもりでいるか」

「うるせぇ、石頭！」

　勝手に攻めてきて、勝手に領地を荒らす。シーナやミルヴァー、ミトラがどれだけこの身勝手な龍の長おさに振り回されたか。ミルヴァーに至っては今はどうなっているかわからない。

　魔王軍を束ねる者として、この横暴は許せない。

「いくぞ、このヤロー！」

　両りよう腕うでに魔力を溜ためる。雷撃魔法の発動によりこぶしが電気の球で覆おおわれる。

「バカの一つ覚えか」

「お前に言われたくねぇ！」

　このまま撃うっても威い力りよくは低いままだ。だから力をこぶしに溜めたまま直接『殴なぐる』。

　ミトラから得た龍りゆうの力なら十全に戦える。

　翼つばさを動かし、左右にフェイントを入れながら近づく。

「猪口才ちよこざいな！」

　ファーヴニルの爪つめの一いつ閃せん。喰くらえば一ひと溜たまりもない一撃──だが。

（なんだ……これ）

　遅おそい。ファーヴニルの動きがスローモーションに見える。

　これがミトラの龍の力か。

　アーヴィンは爪をかいくぐり、懐ふところに潜もぐり込んだ。

「なにっ！」

「遅おせぇ！」

　ファーヴニルの腹目め掛がけて、雷撃げきを纏まとったこぶしを叩たたき込んだ。

「ぎゃおおっ」

　効いている。一撃を喰らったファーヴニルは体をよろめかせた。

「──こざかしいっ」

「ぐっ」

　すぐにファーヴニルが爪を一閃。爪は腕を掠かすめ、赤い鮮せん血けつが散った。

　ずきっ、と鋭するどい痛みが刹せつ那なの時間、脳を支配する。それが致ち命めい傷しようだった。

「かあぁぁぁっ」

「っ！」

　至近距きよ離りでファーヴニルの顎あごが開く。視界が真っ赤な炎ほのおで包まれた。

（避よけきれねぇ！）

「かぁっ！」

　短い咆ほう哮こうと共に灼しやく熱ねつの火球が放たれた。

「ぐああああっ！」

　全身を炎が舐なめまわす。強きよう烈れつな熱風が息と共に喉のどから内臓まで溶とかし尽つくすかのようだ。

「魔ま王おう様！」「アーヴィン！」

（負けられるかよ！）

　このまま負けたら城下町は蹂じゆう躙りんされる。ミトラだけは許してもらえるかもしれないが、シーナは──。

　生意気だった姫ひめ騎き士し。魔王軍に入ると言って実権を全すべて握にぎった姫騎士。

　時にヒステリックで、時に強ごう情じようで──だが、心根は優やさしい女の子。

　今わかった。あいつがいたおかげで変われた。あいつのおかげで今までどこかやる気のなかった自分が変わった。

「この──わからず屋が！」

　アーヴィンは腕を振ふるい、火球を薙なぎ払はらった。

「なにッ！」

「墜おちろ！」

　怯ひるまずアーヴィンは全魔力を集中させたこぶしでファーヴニルの頬ほおを殴りつける。

「ぎゃおおおおっ！」

　雄お叫たけびを上げ、ファーヴニルの巨きよ体たいは大通りへと墜ちていく。

　同時にアーヴィンも空中で姿勢を保てなくなり、ふらふらとしたまま垂直に地面に落下した。

「おじさま！　魔王様！」

「アーヴィン！」

　真っ先に駆かけ寄ってきたのは、シーナだった。

「あんた生きてる!?」

　ぱしぱしっと頬を叩かれる。痛い。

「……生きてるっての。まださっきよりはマシだけど、もう魔力がねぇ……」

　そう告げると覗のぞき込んできたシーナの顔がホッとしたものに変わった。

「あんた、ホント化け物並みにしぶといわね」

　その眼めには涙なみだが溜まっていた。化け物はひどい。

「それより、あいつに言うことがある──おい、デカブツ。まだ気絶してねぇんだろ」

　地面に俯うつぶせに倒たおれた巨龍に声を投げかけた。

「……ぐ、無念。同どう胞ほうの恨うらみを晴らせず、朽くちるとは」

「何が恨みだ。最初から言ってるだろ。誤解だ。オレはドラゴンズバレーを襲おそってねぇ」

「何を言う！　貴様がやったという証しよう拠こはある！」

「何の証拠だ！」

「貴様の軍のレザーアーマーが巣の近くに落ちていた！　魔王軍の紋もん章しようが入っていたぞ！襲しゆう撃げきした後、鎧よろいを脱ぬいで身軽になってから逃にげたのであろう！」

「レザーアーマー……？」

　確かに各オークたちの鎧には魔王軍の紋章が入っている。それが落ちていたということは近くに魔王軍のオークが来たということだ。

「魔王軍は貴様の命令なしに動くことなどあるまい！」

「待って！」

　制止の声を上げたのはシーナだった。

「それは本当にレザーアーマーだったの!?」

「そうだ」

「ならそれは魔王軍の仕し業わざじゃないわ」

「なんだと」

　アーヴィンもわからない。シーナは続けた。

「北方砦を最後に全ての魔王軍のオークたちはレザーアーマーからライトアーマーに装備を替かえたもの。アーヴィンだって知ってるでしょ？」

　そういえば──久しぶりに自室から出た時、シーナは武具の納入の話をしていた。それからはずっと、周りのオークたちはみんな金属製のライトアーマーを着ていたような気がする。

「どのオークもライトアーマーを着ていないとおかしいわ」

『レザーアーマーを着た魔王軍』というのはおかしな話だ。ならなぜ魔王軍のレザーアーマーが──。




「ふっはっはっは！」




　その下品な高笑いは全く別のところから聞こえた。

　それと同時に周囲を全身鎧の騎士たちに取り囲まれた。これは人間か。

「あなたは……っ」

　ぎりっ、とシーナが奥歯を噛かみしめていた。

　大通りの先から歩いてくる一人の人間に目をやった。

　あのいけ好かないさらさらヘアー、憎にくたらしいイケメン顔、見覚えがある。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅうみなの衆。僕のことを覚えているかな？　シーナ」

　スヴェン＝バルザット。

　シーナの元婚こん約やく者しやで浮うわ気き者もののクズだ。なんでこいつがここにいる。

「龍族と魔族が潰つぶし合ってくれて本当に助かったよ。おかげでなんの苦労もなくここまで潜り込めた。本当に『いいコマ』だったよ、ファーヴニル」

「き……貴様は……？」

　ファーヴニルが倒れたまま、静かに口を開く。その声には覇は気きがない。

「くくく……龍の皆みな様さまは本当に都合よく掌てのひらの上で踊おどってくれたよ。ちょっと細工をするだけで、勝手に魔王軍の仕業と思って動いてくれたのだから」

「ど、どういう……意味だ……？」

　ファーヴニルが何かを察したかのように、怒いかりを込めた声で問う。

「そのままの意味さ。僕からのプレゼント──オークのレザーアーマーは気に入ってくれたようだね」

「っ!?」

　ファーヴニルの目が見開く。

　全てに合点がいった。このバカらしい戦いの裏──裏で糸を引いていたのは誰だれかということに。

「なるほどな……つまり嵌はめられたってわけか」

　やってくれる。龍族の憎しみを魔王軍へと向けたのは人間──スヴェンということだ。

　ドラゴンズバレーにオークのレザーアーマーが落ちていたという──それもスヴェンの仕掛けだった。おそらく北方砦とりでの鎧を入れ替えた時に掠かすめ取ったものだろう。

「理解して頂けたかな、愚ぐ民みんたち」

　こいつは前にも増して憎たらしくなっている。

「あなたの目的はなに!?」

　シーナがレイピアをスヴェンに突つき付けた。

「そんなの分かり切っている。この国さ。この百年間、奪うばいきれなかった魔王領──それを僕が手に入れれば、騎士団での僕の立ち位置は飛ひ躍やく的に上がる。ゆくゆくは爵しやく位いを持ち、諸しよ侯こう貴族に名を連ねるようにもなる」

　反へ吐どが出るほど、汚きたない野心家だ。スヴェンは続けて、

「その中で最も邪じや魔まだった龍りゆう族ぞくの長おさと魔王はもう動けない──あと残っているのは魔王軍のオークどもだけだ」

「ただの騎士だったあなたがこれだけの騎士を束ねるなんて、偉えらくなったものね」

「君のおかげさ、婚約者が魔族と通じていた──普ふ通つうなら僕も疑われかねない。だがそこは少しばかり演技をすれば問題ない。涙ながらに『シーナは魔族に操あやつられているだけだ、僕が行って説得してくる』とね」

「なるほどな」

　つまり、こいつは婚約者を取り戻もどすため魔王領へと乗り込むヒーローになったのだ。ワルドー山脈前線砦の情報も持ち帰り、魔王領へ攻せめ入るのは簡単──さらに龍族を利用する計略。その功績から作戦指揮権を得たというわけだ。

「ここ以外でも街には僕の部下が入り込んでいる。ほら、聞こえるだろう。戦いの音が」

　言われて気付く。大通り以外でオークたちの雄叫びや、剣けん戟げきの音が聞こえてくる。周辺でオークたちが騎士と戦っているのだろう。

「そして最後は──君だ。やはり君は邪魔だ。僕の弱みを握っている君が団長と会ったら、今の僕の地位が危あやうい──ここで死んでもらう」

　スヴェンは腰こしからブロードソードを抜ぬき放つ。周りの騎士たちはみんなスヴェンの手下なのだろう。誠実な騎士なら今の会話で裏切ってもおかしくない。

「この……っ」

「さて……覚かく悟ごしろシーナ──ん？」

「シーナ司令！　これは……」「シーナ司令！」

　避ひ難なん誘ゆう導どうを終えたオークたちが駆けつけてきた。その数は約十。戦力としては圧あつ倒とう的に劣おとっている。

「くくっ、シーナ司令か、これは滑こつ稽けいだ。豚ぶたどもの大将にでもなったつもりか？　鎧を替えたくらいでオークの戦力などたかが知れている。我々に勝てるものか──やれっ！」

　騎士たちが吠ほえる。ブロードソードを振りかざし、オークたちに向かっていく。

「くそっ……」

　アーヴィンは起き上がり、騎士たちに手をかざす──だが魔法は発動しない。先ほどのファーヴニルとの戦いで魔力は枯こ渇かつした。みすみすオークたちを死なせてしまうのか……？

「大だい丈じよう夫ぶよ。アーヴィン」

　シーナがアーヴィンの背中に触ふれてきた。「見てなさい」

「魔王軍の意地を見せろ！　行くぞぉぉ！」「おおおぉぉっ！」

　オークたちが突とつ撃げきする──その背後には、

「「「雷いかずちの意思よ。我は命ずる、力をここに顕けん現げんせよ──『ボルトアロー』！」」」

　数人のダークエルフの編隊が魔法を唱えていた。ぴったりと息の合った魔法詠えい唱しようにより、ほぼ同時に雷の槍やりが騎士たちへと飛んで行く。それも人間の魔法だ。おそらくシーナが教えたのだろう。

「な、なんだ！」「オーク以外にも戦力がいるのか！」「まだデーモン族の戦力がいたのか！」撃うち抜かれた騎士たちは倒れ、残った騎き士しも動どう揺ようしていた。

「うおおおおおおっ！」

　そこにオークのメイスの一撃により、騎士たちは防戦一方。「ぐああっ」「があっ」オークに一ひと太た刀ちも浴びせられないまま、騎士たちは下がっていく。

「バルザット隊長！　この戦力差では無理です」

「何をしている！　相手はたかがオークだろう！」

「しかしっ、あれはダークエルフです！　そんな情報、こちらでは──」

　とその時、路地の方から「ぎゃああっ」と騎士たちの悲鳴が聞こえた。同時に別のところから一人の騎士がスヴェンに近づいていく。

「バルザット隊長！　Ａ地区、Ｂ地区共にダークエルフの軍勢に押されています！」さらに別の騎士が。「バルザット隊長！　城の方からさらに援えん軍ぐんです！　敵はオークだけじゃありません！」

　周囲の声も、騎士よりもオークの雄お叫たけびの方が多くなってきた。どこも善戦しているようだ。

　シーナがポンと肩かたを叩たたく。

「大丈夫って言ったでしょ。あたしが鍛きたえた軍が負けるわけないじゃない」

　シーナのおかげだ。今までの魔王軍だったなら騎士たちに斬きり伏ふせられていただろう。

　魔王軍がこんなに強くなっていたなんて。

「まさか、これも全部あの魔王の策略なのか！」「我々に攻め入らせて逆に殲せん滅めつする作戦では……？」「嵌められたのは我々の方だ！」

　騎士たちは戦せん々せん恐きよう々きようとしている。勝てると思っていた戦いくさがあっさりと覆くつがえされる。そんなありえない出来事に冷静な思考を失っている。

　勝手に向こうが怖こわがってくれている。なら畳たたみかけるチャンスなのではないか。ここは物理的にではなく、心の方を挫くじく。

　シーナとアイコンタクトを取り、アーヴィンはゆっくりと一歩を踏ふみ出し──ローブを翻ひるがえした。

「フハハっ！　人間どもよ！　残念だったな！　我らの軍を甘く見た報むくい、受けさせてやろう！」

　その大おお見み得えをまともに受けた騎士たちは、「うわああっ」とおのおの剣を投げ捨て逃にげ出していく。

「待て！　敵前逃とう亡ぼうは戦犯だぞ！」

　スヴェンの声を聞くものは誰もいなかった。所しよ詮せん、成り上がりの隊長に過ぎない。なにもスヴェンは名めい誉よや勲くん功こうを上げて今の地位に就ついたわけではない。その言葉には重みがない。

「さあ、どうする？　残ったのはお前ひとりだぞ」

　形成は逆転した。背後ではダークエルフたちが魔法を唱え、スヴェンを狙ねらっている。

「ふん、勝ったつもりか、魔王！　知っているぞ。先ほどお前は騎士に向かって魔法を放とうとしたが、発動しなかった──つまりもうお前の魔力は枯渇している！　そんな見得に騙だまされるか！」

　よく見ている。だが、仮にアーヴィンの魔力がないとしても、この場にいるオークとダークエルフ、さらに別の地区からも応おう援えんが来れば、おのずとスヴェンの勝ち目はなくなる。

　しかしスヴェンは不敵に笑った。

「くく、僕がただ龍族を騙すためだけに里を襲おそったと思ったか？」

「どういう意味だ？」

「──こういうことだ！」

　スヴェンは懐ふところから小こ瓶びんを取り出し、中に入っていた赤い液体を一気に飲み干した。

「ぐ……あれは、我が同どう胞ほうの血か……」

　ファーヴニルが顔をしかめる。里を襲い、子龍や卵を狙ったのは、その血を手に入れ魔力を増ぞう幅ふくさせるためか！

「この戦は騎士団の負けでもいい──だが、シーナァ！　魔王アーヴィン！　僕の邪魔をしたお前たちは殺す！　殺す殺す！　絶対に殺す！」

　スヴェンの周囲に黒い霧きりのようなものが発生する。あれは魔族の瘴しよう気きか。

「闇やみ堕おち……」

　シーナがスヴェンへの憎しみによって瘴気を出したのと同じく、スヴェンもまたシーナ、アーヴィンへの憎しみによって瘴気を発生させた。さらに飲んだ龍の血はそれを増幅させている。

　スヴェンは憎しみの籠こもった赤い目をこちらへ向ける。

「お前たちさえ邪魔しなければ、僕は出世間ま違ちがいなしだったんだァ！」

　三さん下したのようなセリフだが、あれは脅きよう威いだ。淫いん紋もんを付けていないから効果は一時的なものだろうが、この場を乗り切るだけの力はある。

　狂きよう気きに満ちたスヴェンは剣を振りかざし、迷いもなくシーナへと向かう。

「アーヴィンは下がってて！　あたしが落とし前をつける」

　レイピアを構え、シーナは地を蹴ける。

　一いつ閃せん、二閃。両者の剣が打ち合う。

　シーナの剣閃は目で捉とらえきれないほど疾はやい。だが、それ以上にスヴェンの一撃は重い。

「くっ！」

　並の騎士ならシーナの一撃目を捌さばき切れず、倒たおれただろう。

　龍の力を得たスヴェンは全すべて剣で受けきっていた。速さは互ご角かくでも一撃の重さが違いすぎる。

「きゃあっ！」

　やがてシーナは一撃を受けきれず、吹ふき飛ばされた。

　地面を転がったシーナはアーヴィンの近くで倒れる。

　血は出ていない。「うぅ」と呻うめいているから死んではいないだろう。鎧よろいが真ま一いち文もん字じに斬られていた。鎧がなければ致ち命めい傷しようを負っていた。

「司令を守れーっ！」「うおぉーっ！」

　オークたちがメイスを振りかざしスヴェンへと迫せまる。

「雑魚ざこが！　鬱うつ陶とうしいわ！」

　瘴気を乗せた剣を横に薙なぎ払はらう。黒い霧が波は紋もんとなってオークを襲い、「ぐああっ」「ぎゃああっ」巨きよ漢かんのオークたちの体がいともたやすく吹き飛ばされる。

「『ボルトアロー』！」

　続いてダークエルフたちが魔ま法ほうを放つがこれも意味がなかった。スヴェンに全て薙ぎ払われ──。

「効くか！　クソエルフどもぉっ！」

　再び剣を振ふるい、ダークエルフも瘴気の波動によって吹き飛ばされる。

　強い。龍の血を飲んだ上に魔族の瘴気を得たスヴェンの力は人間の力を遥はるかに超ちよう越えつしている。

「どうした！　魔族ども！　僕に敵かなわないか!?　はっはっは！」

　いい悪役だ。これがＴＲＰＧならいいＧＭになれただろう。

　だがこれは現実、ここに戦えるものはもうアーヴィンしかいない。

　アーヴィンは最後の魔力を振り絞しぼって、空間に黒い渦うずを発生させた。そこから初めてシーナと戦った時に使った剣『魔剣アーヴィンソード』を取り出す。

「ま、魔王様、無茶です……」

　ローブの端はしをミトラが掴つかんできた。その眼めには涙なみだが溜たまっていた。「死んじゃいます……」

「オレしかいねぇ。ここで引いたらシーナが──」

　傍かたわらに倒れるシーナに視線を下ろす。ここでシーナを討うたせるわけにはいかない。

　もう一度ミトラに魔力を与あたえてもらう──そう頭を過よぎったがダメだ。あれは元々ある魔力を増幅する効果はあるが、完全に尽つきた魔力を戻もどす効果はない。

　今はアーヴィンの魔力はほぼゼロだ。ゼロに何を掛かけてもゼロにしかならない。

（ならやることは一つしかない）

　アーヴィンはミトラを振り払って、スヴェンに突撃する。

「愚おろかしい！　魔力もないただのデーモンに何ができる！」

　剣けんを振るう。だが当たらない。涼すずしい顔をしてスヴェンは避さける。

（くそっ！　こんな奴やつに！）

「もういい、消えろ」

　スヴェンの一閃。避けきれず、アーヴィンは胴どうを袈け裟さ斬ぎりにされる。

「ぐあああっ！」

　からんからん、とアーヴィンの持っていた剣が地面を転がる。

　その場に崩くずれ落ちたアーヴィンはさらにスヴェンに蹴り飛ばされた。石いし畳だたみの上を転がるアーヴィン。口の中に砂利が交じる。

「アーヴィン……」

　すぐ隣となりにシーナの顔があった。

（このままじゃ……）

　龍の力を得た程度のあんな人間にやられるなんて、魔王の名が泣く。

「さあトドメを刺さし──なにっ」

「アーヴィン様、今のうちにお逃げくださいませ！」

　ミルヴァーだ。黒い翼つばさを広げたミルヴァーが空から炎えん上じよう魔法をスヴェンに放っている。

「クソデーモンが！　邪じや魔まをするなァっ！」

　スヴェンがミルヴァーに応戦する。

（生きていたのか）

　逃げる時間を稼かせぐつもりだろうか。確かにスヴェンの目的はシーナだ。それに時間さえ稼げばスヴェンはやがて魔力が尽きて元の人間に戻るだろう。

　──だがそれでいいのか？

「魔王様、逃げましょう！　今のうちに！」

　ミトラが腕うでを引っ張ってくる。そうだ、ミトラの言う通りだ。魔力の尽きたデーモン族一人がここに残って戦ったところで何の役にも立たない。

　逃げても勝てる。どうせ相手は一人で、ここは魔王領だ。魔力が尽きるのをじっくり待てばいい。

　──本当に？

「魔王様？」

　──本当にいいのか？

　あいつを一発も殴なぐれないまま、逃げていいのか？

　いや違う。

　そうあってはならない。

　魔王軍が龍族が、みんながどれだけ苦しめられたか。

　──何よりも、シーナ。

　魔王軍のために尽じん力りよくしてくれた彼女のために──逃げるわけにはいかない！

「アーヴィン……」

　隣で倒れたシーナがこちらに顔を向けてくる。

「あたしにはあいつを一発殴る力はもうない……けどあんたならまだ戦えるよね？」

　シーナはあのクソ野や郎ろうを殴ると決意して魔王軍に入った。ここで逃げたらそんなシーナの決意も無む駄だにすることになる。

「今のあたしには、こんなことしかできないけど……これで魔力が戻るなら──」

　そう言ってシーナの顔がゆっくりと近づき──。

　柔やわらかいものが唇くちびるに触ふれた。

「し、ししし、シーナさん！」

　ミトラが驚おどろくのも無理はない。まさか──口付けをするなんて思いもしなかった。

　それだけに収まらなかった。

「っっ！」

　唇の間からぬるっとしたものが口内に侵しん入にゆうしてきた。──舌だ。まさかディープなものまでする気か！

　抵てい抗こうできずアーヴィンはなすがままにされていた。生暖かいシーナの舌がアーヴィンの口内を蹂じゆう躙りんする。

　するとなぜだろう。体の内側からぐつぐつとマグマのように何かが湧わき上がってくる。

（これは──魔力か？）

　やがて唇は離はなれる。

「ミトラちゃんがやってたみたいに……唾だ液えきを与えたら魔力を得られるんでしょ？」

「あ、ああ……」

　あっけにとられて、つい首を縦に振ってしまう。

「初めてだから」

「な、なにが……？」

「今の。あたし、誰だれともしたことなかったから……。でもあんたなら、あげてもいいと思った」

　どこか恥はじらいを見せるシーナの顔に、アーヴィンは不意に心臓が高鳴る。

「ここまでしたんだから、あたしの代わりに……お願い」

　どちらにせよ、女にここまでさせたのだ。これがアーヴィンのためになると思ってシーナは決断した。

（ならやるしかねぇだろうが！）

　逃とう走そうなんて選せん択たく肢し、存在しない。

「あああっ！」

　ミルヴァーがスヴェンの瘴気の波動によって吹き飛ばされた。石畳の上に墜つい落らくする。

「ミルヴァーっ！」

　アーヴィンは彼女の側そばに駆かけ寄る──大だい丈じよう夫ぶだ。息はある。

「わるい、ミルヴァー。今はゆっくり休んでろ」

　ゆっくりと石畳の上にミルヴァーを寝ねかせる。

　スヴェンが荒あら々あらしく息を吐はく。

「はぁ……はぁ……手こずらせやがってぇぇ……デーモン風ふ情ぜいがぁぁ……」

　シーナ、ミルヴァーとの連戦でスヴェンの魔力もかなり落ちているようだ。

「おい、クソヤリチン野郎！」

　アーヴィンは声を張り上げ、一歩前に出る。

「貴様ぁ……まだ魔力が残っていたのかぁ……」

　なんて小さい。

　見た目がというわけではない。こいつの背負うもの、存在理由、人物としての大きさ──何もかもが小さい。

　所しよ詮せん自分のため、都合が悪くなったら何でも切り捨てる。ただの小心者だ。

「覚かく悟ごしろよ。魔王軍にケンカ売ったこと」

　ポキポキと指を鳴らす。

「剣の素人しろうとの貴様に何ができる！」

　スヴェンは剣を振りかざして突つっ込んできた。もう向こうにも瘴しよう気きを飛ばすほどの魔力がないのか。

「剣なんているか。てめぇなんてこぶしで十分だ」

「今の僕に魔力の尽きた魔族風情が勝てるものかァ！　魔族には死！　死だ！」

　スヴェンが剣を振りかざす！

　多少魔力がなくなったところで動体視力が落ちたわけではない。スヴェンの攻こう撃げきを余よ裕ゆうをもってかわしていく。

「遅おせぇな、それが聖騎き士し団の剣技か？」

「ほざくか！　魔族！」

　こんな剣技とも言えない剣の攻撃など、シーナの一いつ閃せんに比べたら蚊かが飛んでいるようなものだ。

「だから遅せぇ！」

　スヴェンのぬるい攻撃を避け、その憎にくたらしい顔にこぶしを叩たたきつける。

「ぶへっ！」

　情けない声と共に、殴られたスヴェンは後方によろける。

「き、貴様……僕の……僕の顔にぃぃっ！」

　鼻から血を垂らし、わなわなと震ふるえるスヴェン。

「いい化け粧しようができたじゃねぇか。ハッ、多少ブサイクな顔もマシになったか？」

「許さない許さない許さない！」

　バカの一つ覚えか。再びスヴェンが剣を振りかざして突っ込んでくる。

（じゃあ次で終わり──なっ!?）

　剣を振り下ろす寸前で片手を離した。剣に意識がいっていたアーヴィンは一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようし──。

「バカな魔ま族ぞくめ！　死ね！」

　スヴェンは空いた手で魔法を発現。掌てのひらから炎ほのおの球が生まれ、勢いよくアーヴィンに直撃した。

「ぐっ」

　スヴェンは詠えい唱しようしていない。これは魔族の魔法だ。

　油断した。闇やみ堕おちしたことにより、人間の魔法だけでなく、魔族の魔法も使えるようになっていたらしい。

「腐くさってもシーナの元右腕だな。ぶっつけ本番で魔族の魔法を使うなんてな」

「ここに来るまでに何度も練習したさ。龍りゆう族ぞくの血はまだまだあったからね」

「魔族を見下しておきながら、平然と魔法は使うのか？　矛む盾じゆんしてねぇか？」

「ああ貴様らは絶ぜつ滅めつするべきだ。その力は人間が使ってこそ正しい」

（人間至上主義か何かか？）

　そんな主義があるかどうかわからないが、こいつとは相あい容いれないのは確かだ。

　それに魔族の魔法を使ったところで火力は大したことなかった。肌はだが多少焼けたくらいだ。

　だが一つ許せないことがある。

「……オレのローブ」

「あ？」

「せっかくシーナに買ってもらったローブがちょっと焦こげちまったじゃねぇか」

「それがどうした！　これから全身焼け焦げるのだからなァ！」

　アーヴィンは右手に魔力を集中させる。

　炎、水、雷かみなり──よくアーヴィンがイメージする三属性の魔法を同時にこぶしに展開する。

「死ねっ！　クソ魔族！」

　アーヴィンより先にスヴェンが魔法を放つ。視界を覆おおい尽つくすほどの巨きよ大だいな火球だった。

「関係ねぇ！」

　アーヴィンは火球に突っ込む。肉にく薄はくしただけで全身が焼かれるようだ。しかしこの程度の炎で焼かれる魔王じゃない！

　ありったけの魔力を右のこぶしに集中し、火球に向かって突き出す！




「─魔王の剛ごう拳けん─アーヴィンパンチ！」




　アーヴィンのこぶしが火球をかき消した。炎は空気中に無散し──アーヴィンの目は、目の前のスヴェンを捉とらえた。

「ひっ……」

「吹ふき飛びやがれっ！」

　全身全ぜん霊れいを込こめた右こぶしを──忌いま々いましいイケメン顔の左ひだり頬ほおに叩き込んだ。

「ぶへらっ！」

　顎あごがひしゃげたスヴェンは見事な三回転半を宙に描えがいた後──ゴミクズのように地面に落下した。

「ふ、ふご……ふご……」

　豚ぶたみたいな泣き声を出しながらスヴェンはぴくぴくと痙けい攣れんしていた。まあ死んではいないだろう。

（終わったか……）

「アーヴィン」

　振り向くと、シーナがよろよろと立ち上がり──。

「ありがとう！」

　グっと笑え顔がおで親指を立てた。もしかしてあんな満面の笑みを見たのは初めてかもしれない。何気にレアな表情を拝めた。
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「魔王様！　大丈夫ですか！」

　ミトラがたたっと駆け寄ってくる。確かめるように全身をミトラに撫なでられる。ちょっとこそばゆい。

　少し離れたところではミルヴァーが「さすがでございます。魔王様」とケロッとした表情で地面に座っていた。

「魔王様ーっ！　司令ーっ！」「ご無事ですかーっ、魔王様ーっ」

　辺りでの騎士たちとの戦せん闘とうも終わったのだろう。がちゃがちゃと音を立てながら、オークやダークエルフたちが集まってきた。

　龍族の誤解も解け、騎士たちも撤てつ退たい──戦いはもう終わりだ。

「さて──あとはこいつをどうするかだな」

　道みち端ばたで痙攣してるゴミの処理をどうするか。このまま魔王城に連れ帰って魔道研究所のおもちゃにしてしまうのも面おも白しろい。

　などと考えていると──。




「その者、この私が預かろう」




　聞き覚えのない声だ。初老の男性の野太い声。

　見ると、大通りの奥──街の門の方から十名ばかりの騎士が歩いてきた。

（まだいたのか!?）

　もう戦える力は残っていない。だがやるしかない。

　臨戦態勢を取ろうとアーヴィンが構えた時だった。

「お父様！」

　声を上げたのはシーナだった。目を丸くして先頭に立つ初老の騎士を見つめていた。お父様？　それはつまり──。

「お初にお目にかかる、魔王よ。私はダリウス＝アルバート。王都聖騎士団の団長にして、そこにいるシーナの父親だ」

　騎士はそう語り、兜かぶとを脱ぬいだ。

　歴戦の英えい雄ゆうを思わせる厳いかめしい相そう貌ぼう、シーナと同じ銀色の髪かみに、同色の立派な髭ひげ。普ふ通つうの人間であるはずなのに、こうして相対するだけで威い圧あつ感かんを覚える。

　これが王都聖騎士団の団長ダリウス＝アルバートか。どことなく雰ふん囲い気きがファーヴニルに似ている。

「あんたが噂うわさのダリウスか。それでこのヤリチンをどうするつもりだ？」

「正式に王都聖騎士団が裁くと約束しよう。三週間と少し前、アルカティアの街にシーナと魔族が現れた後、我々聖騎士団はスヴェンの身辺を調べた」

　スヴェンのところに殴なぐり込みに行った日だ。

「──私の娘むすめが魔族に堕ちたなどとスヴェンは吐ぬかしておったが、理由もなしに娘がそんな愚ぐ行こうを犯おかすわけがない」

「お父様……」

　なるほど、このダリウスという男はなかなか話の分かる奴やつかもしれない。

「調べてすぐにマリナという女騎士に当たった。すぐに白状してくれたよ。スヴェンは騎士にあるまじき不ふ貞てい行こう為いを働き──それが世間に知れ渡わたるのを恐おそれ、婚こん約やく者しやであったシーナを切り捨てた」

　怒いかりとも憎しみとも取れる目を地面に転がるスヴェンへと向けていた。ダリウスは続けて、

「さらに不ふ干かん渉しようであるはずのドラゴンズバレーへの侵しん入にゆうと瞞まん着ちやく行為──到とう底てい許されることではない」

　そう告げた後、横たわるファーヴニルへと視線を動かし、

「龍族の長おさファーヴニル殿どの。此こ度たびは我が王都聖騎士団の一人が愚行を犯しました。この者が奪うばった子龍、卵は我々が全すべて無事保護しております。本当になんとお詫わびをすればよいか……」

　ファーヴニルはゆっくりと瞼まぶたを閉じ、

「……ふん、人間とはなんとも好かんものだったが、貴様のような良識ある者もいるようだな──我は同どう胞ほうたちの命が無事であるならそれに越こしたことはない」

「寛かん大だいなお言葉、痛み入ります」

　とにかくこれで全て収まったようだ。

　スヴェンがこれからどうなるか──そんなことは知ったことではない。一発殴れた、それで十分だ。めでたしめでたしだ。本当に疲つかれた一日だった。帰って寝ねたい。

「それで──シーナ。やはり赤い目なのだな」

「はい……」

　あ、これは丸く収まっていない。

　あなたの娘、闇堕ちさせちゃいました～、なんて言える雰囲気ではない。そもそもの原因はシーナが攻せめてきたから……なんて言い訳したところで、結果的に闇堕ちさせたことには違ちがいない。

「だが、そうなったのはスヴェンがお前の命を狙ねらっていたからだろう？　王都に戻もどればスヴェンに殺されると思っていたから、魔ま王おう軍にいたのではないか？」

　全くもってその通り。スヴェンがこうなった今、シーナが魔族になっていようとなっていまいと関係ない。これで責任追つい及きゆうは逃のがれられた。

「はい……ですが、軍にいたのはあたしの意志でもあります」

「意志？」

「魔族にされたのは確かに無理やりでした」

「無理やりだと」

　ギロリとダリウスの双そう眸ぼうがこちらを睨にらむ。待て待て、せっかく責任追及を逃れられそうだったのに、何を言っている。

「ですが今は魔族になってよかったと思っています。王都では魔族は悪、人心をたぶらかし、世界に破滅をもたらす者と教えられてきました。けどこの目で見てそれははっきりと違うとわかりました」

　シーナは毅き然ぜんと言った。

「……私はお前に騎き士し団に戻ってきてほしい。もう魔族でいる理由はないのだぞ？」

「それでもあたしはもう少し魔王軍にいたい。この目で何が正しいのかはっきりと見ていきたいんです」

　シーナはシーナだ。

　マジメで、一度決めたことは決して曲げず、ちょっと泣き虫で、だけど何ものにも屈くつしない。こういう奴だからこそ、魔王軍の他ほかのみんなも文句を言いながらもついていったのだろう。

「ならば、今は好きにするといい。だがいつでも王都の門は開いている。帰りたくなったら遠えん慮りよするな」

「その時はアーヴィンに連れて行ってもらうわ」

「オレはアシか」

　まあそれくらい安いもんだ。

「あの……」

　と、それまで黙だまっていたミルヴァーがおずおずと手を挙げた。何か言いたそうだ。

「なんだ？」

「見間違いかと思いますが、アーヴィン様、先ほどシーナ様に『キス』されておりませんでしたか？」

「え？」

　そういえば、された──記き憶おくがある。しかも深いやつ。「ほう」とダリウスが目を細める。怖こわい。

「し、したわよ。けどそれだったらミトラちゃんと同じでしょ」

「同じ？」

　アーヴィンがオウム返しに訊たずねると、

「ミトラちゃんも唾だ液えきを垂らしてたじゃない。あれって魔力を分け与あたえてたんでしょ？　あたしも同じようにしただけ」

　腕うでを組んでツンとそっぽを向く。あくまでそういうつもりでいたらしい。

　反論したのはミルヴァーだった。

「いえいえ、魔族にはそのような効力はございません。龍りゆう族ぞくの体液だからこそ、可能なことでございます」

「そうなの!?」

「スヴェンは知ってたろ？　あいつ子龍の血を飲んだとか言ってたし」

　そもそも龍の体液の力は回復じゃなくて増ぞう幅ふく。魔力がなければ意味がない。

「うるさいわね。魔族も似たような力があると思ったのよ」

　まあそれだけなら、別に勘かん違ちがいもするかもしれないが──。

「ですが、アーヴィン様。しっかりと魔力は回復しておりませんでしたか？」

　そういえばそうだ。あの時、少しだけ体の奥から力が湧わいてきていた。

「ほ、ほら！　ちゃんと魔力回復するじゃない！」

　まあ理由はわからないが、結果的に最後の一いち撃げきを放つだけの力を得たのは事実。

「私めの仮説でございますが、想おもい人からのキスは魔力回復効果があるのでございます。つまりシーナ様は──」

「ちょ、ちょちょっ！　何言ってくれてんの!?」

　顔を真っ赤にして反論しようとするシーナ。

　ただ、問題はそこじゃ──。

「問題はそこじゃありません！」

　強く主張したのはミトラだった。

「なに。ミトラちゃん」

　ずいずいとミトラがシーナに迫せまる。

「魔族間のキスは婚こん姻いんの証あかしなんです！　魔族同士のキスは何があっても結婚しなくてはいけないんです！」

「うそっ！」と驚おどろくシーナ。

「……ふむふむ、やはり私の仮説は正しかった、と」と勝手に納なつ得とくしてメモを取るミルヴァー。

「ほう……」と眉み間けんにしわを寄せるダリウス。だから怖いって。

「シーナさんだけずるいです！　わたしもします！」

　と言って抱だき着いて来ようとするミトラ。知ってるお前がやったら洒落しやれにならん、とアーヴィンはミトラの顔を手で押し戻す。

「さて……我々は先に行くとしよう」

　ダリウスはスヴェンを抱かかえ、くるっと背を向け、

「できれば我々人間としても魔王軍とは友好な関係を築きたい。せっかくシーナが渡した橋だしな──今日はこれで失礼させてもらう」

　そう言ってくれるとありがたい。

　魔王領だけが平和ならそれでいいと最初は思っていた。だがこうして歩み寄らなければ得られなかったものもある──今ならそう思える。

「魔王よ、いつになるかわからんが、私自身、シーナについて『個人的』に話がある。いいな？」

「お、おう……」

　これ殺されるやつじゃないのか？

　戦せん々せん恐きよう々きようとするアーヴィンを尻しり目めにダリウスは去っていった。

「さて……我も戻るとしよう」

　という言葉と共に羽ばたく音。同時に強風が巻き起こった。見上げると、ファーヴニルが元気よく上空に飛んでいた。

「もう飛べるのか!?」

　結構本気で殴ったつもりだったが。

「侮あなどるな。あの程度の一撃、数分もすれば治る」

　治っていながら隣となりでダウンした振ふりをしていたのか。

「ならスヴェンが出てきた時にはもう結構元気だったんじゃないのか？」

「……あの場で見み極きわめたかった。我が騙だまされていたこと、この地に攻めてきたことは謝罪する。砦とりでと街の修復にも、我ら龍族が全力で協力するとしよう」

　それはありがたいことだ。龍族の大きな体があれば、瓦が礫れきの撤てつ去きよなど容易たやすいだろう。

「ミトラにはすでに伝えたが、我はもう貴様を見限るつもりであった。人間などに軍を掌しよう握あくされる魔王など聞いたことがない、とな」

　ファーヴニルが来た日、ミトラが沈しずんでいたのはやはりそういう会話があったからだ。

「──だが、違った。そこの人間の娘むすめは心から貴様を信じていた──それは貴様の人徳のおかげかもしれん」

　そう思ったことはなかった。シーナに目をやると、慌あわてて目を逸そらされた。

「……魔王オルヴェインとは違うのかもしれぬな。奴やつは力こそが至上であるとしていたが、貴様は奴とは違う──また別の力を持っておるのかもしれぬ」

「なんだそれ？」

　力と言われてもピンとこない。

　父の時のような冷たい軍にしたくはない。その結果が今の魔王軍だ。

「だから今ひとたび見守ろう。我ら龍族が本当に力を貸すべき相手なのかどうか──」

　それだけ告げるとファーヴニルは上空へと飛び立った。アーヴィンが気絶させたはずの他の龍族もそれに伴ともなって上空へ飛び立ち──ドラゴンズバレーの方角へと飛んで行った。

「まあ……一見落着か──」

　あれ？

　ふらっ、と眩暈めまいがした。

　気が付くと視界に青空が広がっている。仰あお向むけになった？

「魔王様──」「アーヴィン──」二人の慌てた声が耳の奥に届く。

　大だい丈じよう夫ぶだって──あれ？

　言葉が喉のどから出てこない。

　だんだん視界がぼやけてくる。なんだか眠ねむたくなった。

　アーヴィンはゆっくりとゆっくりと瞼まぶたを閉じた。








エピローグ









「フハハ、よくぞきた勇者どもよ。さあ、我が腕の中で息絶えるがよい！」

　玉座に座るアーヴィンの目の前には、ライトアーマーを着けたオークたちがメイスを持って立っていた。

　オークたちには予行演習に付き合ってもらっていた。今度、シーナと一いつ緒しよにＴＲＰＧをやる約束をしたのだ。その際、ＧＭアーヴィンとして恥はずかしくない演技をさせてもらう。

「あの～、魔王様」

　オークの一人がおずおずと手を挙げる。

「なんだ」

「オレらもう休きゆう憩けい終わるんすけど……」「うんうん」「昼の修練に行かないと」

「は？　お前ら、暇ひまだって言ってたろ」

「いやいや、セリフ合わせとか着き替がえとか移動とかしてるうちに休みなくなったっすよ」「うんうん」「じゃあお疲つかれーっす」

　とおのおの勝手にぺこりと一礼して「さあ修練しないと」「来週の合コンで筋肉見せびらかすんだ」「あーまじで魔ま王おう様の相手疲れるわ～」とハツラツと玉座の間から去っていった。あと三人目のオーク。お前、あとで泣かすからな。

「はぁ」

　と玉座にもたれかかるアーヴィン。

　街の修復に砦の修復。

　あれからまだ一週間しか経たっていないが、龍族の協力もあり着々と進んでいる。

　意外にも龍族は砦や街を破は壊かいしなかったのが大きい。無む駄だな被ひ害がいを出さないという龍族の配はい慮りよでもあったのだろうか。




「邪じや魔まするわよー、あ、やっぱりアーヴィンここにいた」




　大おお扉とびらを押し開けて入ってきたのはシーナだった。腰こしに手を当てて何やら怒おこっているようだ。

「なんか用か」

「あんたさっき勝手に武具庫の鎧よろい持ち出したでしょ。数合わないのよ、返して」

「ああそれならさっきのオークたちが持ってったぞ」

　正しくは着せてたから、後であいつらも返しに行くだろう。

「何に使うのよ、それ」

「今度お前とやるＴＲＰＧの練習だ──そうだ、お前もやってみるか？」

「はぁ、あんた……まだ傷が癒いえたばっかだっていうのに元気ね……そんなに元気なら魔道研究所の手伝いでもしてきなさいよ」

　最近、シーナの小言が多くなってきた。お前は母ちゃんか何かか。

「うるせぇな。ちゃんと行ってるっての」

　魔王軍に足りないのは魔法による戦力だと、この前シーナが指し摘てきしていた。指揮系統はシーナがなんとかしているとはいえ、まともな魔法を使えるのは一部のデーモンとアーヴィンだけだ。魔法教育に力を入れ、人間以外の国──ボルケル山脈のさらに奥の国や魔王領よりさらに西の国が侵しん攻こうしてきた時の防衛策が欲ほしいとシーナは言っていた。

　そのためにアーヴィンは傷が癒えた先日からミルヴァーと一緒に協議している。

「ちょっとは魔王としての自覚を持ちなさい。あんた今、結構噂うわさされてんだから」

「噂？」

「歴代の魔王とは違う。新たな強さを持った最強魔王が誕生したって。これから先、魔王軍がどうなっていくのか、それはあんた次し第だいなんだから」

　みんなが褒ほめ称たたえてくれるのは悪い気がしない。人徳がある魔王だという魔族もいるがそれは違ちがう。

　ただやりたいようにやっただけだ。シーナを闇やみ堕おちさせたのも、オークたちを自由にさせているのも、全部アーヴィンがやりたいからやったに過ぎない。

「まあ悪くはないかな──それで、お前今日は何しに来たんだ？」

　というとぴくっと反応して、恥ずかしそうに唇くちびるをツンと尖とがらせた。

「礼……スヴェンから守ってくれた礼。そういえば言うの忘れてたから……」

「お礼を言いにわざわざ来たのか？　珍めずらし、お前が素す直なおに礼なんて──」

「勘かん違ちがいしないでよね！　それで別にあんたのこと、全部認めたわけじゃないからね！」

　なんだその古いステレオタイプのツンデレは。

　礼か。別にそんなもの求めていない。

「むしろ逆だ。オレの方がお前に礼を言いてぇんだから」

　なんだか言っていてこそばゆくなって、アーヴィンは指で頬ほおを掻かいた。

「あんたの方が素直に礼なんて、明日、嵐あらしになるわね」

「お前なぁ」

　まあ確かに自分らしくないと思った。だが礼を言いたいのは本心だ。

　シーナが魔王軍を変えてくれた。やりたいことが増えたのはシーナのおかげだ。

　この軍をもっと自由に、そして父とは違う強い軍にしていきたい。それが今のやりたいことだ。

「──とにかく礼はいいから、お前もオークとダークエルフたちに剣けんを教えてやれ」

「それはちゃんとしてるわ。でもあんたに礼をしないとあたしの気が済まないの」

　わがままな奴だ。

　──ピンと思いついた。

「じゃあちょっとだけ付き合え」

「はぁ？」

「だからＴＲＰＧの予行練習。オレが魔王役でお前が勇者役」

　やはり勇者役がオークじゃ盛り上がらない。

　うーん、と迷ったように腕うでを組んでからシーナは諦あきらめたように「はぁ」とため息を吐ついた。

「五分だけよ──で、何をしたらいいの？」

「戦う前の口上だけでいい。まあ適当に合わせてくれりゃいいさ」

　ごほんと咳せき払ばらいをしてアーヴィンは立ち上がり、ローブを翻ひるがえす。

「フハハ！　よくぞ来た勇者シーナ！　我に立ちふさがったこと後こう悔かいするがいい！」

　なんかこうして叫さけんでると魔王だなぁって気分になる。

　シーナも息を整え、キッと睨にらみつけてくる。

「覚かく悟ごしなさい魔王！　王都聖騎き士し団、この一番隊隊長シーナ＝アルバートがあなたを成敗するわ！」

　と言ってレイピアを引き抜ぬく。

　いいっ！　なんか盛り上がってきた。これなら今度やるときはなかなか臨場感のあるセッションになりそうだ。

　口上が勇者というより騎士っぽいのは仕し事ごと柄がら、仕方ないかもしれない。まあこの際、目を瞑つぶろう。

　──この先、魔王軍はまた戦うかもしれない。

　けれどシーナがいれば、きっと大丈夫だろう。

　アーヴィンは魔王らしく、手をかざしながら──そう思った。








あとがき









　僕はカフェオレが大好きです。

　冷蔵庫には必ず四、五本の備び蓄ちくがあります。

　執しつ筆ぴつのためにパソコンに一回向かい合うたび、一本飲みます。これを飲むとモチベーションが上がり、筆が乗ります。

　このあとがきを書いている今も、手元にカフェオレがあります。おいしいです。

　ただ問題が一つだけあります。

　僕は実家暮らしなのですが、姉が一人います。

　困ったことに姉も同じカフェオレが大好きなのです。ですので、冷蔵庫に備蓄していたカフェオレがいつの間にか一本、二本消えていることがあります。大変です。

　いざ執筆しようと思い、冷蔵庫を開けた時、「あ、飲まれた！」と血けつ涙るいをしぼることがたまにあります。

　その時は近所のスーパーに行き、店員に「え……なんでこの人同じカフェオレを十本も買ってるの……？」と白い目で見られながら購こう入にゆうします。

　ちなみに缶かんのカフェオレですので、コンビニよりスーパーの方が安いです。お得。

　そんなこんなで二十本近くのカフェオレを胃に流し込んだ結果、皆みな様さまのお手元にある小説が出来上がっております。

　あ、申もうし遅おくれました。「ようこそ最さい強きようのはたらかない魔ま王おう軍ぐんへ！」の作者の永なが松まつ洸ひろ志しです。この度は本書を手に取っていただきありがとうございます。

　こんな哀あわれなカフェイン中毒者の小説ですが、お楽しみいただけたら幸いです。

　──では一区切りついたところでカフェオレの豆知識を一つ。

　カフェオレとカフェラテの違ちがいをご存じでしょうか？

　カフェオレの『レ』はミルクの意味、カフェラテの『ラテ』もミルクの意味であり、どちらもコーヒーとミルクを混ぜた飲み物という意味では同じです。

　主な違いはコーヒーの部分がオレはドリップ、ラテはエスプレッソということです。

　それと基本的にカフェオレは五対五でコーヒーとミルクが入れられていますが、カフェラテは二対八でミルクの方が多いのです。

　僕の小説に例えると、コーヒーの部分がシリアス、ギャグの部分がミルクとしてカフェラテみたいな小説ということになります。

　意味がわかりませんね。僕にもわかりません。

　なぜこんな知識をもっているか、というと、「今日の分の小説を書こう」と冷蔵庫を開けてカフェオレを取った時に、ふと「アーヴィンの世界の中にコーヒーとかあるんだろうか」と思ってネットでカフェオレのことを調べたからです。

　アーヴィンたちもカフェオレとか飲みそうですね。カッコつけて無糖で飲みそう。今の僕みたいに無む駄だにうんちくなんか語ったりして、あとでシーナに知識で上をいかれ、にわかであることが露ろ呈ていするなんてこともあるかもしれません。

　ちなみにカフェラテの発はつ祥しようの地ちはイタリアのヴェネツィアです。水の都みやこと呼ばれている世界遺産にも登録されている街ですね。魔王領でもそういう発祥の地とかあるかもしれません。機会があれば、作中で魔王領製のカフェオレを出したいです。

　──カフェオレのお話、いかがだったでしょうか。少しでも「へー」と思ってくれたら幸いです。

　──って違う。これそういうコラムじゃなかった。これはあとがきですね。

　ではあとがきらしく制作秘話的なものを一つ。

　この作品、ファンタジア大賞に投とう稿こうした時は「闇やみ堕おちさせた姫ひめ騎き士しに魔ま王おう軍ぐんが掌しよう握あくされました」というタイトルでした。作品コンセプトはタイトルのまま、「闇堕ち姫騎士が逆に魔王軍を乗っ取ったら面白くね？」というところです。

　コンセプトを思いついたきっかけは、同人誌とかでよくみる『闇堕ちした女の子』からでした。正義のヒーロー的な女の子が敵の手に落ちて、悪に手を染める──そんな同人誌のテンプレを思い浮うかべた時、「逆に女の子が悪のボスを手玉に取ったら面白そう」というところからこの物語はスタートしました。

　そこさえ決まればあとはキャラクターを固めていくだけでした。

　作っている最中は楽しく、近くにはカフェオレがあったのでモチベーションにも困りませんでした。

　さて、あとがきの残りページもわずかになりました。

　カフェオレの話しかしてませんね。僕は一生、カフェオレの呪じゆ縛ばくから逃のがれられないのでしょう。もう手て遅おくれです。

　たまに甘党なの？　と聞かれることも多々あります。甘党です。作中で出てくるクレープを書いている時も「食べたい、はぁはぁ食べたい……」と涎よだれを垂らしていました。これを書いている今も食べたくなってきました。明日コンビニで買ってきます。

　──さて、こんなカフェインまみれのあとがきで申し訳ありません、幸運にも次回作を出させていただくことがありましたら、カフェオレ要素は半分程度まで減らしますのでご安心を。……いらない？　いりませんね、はい。

　最後になりましたが、マジメに締しめたいと思います。これでも元来の性格はマジメなんです。信じてください。

　まず、読者の皆様へ、重ね重ねではありますが、本書を手に取っていただきありがとうございました。今作でくすりとでも笑っていただけたら作者としてこれ以上の喜びはありません。

　次にファンタジア編集部の方々と、様々なアドバイスを授けてくださった担当者様へ、ありがとうございました。まだまだ未熟ではありますが、これから精いっぱい努力してまいります。

　そしてこの作品を推してくださった選考者の方々と、葵あおいせきな先生、橘たちばな公こう司し先生、そして石いし踏ぶみ一いち榮えい先生、ありがとうございました。ミトラちゃんはさらにかわいくなったでしょうか……？　はぁはぁと息を荒あらくして悶もだえていただけたら幸いです。

　かわいいイラストを描えがいてくださった手て島しまｎａｒｉ。様。ありがとうございます。はぁはぁと息を荒くして身み悶もだえさせていただきました。

　あと、私事ではありますが、両親に、ここまで支えてくれてありがとうございました。両親共にアニメファンでなければ、僕は家の中で白い目で見られていたことでしょう。

　名残なごり惜おしいですが、これで最後になります。ありがとうございました。

　──さて僕はあとがきを書き終えたので、これからカフェオレを飲みに行こうと思います。それでは。


永松洸志





















ようこそ最さい強きようのはたらかない魔ま王おう軍ぐんへ！




～闇やみ堕おちさせた姫ひめ騎き士しに魔ま王おう軍ぐんが掌しよう握あくされました～
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